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00
10–

01
先
遣
和
風
報
消
息–

先
遣
和
風
封
消
息
、
嘉–
﹇
先
ハ
焼
失
﹈
▼
正

00
10–

02
続
教
啼
鳥
説
来
由–

続
教
帝
鳥
説
来
由
、弘–

続
教
啼
鳴
説
来
由
、延

00
10–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
春
生
〕﹇
延
正
ハ
作
者
名
ガ
後
、
延
ノ

「
生
」
ハ
「
主
」
カ
、
正
ノ
「
生
」
ハ
焼
失
﹈
寂
為
延
▼
鳳
正

00
11–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

00
11–

01
東
岸
西
岸
之
柳–

東
岸
西
岸
柳
、
公

00
11–

02
遅
速
不
同–

﹇「
不
」
ハ
不
明
﹈
寂

00
11–

03
南
枝
北
枝
之
梅

00
11–

04
開
落
已
異

00
11–

05
〔
春
生
逐
地
形
　
保
胤
〕–

〔
春
逐
地
形
　
保
胤
〕伊–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

﹇「
春
生
」
ハ
不
明
﹈
寂–

〔
春
生
逐
地
形
序
　
慶
保
胤
〕為
延
▼
鳳
正–

〔
春
生
逐
地
形
　
慶
滋
保
胤
〕嘉–

〔
春
生
遂
（
逐
）
地
形
　
保
胤
〕▼

久

z0
03–

00
《
正
》﹇
行
間
細
字
書
入
、「
或
本
無
」
ト
ア
リ
、
作
者
名
ハ
無
﹈【
三

八
七
重
出
】

z0
03–

01
氷
消
見
水
多
於
地

z0
03–

02
雪
霽
望
山
尽
入
楼

00
12–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
12–

01
紫
塵
嫩
蕨
人
拳
手
﹇
嬾
カ
嫩
カ
、
活
字
本
諸
本
デ
モ
判
断
ハ
揺
レ
テ
イ

ル
、
校
本
ハ
底
本
山
城
切
ヲ
嬾
ト
シ
、
校
異
ナ
シ
。
両
者
ノ
草
体
ハ
書

体
ガ
似
ル
ノ
デ
ヤ
ム
ヲ
エ
ナ
イ
。
コ
コ
デ
ハ
底
本
ヲ
嫩
ト
シ
、
明
確
ニ

嬾
ト
書
ク
モ
ノ
ヲ
校
異
ト
シ
テ
挙
ゲ
タ
ガ
、
校
異
ト
シ
テ
挙
ゲ
ナ
イ
モ

ノ
モ
、
必
ズ
シ
モ
嬾
デ
ア
ル
コ
ト
ヲ
否
定
シ
ナ
イ
﹈
公–

紫
塵
嬾
蕨
人

拳
手
、
城
関
雲
葦
弘
延
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

﹇「
拳
手
」
ハ
不
明
﹈
寂

00
12–

02
碧
玉
寒
蘆
錐
脱
囊–

﹇「
碧
玉
」
ハ
不
明
﹈
寂

00
12–

03
〔
野
〕–

〔
野
相
公
〕関
葦
弘
尹
戊
▼
嵯–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
野
　
早
春
〕

寂–

〔
野
相
公
　
篁
　
和
早
春
晴
後
〕﹇
篁
ハ
朱
﹈
為–

〔
和
早
春
晴
後

　
野
相
公
〕﹇
鳳
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
延
▼
鳳〔
和–

ナ
シ
▼
鳳
〕–

〔
野
相

公
　
早
春
草
〕嘉–

﹇
焼
失
﹈
▼
正–

〔
野
相
公
　
早
春
〕﹇
早
春
ヲ
野
相

公
ノ
前
ニ
移
ス
符
号
有
、
早
春
ハ
別
筆
カ
﹈
▼
久

00
13–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
13–

01
気
霽
風
梳
新
柳
髪

00
13–

02
氷
消
浪
洗
旧
苔
鬚–

氷
消
波
洗
旧
苔
鬚
、
城
関
雲
寂
為
尊
戊
▼
久–

氷
消

波
旧
洗
苔
鬚
、
葦–

氷
消
波
洗
旧
苔
鬢
、
★
延–

氷
消
浪
洗
旧
苔
・鬢
（
鬚

也
）
尹–

氷
銷
波
洗
旧
苔
鬢
﹇
▼
正
ハ
「
鬢
」
焼
失
﹈
嘉
▼
正
嵯〔
波–

浪

▼
嵯
〕

00
13–

03
〔
都
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
都
良
香
〕葦
弘
尹
嘉
戊
▼
嵯〔
香–

□
﹇
切
断
﹈

▼
嵯
〕–
〔
都
良
　
春
既
□
□
〕寂–

〔
都
良
香
　
早
春
賦
春
暖
〕﹇
延
ハ

作
者
名
ガ
後
﹈
為
延–

〔
都
良
香
　
春
暖
〕﹇
春
暖
ヲ
都
良
香
ノ
前
ニ
移
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ス
符
号
有
、
春
暖
ハ
別
筆
カ
﹈
▼
久–

〔
春
暖
　
早
春
賦
　
都
良
香
〕▼

鳳–

﹇
焼
失
﹈
▼
正

00
14–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

00
14–
01
庭
増
気
色
晴
沙
緑–

庭
増
気
色
晴
砂
緑
、
葦
為
戊
▼
嵯

00
14–

02
林
変
容
輝
宿
雪
紅–

林
変
容
暉
宿
雪
紅
、
弘–

林
変
容
・耀
（
輝
之
誤
）
宿

雪
紅
、
尹–
﹇「
雪
紅
」
焼
失
﹈
▼
正

00
14–

03
〔
紀
〕–
〔
草
樹
暗
迎
春
　
紀
〕﹇
城
ノ
迎
ハ
推
読
﹈
城
伊
▼
久–

﹇
後
筆

デ
草
樹
暗
迎
春
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
草
樹
暗
迎
春
　
紀
納

言
〕﹇
▼
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
為
延
▼
鳳
嵯–

〔
草
木
共
逢
春
　
紀
納
言
〕

尹–

〔
草
樹
暗
迎
春
〕嘉–
〔
紀
納
言
〕戊–

﹇
焼
失
﹈
▼
正

00
15–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
万
葉
、
六

帖
、
新
古
今
三
二
】

00
15–

01
い
は
そ
ゝ
く–

い
は
そ
ゝ
葦

00
15–

02
た
る
ひ
の
う
へ
の–

た
る
み
の
う
へ
の
関
雲
寂
為
弘
尊
▼
久
鳳
正–

垂
水

の
上
の
★
公

00
15–

03
さ
わ
ら
ひ
の–

さ
わ
は
ら
ひ
の
弘

00
15–

04
も
え
い
つ
る
は
る
に–

も
え
い
つ
る
は
る
と
葦
▼
久

00
15–

05
な
り
に
け
る
か
な

00
15–

06
〔
志
貴
皇
子
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
延
尊
▼
嵯–

〔
志
貴
王
子
〕尹–
﹇「
子
」焼

失
﹈
▼
正

00
16–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
古
今
一
二
、

新
撰
万
葉
、
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
、
六
帖
】

00
16–

01
た
に
か
せ
に–

は
る
か
せ
に
城
関
雲
公–

・は
・る
（
や
ま
）
か
せ
に
雲–

山

風
に
葦
寂
弘
尹
尊
戊
▼
久
鳳
嵯–

・谷
（
春
歟
）
か
せ
に
延–

・や
・ま
（
た
に
）

か
せ
に
▼
鳳

00
16–

02
と
く
る
こ
ほ
り
の

00
16–

03
ひ
ま
こ
と
に–

ひ
ま
□
□
に
﹇
磨
損
不
明
﹈
粘

00
16–

04
う
ち
い
つ
る
な
み
や

00
16–

05
は
る
の
は
つ
花

00
16–

06
〔
当
純
〕–

〔
源
正
澄
〕﹇
城
ノ
澄
ハ
推
読
﹈城
関
雲
葦
為
延
嘉
▼
久–

〔
源

当
純
〕伊–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尹
尊
戊–

﹇
磨
損
﹈
寂–

〔
源
・正
・澄
（
当
純
）
〕

﹇
当
純
ハ
別
筆
カ
﹈▼
久–

〔
源
・当
・純（
正
澄
　
行
成
自
筆
）　
寛
平
御
時

后
宮
哥
合
哥
〕▼
鳳–

〔
源
□
〕﹇
焼
失
﹈
▼
正–

〔
源
当
澄
〕▼
嵯

z0
04–

00
《
公
戊
長
東
経
東
永
▼
鳳
正
》﹇
鳳
正
ハ
片
仮
名
細
字
書
入
、
鳳
ハ
「
行

成
自
筆
本
無
之
」
ト
ア
リ
﹈【
六
三
〇
重
出
】

z0
04–

01
見
わ
た
せ
は–

見
度〔
者
〕公

z0
04–

02
や
な
き
さ
く
ら
を–

桜
柳〔
乎
〕公

z0
04–

03
こ
き
ま
せ
て–

古
支
□〔
天
〕公

z0
04–

04
宮
こ
そ
は
る
の–

郷
処
春〔
能
〕公

z0
04–

05
に
し
き
な
り
け
る–

錦
な
り
け
る
公

z0
04–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
花
時
望
京
　
素
性
　
江
本
有
之
〕▼
鳳–

〔
花
時
望
京
　
素

性
〕▼
正

00
17–

00
《
粘
城
伊
関
雲
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
唐
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
公
寂
戊
ナ
シ
、

★
校
本
ハ
公
戊
ハ
六
七
五
ノ
一
首
有
ト
ス
ル
ガ
六
三
五
ノ
誤
リ
カ
、
粘

葉
本
デ
ハ
六
三
〇
ノ
重
出
ト
ナ
ル
。
▼
正
ハ
一
七
ノ
後
ニ
一
七
ヲ
片
仮

名
細
字
書
入
、
一
七–

五
ノ
ハ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
、
一
七–

六〔
平
兼
盛
〕﹈【
麗

景
殿
女
御
歌
合
、
続
後
撰
三
四
】

00
17–

01
み
わ
た
せ
は

00
17–

02
ひ
ら
の
た
か
ね
に

00
17–

03
ゆ
き
ゝ
え
て

00
17–

04
わ
か
な
つ
む
へ
く–

わ
か
な
つ
ん
へ
く
延

00
17–
05
の
は
な
り
に
け
り–

な
り
に
け
る
か
な
▼
正

00
17–

06
〔
兼
盛
〕–

〔
源
兼
盛
〕★
伊–

〔
ナ
シ
〕葦
弘
延
尊–

〔
平
兼
盛
〕為
尹
嘉

▼
鳳

10
00–

04
春
興
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00
18–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

00
18–
01
花
下
忘
帰
因
美
景

00
18–
02
樽
前
勧
酔
是
春
風–

樽
前
勧
酔
是
春
□
﹇
葦
ハ
破
損
、
正
ハ
焼
失
﹈
葦

▼
正

00
18–

03
〔
白
〕–
〔
ナ
シ
〕城
公
尊–

〔
白
　
酬
哥
舒
大
見
贈
〕為–

〔
酔
哥
舒
大
見

贈
　
白
〕﹇
哥
ハ
竒
カ
﹈
延–

﹇
削
ル
﹈
唐–

〔
白
　
酬
寄
舒
大
見
贈
〕▼

鳳–

﹇
焼
失
﹈
▼
正

00
19–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
劉
夢
得

文
集
外
集
、
佳
句
】

00
19–

01
野
草
芳
菲
紅
錦
地

00
19–

02
遊
糸
繚
乱
碧
羅
天–

﹇「
羅
天
」
焼
失
﹈
▼
正

00
19–

03
〔
禹
錫
〕–

﹇
虫
損
不
明
﹈
粘–

〔
ナ
シ
〕城
公
尊
戊–

〔
劉
禹
錫
〕伊
葦
弘

尹
嘉
▼
久
嵯–

〔
劉
〕関
雲–

〔
劉
禹
□
〕寂–
〔
劉
禹
錫
　
春
日
書
懐
寄

東
洛
白
廿
夢
得
字
実
〕為–

〔
春
日
書
懐
寄
東
洛
同
廿
二
　
劉
禹
錫
〕﹇
鳳

ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
延
▼
鳳〔
同–

白
、
鳳
〕–

﹇
削
ル
﹈
唐–

﹇
焼
失
﹈
▼

正

00
20–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

00
20–

01
歌
酒
家
々
花
処
々

00
20–

02
莫
空
管
領
上
陽
春

00
20–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕城
公
尊
戊
▼
嵯–

〔
白
　
送
令
孤
尚
書
赴
東
都
〕﹇
延

▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
、
正
ハ
白〔
五
十
六
〕ト
ア
リ
﹈
為
延
▼
正–

﹇
削

ル
﹈
唐–

〔
白
　
送
令
狐
尚
書
赴
東
都
留
守〔
六
六
〕〕▼
鳳

00
21–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

00
21–

01
山
桃
復
野
桃

00
21–

02
日
曝
紅
錦
之
幅–

日
曝
紅
錦
之
福
、
★
弘

00
21–

03
門
柳
復
岸
柳–

門
柳
亦
岸
柳
、
公–

門
柳
又
岸
柳
、
弘

00
21–

04
風
宛
麴
塵
之
糸–

風
〓
﹇
糸
＋
宛
﹈
麴
塵
之
糸
▼
嵯

00
21–

05
〔
逐
処
花
皆
好
　
斉
名
〕–

〔
斉
名
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
逐
処
花
皆
好
ヲ
書

ク
﹈
雲
寂
戊–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
逐
処
花
皆
好
序
　
紀
斉
名
〕為
延
嘉
▼

鳳
正–

〔
処
花
皆
好
〕益

00
22–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
22–

01
著
野
展
敷
紅
錦
繡–

着
野
展
敷
紅
錦
繡
▼
正

00
22–

02
当
天
遊
織
碧
羅
綾–

当
天
遊
糸
碧
羅
綾
、
関

00
22–

03
〔
野
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
田
達
□
〕寂–

〔
野
相
公
　
春
生
〕﹇
為
ハ「
生
」

ニ
「
望
」
朱
傍
記
カ
、
久
ノ
春
生
ハ
別
筆
カ
、
延
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈

為
延
▼
久
鳳
正〔
春
生–

春
生
内
宴
▼
正
〕–

〔
野
相
公
〕嘉
益
▼
嵯

00
23–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
為
ハ
余

白
ニ
小
字
後
補
﹈【
】

00
23–

01
林
中
花
錦
時
開
落–

林
中
華
錦
持
開
落
、
為

00
23–

02
天
外
遊
糸
或
有
無

00
23–

03
〔
田
達
音
〕–

〔
田
〕城
雲–

〔
ナ
シ
〕公
寂
嘉
尊–

〔
田
達
音
　
春
日
上

□
〕為–

〔
上
寺
　
田
達
音
〕延–

〔
管
三
品
〕尹–

〔
田
達
音
　
春
上
寺
望

聚
落
〕▼
鳳–

〔
春
□
〕﹇
以
下
焼
失
﹈
▼
正

00
24–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
為
ハ
余

白
ニ
小
字
後
補
﹈【
】

00
24–

01
笙
歌
夜
月
家
々
思–

箏
歌
夜
月
家
々
思
、
城

00
24–

02
詩
酒
春
風
処
々
情

00
24–
03
〔
菅
三
品
〕–

﹇
磨
損
不
明
﹈
粘–

〔
悦
者
衆
　
菅
三
品
〕﹇
城
ノ
衆
ト
品

ハ
推
読
、
為
ハ
朱
「
春
来
文
時
」
有
﹈
城
為
延
▼
久
鳳–

〔
悦
者
衆
〕伊–

﹇
後
筆
デ
悦
者
衆
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊
益–

〔
悦
者
多
詩
　
菅
三

品
〕尹–
﹇
焼
失
﹈
▼
正
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00
25–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
万
葉
、
新

古
今
一
〇
四
、
六
帖
、
赤
人
】

00
25–
01
も
ゝ
し
き
の

00
25–
02
お
ほ
み
や
ひ
と
は–

お
ほ
み
や
は
戊

00
25–

03
い
と
ま
あ
れ
や–

い
と
ま
あ
れ
□
﹇
破
損
﹈
葦–

・い
・と
・ま
（
こ
ゝ
ろ
江
本
）

□
□
□
﹇
焼
失
﹈
▼
正

00
25–

04
さ
く
ら
か
さ
し
て–

さ
く
ら
か
り
し
て
城
嘉

00
25–

05
け
ふ
も
く
ら
し
つ–
け
ふ
は
く
ら
し
つ
城
伊
関
雲
公
嘉
益
▼
久–

今
日
を

く
ら
し
つ
葦–

﹇
異
同
無
﹈
★
戊–

け
ふ
・も
（
は
　
行
成
自
筆
）
く
ら
し

つ
▼
鳳–

﹇「
つ
」
焼
失
﹈
▼
正

00
25–

06
〔
赤
人
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–
〔
山
辺
赤
人
〕為–

﹇
焼
失
﹈
▼
正

00
26–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
拾
遺
抄

二
六
、
拾
遺
四
三
、
六
帖
、
忠
岑
】

00
26–

01
は
る
は
な
ほ–

は
る
は
ま
つ
城
★
関
★
雲
▼
鳳–

は
る
は
・ま
・つ
（
な
ほ
）

﹇
鳳
ノ
傍
記
ハ
「
ナ
ヲ
」﹈
雲
鳳–

は
る
は
な
な
嘉–
は
る
は
な
・を
（
ほ
）

▼
久

00
26–

02
わ
れ
に
て
し
り
ぬ

00
26–

03
は
な
さ
か
り

00
26–

04
こ
ゝ
ろ
の
と
け
き

00
26–

05
ひ
と
は
あ
ら
し
な

00
26–

06
〔
忠
岑
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
□
峯
〕﹇
文
字
ア
ル
カ
﹈
延–

﹇
焼
失
﹈

▼
正

10
00–

05
春
夜

00
27–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

00
27–

01
背
燭
共
憐
深
夜
月–

背
灯
共
憐
深
夜
月
、
寂
弘

00
27–

02
踏
花
同
惜
少
年
春

00
27–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕城
公
尊–

〔
白
　
春
日
与
盧
回
周
諒
華
陽
観
同
居
〕為–

〔
春
中
寺
盧
回
周
諒
花
陽
同
居
　
白
〕﹇
回
ハ
四
カ
﹈★
延–

〔
春
日
与
盧

回
周
諒
華
陽
観
同
居
〕尹–

〔
白
　
春
中
与
盧
四
周
諒
華
陽
観
同
居〔
二

三
〕源
歟
〕▼
鳳–

〔
白〔
十
三
〕〕▼
正

00
28–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
古
今
四
一
、

新
撰
和
歌
、
六
帖
、
躬
恒
】

00
28–

01
は
る
の
よ
の–

春〔
の
〕夜
、
公

00
28–

02
や
み
は
あ
や
な
し

00
28–

03
む
め
の
は
な

00
28–

04
い
ろ
こ
そ
み
え
ね

00
28–

05
か
や
は
か
く
る
ゝ

00
28–

06
〔
躬
恒
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊
▼
嵯–

〔
三
常
〕葦–

〔
凡
河
内
躬
恒
〕為–

〔
躬
常
〕▼
久–

〔
凡
□
□
〕﹇
焼
失
、
凡
ハ
後
補
カ
﹈
▼
正

10
00–

06
子
日–

子
日〔
付
若
菜
〕﹇
鳳
ハ
「
南
家
本
無
之
」、
正
ハ
「
无
」
ト
ア
リ
﹈

城
尹
嘉
尊
▼
鳳
正
嵯–

ナ
シ
伊

00
29–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
益
ハ
『
古

筆
学
大
成
』
模
本
ニ
ヨ
ル
﹈【
文
草
、
文
粋
】

00
29–

01
倚
松
樹
以
摩
腰–

倚
松
根
以
摩
腰
、
葦

00
29–

02
習
風
霜
之
難
犯
也–

習
風
霜
之
難
犯
﹇
鳳
ハ
朱
デ
〈
也
〉
ヲ
書
ク
﹈
城
関

雲
公
尹
益
▼
鳳–

習
風
霜
之
難
狂
也
、
嘉–

﹇「
也
」
焼
失
﹈
▼
正

00
29–

03
和
菜
羹
而
啜
口–

和
菜
羹
而
疑
口
﹇
校
本
ハ
疑
ニ
口
篇
ヲ
付
ス
ガ
、
後

補
カ
﹈
関–

﹇
□
ヲ
削
ッ
テ
別
筆
デ
啜
ヲ
書
ク
、
□
ハ
疑
ヲ
否
定
シ
ナ

イ
﹈
雲–

和
菜
羹
・以
（
而
　
行
成
本
）
啜
口
▼
鳳–

﹇「
和
」
焼
失
﹈
▼

正

00
29–
04
期
気
味
之
克
調
也–

期
気
味
之
克
調
﹇
鳳
ハ
朱
デ
〈
也
〉
ヲ
書
ク
﹈
公

▼
久
鳳–

期
味
之
克
調
也
、
葦

00
29–

05
〔
菅
〕–
〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
菅
丞
相
〕﹇
為
ハ
朱
デ
扈
従
雲
林
院
幸
行
序
ヲ

書
ク
﹈
為
弘
益
戊
▼
久–

〔
扈
従
雲
林
院
聊
叙
所
観
序
　
菅
丞
相
〕﹇
鳳
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ハ
作
者
名
ガ
先
、詩
題
ハ
焼
失
ニ
カ
カ
リ
推
読
﹈延
尹
▼
鳳
正〔
聊–

ナ
シ

▼
鳳
〕–

〔
菅
　
行
幸
扈
従
雲
林
院
不
勝
感
歎
聊
叙
所
視
詩
序
〕嘉

00
30–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
益
ハ
『
古

筆
学
大
成
』
模
本
ニ
ヨ
ル
﹈【
文
粋
】

00
30–

01
倚
松
根
摩
腰–

倚
松
樹
摩
腰
、
葦–

倚
松
根
而
摩
腰
﹇
鳳
ハ
而
ニ
行
成

本
無
之
ヲ
傍
記
﹈
★
弘
延
嘉
尊
▼
鳳
正
嵯〔
而–

〈
而
〉﹇
後
補
カ
﹈
▼

正
〕

00
30–

02
千
年
之
翠
満
手–
子
年
之
翠
満
手
、
公

00
30–

03
折
梅
花
挿
頭–
折
梅
花
｛
而
｝
挿
頭
、
雲–

折
梅
花
挿
首
﹇
為
ノ
首
ハ
朱
、

▼
正
ハ
而
ヲ
ミ
セ
ケ
チ
、
以
ヲ
書
ク
、
後
補
カ
﹈
葦
為
▼
正–

折
梅
花

而
挿
頭
﹇
鳳
ハ
而
ニ
行
成
本
无
ヲ
傍
記
﹈
★
弘
嘉
尊
▼
鳳
嵯–

折
梅
花

・以
（
而
）
挿
頭
﹇「
此
字
無
ト
モ
歟
」
ノ
左
傍
記
﹈
延

00
30–

04
二
月
之
雪
落
衣–

二
月
之
落
衣
、
公

00
30–

05
〔
尊
敬
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
橘
在
列
　
春
日
野
遊
序
〕﹇
為
朱
デ
「
出

家
名
尊
敬
」
ト
有
、
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
▼
正–

〔
尊
敬
　

春
日
野
遊
序
〕尹–

〔
橘
在
列
　
野
遊
詩
序
〕嘉–
〔
尊
敬
　
春
日
野
遊
序

　
橘
在
列
〕▼
鳳

00
31–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
唐
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
益
ハ

『
古
筆
学
大
成
』
模
本
ニ
ヨ
ル
﹈【
拾
遺
抄
二
〇
、
拾
遺
二
三
、
六
帖
、

忠
岑
】

00
31–

01
ね
の
ひ
す
る

00
31–

02
の
へ
に
こ
ま
つ
の

00
31–

03
な
か
り
せ
は

00
31–

04
ち
よ
の
た
め
し
に–

千
代
の
様
に
﹇
ヨ
イ
カ
﹈
公

00
31–

05
な
に
を
ひ
か
ま
し

00
31–

06
〔
忠
岑
〕–

〔
忠
・岑
（
見
）
〕雲–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
忠
見
〕﹇
鳳
ハ
見

ニ
「
峰
　
行
成
本
」
ヲ
傍
記
﹈
葦
唐
▼
久
鳳
嵯–

〔
壬
生
忠
峰
〕為–

〔
人

丸
〕戊

00
32–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
唐
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
益
ハ

『
古
筆
学
大
成
』
模
本
ニ
ヨ
ル
﹈【
拾
遺
抄
二
一
、
拾
遺
二
四
、
能
宣
】

00
32–

01
ち
と
せ
ま
て

00
32–

02
ち
き
り
し
ま
つ
も–

ち
き
り｛
し
｝ま
つ
も
城–

ち
き
り
し
ま
つ
ん
雲–

か

き
れ
る
ま
つ
も
寂
弘
嘉
尊–

ち
き
れ
る
ま
つ
も
為
延
戊–

・ち
（
か
）
き
れ

る
ま
つ
も
為

00
32–

03
け
ふ
よ
り
は

00
32–

04
き
み
に
ひ
か
れ
て–

き
み
に
ひ
か
く
れ
て
★
雲

00
32–

05
よ
ろ
つ
よ
や
へ
む

00
32–

06
〔
能
宣
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

﹇
磨
損
不
明
﹈
寂–

〔
大
中
臣
能
宣
〕為

戊–

〔
能
□
〕﹇
磨
滅
﹈
▼
嵯

00
33–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
唐
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
益
ハ

『
古
筆
学
大
成
』
模
本
ニ
ヨ
ル
﹈【
新
古
今
七
〇
九
、
清
正
】

00
33–

01
ね
の
ひ
し
に–

ね
の
日
し
て
城
関
雲
延
嘉
▼
鳳

00
33–

02
し
め
つ
る
の
へ
の

00
33–

03
ひ
め
こ
ま
つ–

ひ
め
□
□
□
﹇
焼
失
﹈
▼
正

00
33–

04
ひ
か
て
や
ち
よ
の–

ひ
か
ね
て
や
ち
よ
の
関–

引
て
や
千
代
、
公

00
33–

05
か
け
を
ま
た
ま
し–

﹇
か
磨
滅
﹈
雲–

﹇「
し
」
焼
失
﹈
▼
正

00
33–

06
〔
清
正
〕–

〔
ナ
シ
〕公
寂
弘
尹
尊–

〔
藤
清
政
〕為–

〔
清
政
〕延–

〔
藤
清

正
〕戊–

﹇
焼
失
﹈
▼
正

10
00–

07
若
菜

00
34–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
益
ハ
『
古

筆
学
大
成
』
模
本
ニ
ヨ
ル
﹈【
文
草
、
文
粋
】

00
34–

01
野
中
芼
菜–

野
中
善
芼
菜
﹇
善
カ
﹈
益

00
34–

02
世
事
推
之
蕙
心–

世
事
推
之
恵
心
、
★
弘

00
34–

03
鑪
下
和
羹–
炉
下
和
羹
、
★
延
嘉
尊
益
▼
正
嵯
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00
34–

04
俗
人
属
之
荑
指

00
34–

05
〔
菅
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
延
尊–

〔
菅
　
雲
林
院
行
幸
催
粧
序
〕﹇
粧
ノ
下

ニ
朱
「
詩
」
有
﹈
為–

〔
菅
三
品
　
催
粧
序
〕尹–

〔
菅
　
雲
林
院
行
幸

序
〕嘉–

〔
菅
　
雲
林
院
行
幸
〕﹇
雲
林
院
行
幸
ハ
別
筆
カ
﹈
▼
久–

〔
催

粧
序
　
菅
〕﹇
本
云
菅
三
品
云
々
可
勘
ト
注
記
﹈
▼
鳳–

〔
賦
宮
人
催
粧

序
　
菅
丞
相
〕▼
正

00
35–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
益
ハ

『
古
筆
学
大
成
』
模
本
ニ
ヨ
ル
﹈【
拾
遺
一
八
、
人
麿
】

00
35–

01
あ
す
か
ら
は

00
35–

02
わ
か
な
つ
ま
せ
む–
わ
か
な
つ
ま
ん
と
尹
嘉
京
戊
▼
鳳
嵯–

わ
か
な
つ
ま

・ん
・と
（
せ
む
　
行
成
本
）
鳳

00
35–

03
か
た
を
か
の–

か
た
□
□
□
﹇
破
損
﹈
葦

00
35–

04
あ
し
た
の
は
ら
は

00
35–

05
今
日
そ
や
く
め
る

00
35–

06
〔
人
丸
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
柿
本
人
丸
〕為

00
36–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
三

七
ノ
次
﹈【
万
葉
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
、
新
古
今
一
一
、
赤
人
】

00
36–

01
は
る
た
ゝ
は–

あ
す
か
ら
は
城
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
尊
戊
▼
久
鳳
正

嵯–

あ
す
よ
り
は
京

00
36–

02
わ
か
な
つ
ま
む
と–

わ
か
な
つ
ま
〈
む
〉
と
城–

わ
か
な
つ
ま
せ
ん
と

延

00
36–

03
し
め
し
の
に

00
36–

04
き
の
ふ
も
け
ふ
も–

き
の
ふ
も
け
ふ
ん
関
雲–

昨
も
今〔
も
〕公

00
36–

05
ゆ
き
は
ふ
り
つ
ゝ

00
36–

06
〔
赤
人
〕–

〔
ナ
シ
）
公
弘
尊–

〔
同
〕尹

00
37–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
》﹇
弘
ハ
三
六

ノ
前
、
嵯
ナ
シ
﹈【
六
帖
、
新
古
今
一
四
、
貫
之
】

00
37–

01
ゆ
き
て
み
ぬ–

ゆ
き
て
見
む
★
延–

ゆ
き
や
ら
ぬ
京

00
37–

02
人
も
し
の
へ
と–

ひ
と
ん
し
の
へ
と
雲

00
37–

03
は
る
の
ゝ
の–

は
る
の
ゝ
に
寂
為
弘
尹
嘉
戊–

は
る
の
□
□
﹇
焼
失
﹈
▼

正

00
37–

04
か
た
み
に
つ
め
る

00
37–

05
わ
か
な
ゝ
り
け
り

00
37–

06
〔
貫
之
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

﹇
焼
失
﹈
▼
正

10
00–

08
三
月
三
日〔
付
桃
〕–

三
月
三
日〔
付
桃
花
〕城
尊–

三
月
三
日
、
公
為

尹

00
38–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
京
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
王
右
丞
、

佳
句
】

00
38–

01
春
来
遍
是
桃
花
水

00
38–

02
不
弁
仙
源
何
処
尋

00
38–

03
〔
王
羅
〕–

〔
王
維
〕﹇
城
ノ
維
ハ
推
読
﹈城
関
雲
葦
寂
弘
嘉
▼
久
嵯–

〔
ナ

シ
〕公
尊
戊–

〔
王
維
　
于
時
年
十
六
　
桃
源
行
〕﹇
朱
「
晋
大
元
中
武

陵
漢
人
漢
行
」﹈
為–

〔
桃
源
行
　
王
維
〕﹇
正
ハ
「
行
」
焼
失
﹈
延
尹

▼
鳳
正–

〔
王
・惟
（
淮
イ
）
　
桃
源
行
時
　
年
十
六
〕★
京

00
39–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
草
、
文

粋
】

00
39–

01
春
之
暮
月–

春
暮
月
、関
雲–

春｛
之
｝暮
月﹇
傍
記
ハ
後
筆
カ
﹈雲

00
39–

02
々
之
三
朝–

々
三
朝
、
寂

00
39–

03
天
酔
于
花

00
39–

04
桃
李
盛
也–

桃
季
之
盛
也
、
公–

桃
□
之
盛
也
﹇
破
損
、
李
ヲ
否
定
シ
ナ

イ
﹈
葦–

桃
李
之
盛
也
、
嘉
▼
久
嵯–

桃
李
之
盛
也
▼
正

00
39–
05
我
后
一
日
之
沢–

我
皇
一
日
之
沢
、
葦–

我
・后
（
君
）
一
日
之
沢
﹇
朱
﹈

為–
我
后
〈
一
日
〉
之
沢
、
延–

我
・后
（
皇
）
一
日
之
沢
▼
久

00
39–

06
万
機
之
余

00
39–

07
曲
水
雖
遥
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00
39–

08
遺
塵
雖
絶

00
39–

09
書
巴
字
而
知
地
勢–

〈
書
〉巴
字
而
知
地
勢
、延–

書
巴
字
知
地
勢
、戊–

尽

（
書
）
己
字
而
知
地
勢
▼
久

00
39–
10
思
魏
文
以
翫
風
流–

思
魏
文
・玩
（
翫
）
風
流
﹇
朱
﹈
為–

思
魏
而
以
翫
風

流
▼
嵯

00
39–

11
蓋
志
之
所
之

00
39–

12
謹
上
小
序–
謹
献
少
序
、
葦
寂
弘
尹
嘉
戊
▼
嵯〔
少–

小
、
弘
〕–

謹
献
少

序
云
爾
、
為
★
延
尊
▼
正〔
少–

小
、
尊–

﹇
焼
失
﹈
▼
正
〕–

謹
・上
（
献

イ
）
少
序
、
京

00
39–

13
〔
菅
〕–

〔
菅
三
品
〕城–
〔
ナ
シ
〕関
雲
公
葦
寂
尊–

〔
・菅
（
菅
丞
相
　
花

時
天
似
酔
詩
序
）
〕﹇
朱
﹈
為–
〔
花
時
天
似
酔
　
菅
〕延–

〔
菅
　
曲
水

宴
花
時
天
似
酔
序
〕嘉–

〔
菅
丞
相
　
花
時
天
似
酔
序
〕﹇
▼
正
ハ
作
者

名
ガ
後
﹈
京
▼
正–

〔
菅
丞
相
〕﹇
後
補
カ
﹈
▼
久–

〔
花
時
天
似
酔
序

　
菅
〕▼
鳳–

〔
菅
　
花
色
天
似
酔
序
〕▼
嵯

00
40–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
草
、
文

粋
】

00
40–

01
煙
霞
遠
近
応
同
戸

00
40–

02
桃
李
浅
深
似
勧
盃–

桃
季
浅
深
似
勧
盃
、
公

00
40–

03
〔
菅
〕–

〔
花
時
天
似
酔
　
菅
〕﹇
城
ノ
酔
ハ
推
読
、
為
朱
「
題
同
前
」﹈

城
為
尹
▼
正–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

﹇
後
筆
デ
花
時
天
似
酔
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
花
時
天
似
酔
〕弘–

〔
同
詩
〕延–

〔
菅
　
同
詩
〕京–

〔
花
時
天
似
酔
　

菅
丞
相
〕▼
久–

〔
同
時
　
菅
〕▼
鳳

00
41–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
41–

01
水
成
巴
字
初
三
日

00
41–

02
源
起
周
年
後
幾
霜

00
41–

03
〔
篤
茂
〕–

〔
縈
流
送
羽
觴
　
篤
茂
〕﹇
城
ノ
觴
ハ
推
読
、
尹
、
京
ハ
縈

ニ
「
栄
イ
」
ヲ
傍
記
﹈
城
尹
嘉
京
▼
久
鳳–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

﹇
後
筆

デ
縈
流
送
羽
觴
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
縈
流
送
羽
觴
　
藤
篤
茂
〕﹇
為
ノ
藤
篤

茂
ハ
朱
、
▼
正
ノ
「
羽
觴
」「
茂
」
焼
失
﹈
為
延
▼
正

00
42–

00
《
粘
城
伊
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
関
雲
ナ
シ
﹈【
】

00
42–

01
礙
石
遅
来
心
窃
待

00
42–

02
牽
流
遄
過
手
先
遮–

牽
波
遄
過
手
先
遮
、
寂–

牽
・流
（
波
）
遄
過
手
先
遮

▼
鳳

00
42–

03
〔
雅
規
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

〔
同
前
　
菅
雅
規
〕為
延
京
▼
鳳
正–

〔
雅

茂
　
同
〕尹–

〔
菅
雅
規
　
題
同
前
〕嘉

00
43–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

00
43–

01
夜
雨
偸
湿

00
43–

02
曽
波
之
眼
新
嬌–

曽
波
之
眼
嬌
新
、
城–

・曽
（
層
イ
）
波
之
眼
新
嬌
﹇
朱
﹈

為

00
43–

03
暁
風
緩
吹–

暁
月
風
緩
吹
、
関
雲

00
43–

04
不
言
之
口
先
咲–

不
言
之
唇
先
咲
、
嘉
▼
鳳
正–

不
言
之
・脣
（
口
）
先
咲
、

鳳

00
43–

05
〔
桃
始
華
賦
　
紀
〕–

〔
桃
始
花
賦
　
紀
〕城
京–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
桃
始

華
　
紀
〕葦–

〔
桃
始
華
序
　
紀
〕寂–

〔
桃
始
花
・賦
（
序
）
　
紀
納
言
〕

﹇
朱
﹈
為–

〔
桃
始
花
賦
〕弘–

〔
桃
始
花
序
　
紀
納
言
〕延
▼
正–

〔
桃
始

花
序
　
紀
中
納
言
〕尹–

〔
桃
始
花
賦
　
紀
納
言
〕﹇
▼
嵯
ハ
作
者
名
ガ

先
﹈
嘉
▼
久
鳳
嵯〔
花–

華
▼
鳳
〕〔
賦–

ナ
シ
▼
久
〕–

〔
紀
〕戊

00
44–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
拾
遺
抄

一
八
四
、
拾
遺
二
八
八
、
六
帖
、
躬
恒
】

00
44–
01
み
ち
と
せ
に–

み
ち
よ
へ
て
寂

00
44–

02
な
る
と
い
ふ
も
ゝ
の–

な
る
て
ふ
も
ゝ
の
関
雲
葦
寂
為
弘
尹
嘉
京
尊
戊

▼
鳳
正
嵯

00
44–

03
こ
と
し
よ
り
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00
44–

04
は
な
さ
く
は
る
に

00
44–

05
あ
ひ
そ
め
に
け
り–

あ
ひ
に
け
る
か
な
城
公
尹
尊
▼
久
鳳
正
嵯–

あ
ひ

そ
し
に
け
る
寂–

あ
ふ
そ
う
れ
し
き
為
延
京
戊–

な
り
に
け
る
か
な
弘

嘉

00
44–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
躬
恒
〕寂
為
延–

〔
亭
子
院
哥
合
　
忠
峰
〕嘉–

〔
・貫
・之
（
躬

恒
イ
）
〕京–

〔
兼
盛
　
貫
之〔
江
本
〕〕▼
鳳–

﹇
焼
失
﹈
▼
正

10
00–

09
暮
春

00
45–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
元
氏

長
慶
、
佳
句
】

00
45–

01
払
水
柳
花
千
万
点–
払
水
柳
華
千
万
点
▼
嵯

00
45–

02
隔
楼
鶯
舌
両
三
声–

【
三
木
】
林
・
楼

00
45–

03
〔
元
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
元
稹
　
過
襄
陽
楼
呈
上
府
王
〕﹇
延
ハ
作
者
名

ガ
後
﹈為
延
▼
鳳〔
元
稹–

元
慎
、延–
元
、▼
鳳
〕〔
王–

主
、延
▼
鳳
〕–

〔
過

裏
汝
楼
里
上
府
王
厳
司
空
　
元
稹
〕京–
〔
元
稹
〕▼
正

00
46–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
草
】

00
46–

01
低
翅
沙
鷗
潮
落
暁–

低
翅
沙
鷗
湖
落
暁
、
弘
益–

低
翅
沙
鷗
・湖
（
潮
）
落

暁
、
弘–

低
翅
砂
鷗
潮
落
暁
▼
嵯–

【
三
木
】
暮
・
暁

00
46–

02
乱
糸
野
馬
草
深
春

00
46–

03
〔
菅
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

〔
晩
春
遊
松
山
館
　
菅
〕延
▼
鳳–

〔
菅
　
晩

春
山
館
〕尹–

〔
晩
春
遊
・相
（
松
イ
）
山
館
　
菅
〕京–

〔
菅
　
晩
春
遊
山

館
〕﹇
晩
春
遊
山
館
ハ
別
筆
カ
﹈
▼
久–

〔
晩
春
遊
□
山
館
　
菅
丞
相
〕

﹇
焼
失
﹈
▼
正

00
47–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
47–

01
人
無
更
少
時
須
惜–

人
更
無
少
時
須
惜
、
為

00
47–

02
年
不
常
春
酒
莫
空–

年
・不
・常
（
常
イ
不
イ
）
春
酒
莫
空
、
京

00
47–

03
〔
野
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

〔
野
相
公
　
内
宴
春
先
細
賦
〕﹇
為
朱
ハ「
先
」

ヲ
「
光
」、「
賦
」
ナ
シ
、
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
▼
正〔
先–

光
▼
正
〕–

〔
春
光
細
賦
　
野
相
公
〕★
延
尹–

〔
野
相
公
〕嘉–

〔
内
宴
・斉
（
春
イ
）

光
細
賦
　
野
相
公
〕京–

〔
野
　
春
光
細
賦
〕﹇
鳳
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
▼

久
鳳

00
48–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
48–

01
劉
白
若
知
今
日
好–

劉
・白
（
伯
イ
）
若
知
今
日
好
、
京

00
48–

02
応
言
此
処
不
言
何

00
48–

03
〔
順
〕–

〔
深
春
好
　
順
〕﹇
京
益
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
城
為
尹
京
益
▼
鳳–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

﹇
後
筆
デ
深
春
好
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
深
春
好
　
源
順
〕

延–

〔
源
順
〕嘉–

〔
春
深
好
　
順
〕▼
久–

﹇
焼
失
﹈
▼
正

00
49–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
嘉
ハ

四
九
ノ
次
ニ
一
首
有
﹈【
古
今
三
五
一
、
興
風
】

00
49–

01
い
た
つ
ら
に

00
49–

02
す
く
す
つ
き
ひ
は–

す
く
る
つ
き
ひ
は
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
▼
鳳
嵯

00
49–

03
お
ほ
か
れ
と–

お
ほ
け
れ
と
為
嘉
▼
嵯

00
49–

04
は
な
み
て
く
ら
す–

は
な
み
て
す
く
る
戊

00
49–

05
は
る
そ
す
く
な
き–

﹇「
き
」
焼
失
﹈
▼
正

00
49–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
興
風
〕城
関
雲
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
益
戊
▼
久
鳳
嵯–

﹇
焼
失
﹈

▼
正

z0
05–

00
《
▼
鳳
貞
正
逸
房
東
経
兼
紹
》【
】﹇
▼
鳳
正
ハ
片
仮
名
細
字
書
入
﹈

z0
05–

01
イ
サ
ケ
フ
ハ

z0
05–

02
ヽ
ル
ノ
山
ヘ
ニ–

春
ノ
野
辺
ニ
テ
﹇「
野
辺
ニ
テ
」
ヲ
ミ
セ
ケ
チ
ニ
シ
テ

「
ヤ
マ
ヘ
ニ
」﹈
▼
正

z0
05–

03
マ
シ
リ
ナ
ン

z0
05–
04
ク
レ
ナ
ハ
ナ
ケ
ノ

z0
05–

05
ハ
ナ
ノ
カ
ケ
カ
ハ–

ハ
ナ
ノ
カ
ケ
カ
モ
﹇「
モ
」
ミ
セ
ケ
チ
ニ
シ
テ
「
ハ
」

ヲ
書
ク
ハ
後
補
﹈
▼
正

z0
05–

06
〔
南
有
　
江
本
無
之
　
素
性
〕–

〔
忠
峯
　
此
哥
江
本
無
之
〕▼
正
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10
00–

10
三
月
尽–

春〔
三
月
尽
〕城

00
50–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
】

00
50–
01
留
春
々
不
住–

留
春
々
不
駐
、
葦
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
正
嵯〔
駐–
・駐
（
住
）﹇
朱
﹈
為
〕

00
50–

02
春
帰
人
寂
漠–

春
帰
人
寂
寞
、
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼

久
鳳
正
嵯〔
寞–
・寞
（
漠
）﹇
朱
﹈
為
〕

00
50–

03
厭
風
々
不
定

00
50–

04
風
起
花
蕭
索–
風
起
花
簫
索
、
城
★
弘

00
50–

05
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕城
関
雲
公
★
弘
尊
▼
久–

〔
白
　
落
花
古
調
　
文
集
五

十
一
〕為
京〔
五
十
一–

第
五
十
一
、
京
〕–

〔
落
花
古
調
　
白
〕延
▼
正–

〔
白
　
落
花
〕尹–

〔
白
　
落
花
古
調
五
言
〕嘉–

〔
落
花
古
調〔
六
一
〕　

白
〕▼
鳳

00
51–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

00
51–

01
竹
院
君
閑
銷
永
日–

竹
院
君
閑
消
永
日
、
葦
寂
為
延
嘉
京
尊
戊
▼
久
正

嵯–

竹
院
君
閑
・銷（
消
イ
）永
日
、★
伊–

竹
院
君
閑
・消（
銷
）永
日﹇
朱
﹈

為

00
51–

02
花
亭
我
酔
送
残
春–

華
亭
我
酔
送
残
春
﹇
鳳
ハ
華
ニ
花
ヲ
傍
記
﹈
延
尊

▼
鳳
正

00
51–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕城
関
雲
公
尊–

〔
已
上
白
〕寂–

〔
白
　
酬
皇
甫
賓
客
〕

﹇
延
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈為
延
★
京
▼
正–

〔
白
　
酬
皇
甫
賓
客〔
六
八
〕〕

▼
鳳

00
52–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

00
52–

01
惆
悵
春
帰
留
不
得

00
52–

02
紫
藤
花
下
漸
黄
昏

00
52–

03
〔
白
〕–

〔
已
上
白
〕﹇
城
ハ
推
読
﹈
城
関
雲–

〔
ナ
シ
〕公
寂
尊–

〔
白
　

三
月
卅
日
題
慈
恩
寺
〕﹇
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
、
正
ハ
「
題
」「
寺
」

焼
失
﹈
為
延
京
▼
正–

〔
白
　
題
慈
恩
寺
〕嘉–

〔
白
　
三
月
卅
日
題
慈

恩
寺〔
二
三
〕〕▼
鳳

00
53–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
草
】

00
53–

01
送
春
不
用
動
舟
車

00
53–

02
唯
別
残
鶯
与
落
花–

唯
別
残
鶯
与
落
華
、
為

00
53–

03
〔
菅
〕–

〔
ナ
シ
〕城
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
尊
戊
▼
久–

〔
菅
　
送
春
〕為
嘉–

〔
送
春
〕延–

〔
菅
丞
相
　
送
春
〕京–

﹇
焼
失
﹈
▼
正–

〔
白
〕▼
嵯

00
54–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
草
】

00
54–

01
若
使
韶
光
知
我
意–

若
使
詔
光
知
我
意
、
嘉

00
54–

02
今
宵
旅
宿
在
詩
家–

﹇
宵
ト
霄
ヲ
判
別
ス
ル
コ
ト
困
難
ト
ミ
テ
、
校
異

採
用
セ
ズ
﹈

00
54–

03
〔
同
上
〕–

〔
菅
〕城
関
雲
葦
寂
弘
▼
嵯–

〔
ナ
シ
〕﹇
尹
ヨ
イ
カ
﹈公
尹
尊

戊–

〔
菅
　
同
前
〕為–

〔
同
前
〕延–

〔
菅
　
同
〕嘉–

〔
菅
　
送
春
〕﹇
久

ノ
送
春
ハ
別
筆
カ
﹈
京
▼
久–

〔
送
春
　
菅
〕▼
鳳–

﹇
焼
失
﹈
▼
正

00
55–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ハ
行

間
同
筆
書
入
﹈【
】

00
55–

01
留
春
不
用
関
城
固

00
55–

02
花
落
随
風
鳥
入
雲–

華
落
随
風
鳥
入
雲
、
嘉

00
55–

03
〔
尊
敬
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊–

〔
・橘
・在
・列（
尊
敬
俗
名
）　
三
月
尽
〕﹇
朱
﹈

為–

〔
三
月
尽
　
橘
在
列
〕延–

〔
三
月
尽
屛
風
　
尊
敬
〕京–

〔
尊
敬
　

三
月
尽〔
在
列
〕〕▼
鳳–

﹇
焼
失
﹈
▼
正

00
56–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
古
今
一

三
四
、
躬
恒
、
亭
子
院
歌
合
】
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00
56–

01
け
ふ
と
の
み–

け
ふ
の
み
と
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久

鳳
正
嵯

00
56–
02
は
る
を
お
も
は
ぬ–

は
る
を
お
ん
は
ぬ
雲–

は
る
ゝ
を
ゝ
も
は
ぬ
弘–

は

る
を
お
し
ま
ぬ
▼
嵯

00
56–

03
と
き
た
に
ん–

と
き
た
に
も
城
伊
関
雲
公
葦
弘
延
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

と

し
た
に
も
為
京

00
56–

04
た
つ
こ
と
や
す
き

00
56–

05
は
な
の
か
け
か
は–
花
陰
川
、
公–

は
な
の
か
け
か
な
尹

00
56–

06
〔
躬
恒
〕–

〔
ナ
シ
〕関
公
弘
尊–

〔
三
常
〕葦–

〔
躬
恒
　
亭
子
院
哥
合
〕

為–

〔
亭
子
院
哥
合
　
躬
恒
〕▼
鳳

00
57–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
延
ハ
五
八

ノ
次
﹈【
拾
遺
抄
五
三
、
拾
遺
七
七
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
、
貫
之
】

00
57–

01
は
な
も
み
な

00
57–

02
ち
り
ぬ
る
や
と
は–

ち
り
ぬ
る
や
と
の
尹–
ち
り
ぬ
や
と
は
嘉

00
57–

03
ゆ
く
は
る
の

00
57–

04
ふ
る
さ
と
ゝ
こ
そ–

ふ
る
さ
と
に
こ
そ
城–

ふ
る
さ
と
ゝ
と
こ
そ
★

延

00
57–

05
な
り
ぬ
へ
ら
な
れ

00
57–

06
〔
貫
之
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
同
〕延–

〔
延
喜
月
次
御
屛
風
　
貫
之
〕

▼
鳳

00
58–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
延
ハ
五

七
ノ
前
﹈【
後
撰
一
四
六
、
貫
之
】

00
58–

01
ま
た
も
こ
む–

ま
た
ん
こ
む
雲

00
58–

02
と
き
そ
と
お
も
へ
と–

と
き
そ
と
お
ん
へ
と
関
雲–

と
し
に
と
お
も
へ
と

嘉–

と
き
そ
と
思
と
戊

00
58–

03
た
の
ま
れ
ぬ

00
58–

04
わ
か
み
に
し
あ
れ
は

00
58–

05
を
し
く
も
あ
る
か
な–

を
し
き
は
る
か
な
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉

京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯

00
58–

06
〔
貫
之
〕–

〔
同
〕城
関
雲
寂
為
嘉
京
▼
正–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
同
上
〕

葦
▼
久–

〔
躬
恒
〕戊–

〔
同
人
〕▼
鳳
嵯

10
00–

11
閏
三
月–

潤
三
月
、
嘉
戊

00
59–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》【
佳
句
】

00
59–

01
今
年
閏
在
春
三
月–

今
年
閏
在
三
月
、
公–

今
年
潤
在
春
三
月
、
嘉
京

戊

00
59–

02
剰
見
金
陵
一
月
花–

剰
・見
（
翫
）
金
陵
一
月
花
、
城–

剰
看
金
陵
一
月
花
、

公
寂
京
阪
▼
久〔
看–

・看
（
見
イ
）
京
〕–

剰
見
金
陵
一
月
華
、
為

00
59–

03
〔
陸
侍
御
〕–

〔
ナ
シ
〕★
関
公
尊
戊–

〔
陸
侍
御
　
送
淮
南
李
中
丞
行

軍
浙
江
〕為
▼
鳳–

〔
陸
侍
衝
〕弘–

〔
送
淮
南
李
中
丞
行
軍
漸
江
　
陸
侍

郎
〕﹇
漸
カ
﹈
延–

〔
陸
侍
・御
（
衝
イ
）
〕嘉–

〔
邏
維
南
李
中
逐
寄
漸
江

　
陸
侍
・御
（
郎
イ
　
衡
イ
）
〕〔
陸
侍
御
作
　
還
維
南
李
中
丞
行
軍
漸
江

イ
〕京–

〔
陸
侍
郎
〕阪–

﹇
焼
失
﹈
▼
正

00
60–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
長
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文

粋
】

00
60–

01
帰
谿
歌
鶯–

帰
谿
哥
鶯
葦–

帰
鶏
歌
鶯
﹇
欄
外
ニ
「
谿
」﹈
嘉

00
60–

02
更
逗
留
於
孤
雲
之
路–

処
逗
留
於
孤
雲
之
路
、
関–

﹇
処
ヲ
削
ッ
テ
別
筆

デ
更
ヲ
書
ク
カ
﹈
雲–

更
遥
留
於
孤
雲
之
路
、
公–

更
逗
留
｛
於
｝
孤
雲

之
路
、
為

00
60–

03
辞
林
舞
蝶

00
60–

04
還
翩
翻
於
一
月
之
花–

還
翩
翻
｛
於
｝
一
月
之
華
、
為–

還
翩
翻
於
一
月

之
華
、
嘉
▼
嵯–

還
翩
翻
於
一
月
花
、
長

00
60–

05
〔
順
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

〔
順
　
今
年
又
有
春
序
〕為
尹
京–

〔
今
年
又

有
春
序
　
源
順
〕延
嘉
▼
正–

〔
順
　
今
年
又
有
春
〕﹇
久
ノ
今
年
又
有

春
ハ
別
筆
カ
﹈
阪
▼
久
嵯–

〔
今
年
又
有
春
序
　
順
〕▼
鳳
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00
61–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
長
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
61–
01
花
悔
帰
根
無
益
悔

00
61–
02
鳥
期
入
谷
定
延
期–

鳥
期
入
谷
定
期
延
﹇
延
ニ
反
転
符
号
有
﹈
★
雲–

鳥

期
入
谷
延
期
、
阪

00
61–

03
〔
藤
滋
藤
〕–

〔
清
淵
藤
〕﹇
城
ノ
淵
藤
は
推
読
﹈
城
関–

〔
ナ
シ
〕﹇
雲
ハ

後
筆
デ
清
滋
藤
ヲ
書
ク
﹈
★
雲
公
尊
戊
▼
嵯–

〔
同
上
〕寂–

〔
藤
滋
藤

　
同
詩
〕為–
〔
同
詩
　
清
滋
藤
〕﹇
▼
鳳
ハ
作
者
名
ガ
前
﹈
延
京
▼
鳳

正–

〔
清
原
□
□
　
同
題
〕嘉–

〔
清
滋
藤
〕阪–

〔
藤
原
滋
藤
〕▼
久

00
62–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
長
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》【
古

今
六
一
、
伊
勢
、
六
帖
】

00
62–

01
さ
く
ら
は
な

00
62–

02
は
る
く
は
ゝ
れ
る–

な
ほ
く
は
ゝ
れ
る
阪

00
62–

03
と
し
た
に
も–

こ
と
し
た
に
城
関
雲
公
▼
嵯–
こ
と
し
た
に
｛
も
｝﹇
も

ハ
後
人
筆
﹈
城

00
62–

04
ひ
と
の
こ
ゝ
ろ
に

00
62–

05
あ
か
れ
や
は
す
る–

あ
か
れ
や
は
せ
ぬ
﹇
城
ハ
せ
ぬ
ヲ
削
ッ
テ
後
人
す

る
ヲ
書
ク
﹈
城
関
雲
公
寂
弘
嘉
尊
阪
▼
久

00
62–

06
〔
伊
勢
〕–

〔
ナ
シ
〕関
公
葦
弘
延
京
尊

10
00–

12
鶯–

□
﹇
切
断
﹈
益

00
63–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
63–

01
鶏
既
鳴
兮
忠
臣
待
旦–

鶏
既
鳴
忠
臣
待
旦
、
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹

嘉
京
尊
益
▼
久
鳳
正
嵯

00
63–

02
鶯
未
出
兮
遺
賢
在
谷–

鶯
未
出
遺
賢
在
谷
、
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹

嘉
京
尊
益
▼
久
鳳
正
嵯

00
63–

03
〔
鳳
為
王
賦
〕–

〔
風
為
王
賦
〕﹇
賦
ノ
城
ハ
推
読
、
益
ハ
切
断
﹈
城
益–

〔
ナ
シ
〕公
尊
▼
嵯–

〔
鳳
為
王
賦
　
賈
嵩
〕﹇
▼
正
ハ
「
為
王
賦
」「
嵩
」

焼
失
﹈
為
延
尹
嘉
▼
鳳
正–

〔
鳳
皇
賦
　
賈
嵩〔
唐
人
〕〕★
京–

〔
賈
高
〕

戊

00
64–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
64–

01
誰
家
碧
樹

00
64–

02
鶯
啼
而
羅
幕
猶
垂–

鶯
・鳴
（
啼
）
而
羅
幕
猶
垂
▼
鳳–

鶯
呼
（
啼
）
而
羅

幕
猶
垂
﹇
同
筆
カ
﹈
▼
正

00
64–

03
幾
処
華
堂–

幾
処
花
堂
、城
為
延
嘉
京
戊
▼
正–

・何（
幾
）処
華
堂
、弘

00
64–

04
夢
覚
而
珠
簾
未
巻–

夢
覚
而
珠
簾
未
〓
﹇
局
ノ
口
ガ
点
、
巻
ノ
異
体
字

ノ
誤
写
カ
、
★
葦
★
弘
ハ
巻
ノ
異
体
字
ト
シ
テ
校
異
削
除
﹈
寂–

夢
覚

珠
簾
未
巻
、
京–

夢
覚
〈
而
〉
珠
簾
未
巻
﹇
同
筆
カ
﹈
▼
正

00
64–

05
〔
暁
賦
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
賦
〕寂–

〔
暁
賦
　
謝
観
〕為–

〔
暁
賦
　
張

読
〕延
尹
嘉
京
▼
鳳–

〔
暁
賦
　
張
読
　
・謝
（
附
イ
）
観
イ
〕京–

〔
暁
賦

　
張
読
　
謝
観
〕▼
正–

〔
謝
観
〕▼
嵯

00
65–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
元
氏

長
慶
、
佳
句
】

00
65–

01
咽
霧
山
鶯
啼
尚
少–

咽
霧
山
鶯
呼
（
啼
）
尚
少
﹇
同
筆
カ
﹈
▼
正–

【
三

木
】
帯
・
咽

00
65–

02
穿
沙
蘆
笋
葉
纔
分–

穿
砂
蘆
笋
葉
纔
分
、
城
関
雲
尹
▼
久
嵯–

沙
蘆
笋
葉

纔
分
、
公–

穿
・沙
（
砂
イ
）
蘆
笋
葉
纔
分
、
京

00
65–

03
〔
元
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
元
稹
　
早
春
尋
季
校
書
〕﹇
延
▼
正
ハ
作
者

名
ガ
後
﹈
為
延
▼
正〔
季–

李
▼
正
〕–

〔
白
〕★
弘–

〔
元
稹
　
早
春
鶯
李

校
書
〕京–

〔
元
　
早
春
尋
李
校
尉
〕▼
鳳

00
66–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ハ

六
八
ノ
次
﹈【
文
集
、
佳
句
】

00
66–
01
台
頭
有
酒
鶯
呼
客

00
66–

02
水
面
無
塵
風
洗
池–

水
面
無
絃
風
洗
池
、関–

﹇
□
ヲ
削
ッ
テ
塵
ヲ
書
ク
、

絃
カ
﹈
雲
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00
66–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
寂
尊–

〔
白
　
和
思
黯
題
南
荘
見
示
呈
夢
得
〕為–

〔
和
思
黯
題
南
庄
見
楽
兼
呈
夢
得
　
白
〕延–

〔
白
　
奉
和
思
黯
南
南

庄
見
未
兼
呈
　
夢
得
〕京–

〔
白
　
和
思
黯
題
南
庄
見
示
兼
呈
夢
得
〕▼

鳳

00
67–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

00
67–

01
鶯
声
誘
引
来
花
下

00
67–

02
草
色
拘
留
坐
水
辺–
草
色
勾
留
坐
水
辺
、
城
関
雲
▼
久–

草
色
物
留
坐
水

辺
、
★
葦
★
尊

00
67–

03
〔
白
〕–

〔
同
〕城
関
雲
葦–
〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
已
上
白
〕寂–

〔
春
江
　

白
〕為
延
京
戊
▼
正–

〔
春
江〔
二
八
〕　
白
〕▼
鳳

00
68–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

00
68–

01
感
同
類
於
相
求–

感
同
類
而
相
求
﹇
▼
正
ノ
ミ
セ
ケ
チ
ト
「
於
」
ヘ
ノ

修
正
ハ
後
補
カ
﹈、
関
雲
京
▼
正–

感
同
類
於
求
、
公

00
68–

02
離
鴻
去
雁
之
応
春
囀–

離
鴻
去
雁
之
応
春
轉
、
京

00
68–

03
会
異
気
而
終
混–

会
・意
（
異
）
気
而
終
混
▼
久

00
68–

04
竜
吟
魚
躍
之
伴
暁
啼–

竜
吟
魚
羅
之
伴
暁
啼
、
公

00
68–

05
〔
ナ
シ
〕–

〔
菅
三
品
　
鳥
声
韻
管
絃
〕﹇
為
ハ
朱
デ
「
絃
」
ノ
次
「
序
」

字
有
、
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
尹
▼
正–

〔
菅
絃
（
三
品
）
　

管
絃
序
　
鳥
声
韻
絃
管
〕京–

〔
菅
三
品
〕戊
▼
嵯

00
69–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
コ
ノ

前
ニ
弘
六
六
有
﹈【
文
粋
】

00
69–

01
燕
姫
之
袖
暫
収

00
69–

02
猜
撩
乱
於
旧
拍–

猜
撩
乱
於
旧
柏
、
城
★
関
雲
尊
唐
▼
久–

猜
繚
乱
於
旧

拍
、
葦
嘉–

猜
繚
乱
於
旧
指
、
為–

猜
・撩
（
繚
）
乱
於
旧
拍
、
延–

猜
繚

乱
於
旧
柏
﹇
▼
鳳
ノ
佐
藤
翻
刻
ハ
拍
﹈
戊
▼
鳳
正
嵯

00
69–

03
周
郎
之
簪
頻
動–

周
良
之
簪
頻
動
、
公
唐

00
69–

04
顧
間
関
於
新
花–

顧
間
関
於
新
華
▼
嵯

00
69–

05
〔
菅
三
品
〕–

〔
已
上
　
鳥
声
韻
管
絃
　
菅
三
品
〕﹇
絃
ハ
推
読
﹈城–

〔
鳥

声
韻
管
絃
　
菅
三
品
〕﹇
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈伊
葦
唐
▼
久
鳳
嵯–

〔
鳥
声

韻
管
絃
〕関–

〔
ナ
シ
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
鳥
声
韻
管
絃
　
菅
三
品
ヲ
書
ク
﹈

雲
公
尊–

〔
同
前
　
菅
三
品
〕為–

〔
同
前
〕延
▼
正–

〔
同
〕尹–

〔
鳥
声

韻
管
絃
序
　
菅
三
品
〕嘉–

〔
菅
〕京–

〔
同
上
〕戊

00
70–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
草
】

00
70–

01
新
路
如
今
穿
宿
雪

00
70–

02
旧
宿
為
後
属
春
雲–

旧
巣
為
後
属
春
雲
、
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹

嘉
京
尊
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

〔
後–

〈
後
〉
▼
正
〕

00
70–

03
〔
菅
〕–

〔
鶯
出
谷
　
菅
〕﹇
城
ノ
谷
ハ
推
読
﹈
城
関
為
延
尹
嘉
京
唐
▼

久
鳳–

﹇
後
筆
デ
鶯
出
谷
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
菅
丞
相
　
鶯

出
谷
〕▼
正

00
71–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
71–

01
西
楼
月
落
花
間
曲

00
71–

02
中
殿
灯
残
竹
裏
音

00
71–

03
〔
菅
三
品
〕–

〔
宮
鶯
囀
暁
光
　
菅
三
品
〕﹇
城
ノ
品
ハ
推
読
、京
ハ
詩
題

ガ
後
﹈城
為
尹
嘉
京
唐
▼
久–

﹇
後
筆
デ
宮
鶯
囀
暁
光
ヲ
書
ク
﹈雲–

〔
ナ

シ
〕公
尊–

〔
宮
鶯
囀
暁
空
　
菅
三
品
〕﹇
▼
正
ノ
「
空
」
焼
失
、「
三
品
」

後
補
カ
﹈
延
▼
鳳
正–

〔
菅
　
宮
鶯
囀
暁
光
〕▼
嵯

00
72–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
拾
遺

抄
四
、
拾
遺
五
、
六
帖
、
素
性
】

00
72–
01
あ
ら
た
ま
の

00
72–
02
と
し
た
ち
か
へ
る

00
72–

03
あ
し
た
よ
り

00
72–

04
ま
た
る
ゝ
も
の
は
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00
72–

05
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ

00
72–

06
〔
素
性
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
素
□
〕寂–

〔
素
性
法
師
〕弘
▼
嵯–

〔
素
性

　
延
喜
御
時
四
季
屛
風
〕尹–

〔
素
性
法
師
　
延
喜
御
時
四
季
御
屛
風
〕

﹇
正
ハ
作
者
名
ガ
後
、「
法
師
」
ハ
焼
失
ニ
カ
カ
ル
ガ
後
補
カ
﹈
▼
鳳

正

00
73–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
》﹇
嵯
ナ
シ
﹈【
続

後
撰
一
五
】

00
73–

01
あ
さ
み
と
り

00
73–

02
は
る
た
つ
そ
ら
に–
は
る
た
つ
そ
ら
の
為

00
73–

03
う
く
ひ
す
の

00
73–

04
は
つ
こ
ゑ
ま
た
ぬ–

は
つ
こ
ゑ
き
か
ぬ
﹇
▼
正
ハ
右
傍
記
「
マ
タ
」
ヲ

ミ
セ
ケ
チ
、
左
ミ
セ
ケ
チ
「
ま
た
」
ニ
修
正
﹈
弘
▼
正–

は
つ
ね
を
ま

た
ぬ
嘉

00
73–

05
ひ
と
は
あ
ら
し
な

00
73–

06
〔
麗
景
殿
女
御
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
女
御
〕寂–
〔
麗
景
殿
女
御
　
此
哥

江
本
不
入
〕﹇
▼
正
ハ
「
殿
女
御
」
焼
失
、「
此
哥
」
以
下
後
補
カ
﹈
尹

▼
鳳
正–

〔
麗
景
殿
女
御
　
延
喜
御
時
四
季
屛
風
〕嘉

00
74–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
戊
ナ
シ
﹈【
拾

遺
抄
六
、
拾
遺
一
〇
、
麗
景
殿
女
御
歌
合
】

00
74–

01
う
く
ひ
す
の–

鶯
、
公–

う
く
ひ
す
は
弘

00
74–

02
こ
ゑ
な
か
り
せ
は

00
74–

03
ゆ
き
ゝ
え
ぬ

00
74–

04
や
ま
さ
と
い
か
て–

山
里
□
天
、
公–

山
さ
と
い
か
に
延

00
74–

05
は
る
を
し
ら
ま
し

00
74–

06
〔
中
務
〕–

〔
ナ
シ
〕城
公
尊–

〔
中
務〔
抄
〕　
中
納
言
朝
忠
〕▼
鳳

10
00–

13
霞

00
75–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
戊
ナ
シ
﹈【
文

集
、
佳
句
】

00
75–

01
霞
光
曙
後
殷
於
火–

霞
光
曙
後
於
火
、
公

00
75–

02
草
色
晴
来
嬾
似
煙–

﹇
嬾
ト
嫩
ノ
異
同
ヲ
採
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
ガ
、
ク
ズ

シ
ノ
字
体
ガ
似
ル
コ
ト
モ
ア
リ
、
採
択
シ
ナ
イ
、
惠
阪
校
本
ハ
嫩
﹈–

草

色
晴
来
嬾
似
・〓
・﹇
・火
・＋
・雲
・﹈
（
煙
）
尹–

・草
（
水
）
色
晴
来
嬾
似
煙
▼

鳳

00
75–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
早
春
憶
蘇
州
寄
夢
得
〕﹇
延
ハ
作
者
名

ガ
後
﹈
為
延
嘉〔
寄–

眇
寄
、
嘉
〕–

〔
白〔
六
十
八
〕〕▼
正

00
76–

00
《
粘
城
伊
近
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
近
ハ
古

筆
学
大
成
ニ
ヨ
ル
、
戊
ナ
シ
﹈【
文
草
】

00
76–

01
鑽
沙
草
只
三
分
許–

鑽
砂
草
只
三
分
許
、
為
嘉
京

00
76–

02
跨
樹
霞
纔
半
段
余–

跨
｛
樹
｝
霞
｛
纔
｝
半
段
余
、
公–

跨
樹
霞
光
半
段

余
、
葦

00
76–

03
〔
菅
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
春
浅
帯
軽
寒
　
菅
〕﹇
▼
久
ハ
詩
題
ガ
後
﹈為

延
京
▼
久
鳳
正

00
77–

00
《
粘
城
伊
近
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
近
ハ
古

筆
学
大
成
ニ
ヨ
ル
、
戊
ナ
シ
﹈【
万
葉
、
拾
遺
三
、
六
帖
、
赤
人
、
人

麿
、
家
持
】

00
77–

01
昨
日
こ
そ–

昨
古
所
、
公–

昨
こ
そ
▼
久

00
77–

02
と
し
は
く
れ
し
か

00
77–

03
は
る
か
す
み

00
77–

04
か
す
か
の
や
ま
に–

か
す
か
の
や
ま
に
﹇
み
ノ
上
カ
ラ
後
出
か
ヲ
書
ク
﹈

城

00
77–

05
は
や
た
ち
に
け
り–

は
や
な
り
に
け
り
嘉

00
77–
06
〔
人
丸
　
立
春
日
〕–

〔
人
丸
〕城
伊
近
関
雲
寂
延
▼
久
嵯–

〔
ナ
シ
〕公

弘
尊–

〔
立
春
日
　
人
丸
〕﹇
▼
正
ハ
下
部
ニ
焼
失
有
﹈
葦
▼
正–

〔
人

丸
　
哥
春
日
〕為–

〔
立
春
日
〕尹–

〔
赤
人
〕京–

〔
人
麿
　
立
春
日
　
赤

人
〕▼
鳳
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00
78–

00
《
粘
城
伊
近
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
近
ハ
古

筆
学
大
成
ニ
ヨ
ル
、
戊
ナ
シ
﹈﹇
尹
ハ
八
ノ
次
ニ
モ
重
出
﹈【
古
今
三
、

新
撰
和
歌
、
六
帖
】

00
78–
01
は
る
か
す
み

00
78–

02
た
て
る
や
い
つ
こ–

た
ゝ
る
や
い
と
こ
城
為–

た
ゝ
る
や
い
つ
こ
関
雲
公

葦
寂
嘉
▼
久–

た
て
る
や
い
つ
く
延

00
78–

03
み
よ
し
の
ゝ

00
78–

04
よ
し
の
ゝ
や
ま
に–
吉
野
濃
ゝ
山〔
に
〕﹇
濃
カ
﹈
公

00
78–

05
ゆ
き
は
ふ
り
つ
ゝ

00
78–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
同
前
〕為
延–
〔
赤
人
〕尹
嘉
▼
久
正
嵯–

〔
ヨ
ミ
人
シ
ラ

ス
〕▼
鳳

00
79–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
戊
ナ
シ
、
嵯

ハ
片
仮
名
細
字
書
入
、「
吉
忠
等
論
之
」
ノ
注
記
有
」﹈【
】

00
79–

01
あ
さ
ひ
さ
す

00
79–

02
み
ね
の
し
ら
ゆ
き–

み
ね
｛
の
｝
し
ら
ゆ
き
葦–
ミ
ネ
ノ
シ
ラ
ク
モ
▼

嵯

00
79–

03
む
ら
き
え
て

00
79–

04
は
る
の
か
す
み
は–

は
る
の
か
す
み
そ
▼
鳳

00
79–

05
ゝ
や
た
ち
に
け
り–

た
な
ひ
き
に
け
り
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京

尊
▼
久
正
嵯–

た
な
ひ
き
に
け
る
▼
鳳

00
79–

06
〔
兼
盛
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
寂
弘
尹
尊

10
00–

14
雨

00
80–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
内
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
内
ハ
八

四
ノ
次
、
戊
ナ
シ
﹈【
】

00
80–

01
或
垂
花
下

00
80–

02
潜
増
墨
子
之
悲–

潜
増
黒
子
之
悲
、
内

00
80–

03
時
舞
鬢
間

00
80–

04
晴
動
潘
郎
之
思–

暗
動
潘
郎
之
思
、城
関
雲
為
延
尹
尊
内
▼
久
鳳
正
嵯–

暗

動
藩
郎
之
思
、
公
葦
寂
弘
京–

暗
動
簿
郎
之
思
、
嘉

00
80–

05
〔
密
雨
散
糸
賦
〕–

〔
密
雨
散
悲
賦
〕城–

〔
ナ
シ
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
密
雨

散
糸
賦
ヲ
書
ク
﹈
関
雲
公
尊–

〔
古
穿
〕寂–

〔
密
雨
如
散
糸
賦
　
文
選

張
景
陽
雑
詩
文
〕為–

〔
紀
〕弘
尹–

〔
密
雨
如
散
糸
賦
　
在
窂
〕延
▼
正

〔
在–

左
▼
正
〕–

〔
密
雨
散
如
糸
賦
　
紀
納
言
〕嘉
京〔
紀
納
言–

紀
納
言

　
左
六
十
、
京
〕–

〔
微
雨
散
糸
賦
〕内–

〔
蜜
雨
散
糸
賦
〕▼
久–

〔
密
雨

散
如
糸
賦
　
文
選
張
景
陽
詩
文
　
右
罕
〕﹇
佐
藤
翻
刻
ハ
「
文
選
張
景

陽
詩
文
」
ヲ
「
今
勘
」
以
下
ノ
書
入
注
記
ノ
一
部
ト
見
ル
﹈
▼
鳳–

〔
左

　
紀
〕▼
嵯

00
81–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
銭
考

功
、
佳
句
】

00
81–

01
長
楽
鐘
声
花
外
尽–

長
楽
鍾
声
花
外
尽
﹇
▼
正
ハ
「
鍾
」
ヲ
「
鐘
」
ニ

直
ス
カ
﹈
城
公
多
▼
正–

長
楽
鐘
声
花
下
尽
、
関

00
81–

02
竜
池
柳
色
雨
中
深

00
81–

03
〔
李
橋
〕–

〔
李
惕
〕城–

〔
李
端
〕★
関
▼
久–

｛
李
播
｝﹇
後
筆
﹈雲–

〔
ナ

シ
〕公
尊–

〔
李
喬
〕葦–

〔
李
嶠
〕寂
嘉
戊–

〔
李
嶠
　
闕
下
贈
〓
﹇
門
＋

伯
﹈
舎
人
〕﹇
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
▼
正〔
嶠–

橎
、
延–

□
﹇
焼

失
﹈▼
正
〕〔
闕–

閑
▼
正
〕–﹇
異
同
無
﹈★
弘–

〔
李
満
〕尹–

〔
李
矯
〕京–

〔
李
潘
〕多–

〔
李
嶠
　
闕
下
贈
閻
舎
人
　
銭
起
詩
云
々
〕▼
鳳–

〔
白
〕

▼
嵯

z0
06–

00
《
戊
》【
五
五
五
重
出
】

z0
06–

01
蘭
省
花
時
錦
帳
下

z0
06–
02
廬
山
雨
夜
草
庵
中

z0
06–

03
〔
白
〕

00
82–

00
《
粘
城
伊
関
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】﹇
★
雲

ナ
シ
﹈
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00
82–

01
養
得
自
為
花
父
母–

巻
得
自
為
花
父
母
、
関–

養
・得
（
出〔
江
〕）
自
為
花

父
母
▼
鳳

00
82–
02
洗
来
寧
弁
薬
君
臣

00
82–
03
〔
紀
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
紀
　
山
家
春
雨
〕為
尹–

〔
紀
納
言
〕弘
▼
嵯–

〔
山
家
春
雨
　
紀
納
言
〕﹇
京
ハ
作
者
名
ガ
前
、
▼
正
「
春
雨
」
焼
失
﹈

延
京
▼
正–
〔
紀
納
言
　
仙
家
春
雨
〕嘉–

〔
紀
　
仙
家
春
雨
〕﹇
久
ノ
仙

家
春
雨
ハ
別
筆
、「
紀
」
ノ
前
ニ
移
ス
符
号
有
﹈
多
▼
久–

〔
仙
家
春
雨

　
紀
〕▼
鳳

00
83–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
内
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
83–

01
花
新
開
日
初
陽
潤–

花
新
開
日
初
陽
洞
﹇
雲
ハ
潤
ダ
ガ
、
王
ナ
ド
ニ
削

訂
カ
﹈
関–

華
新
開
日
初
陽
潤
、
京

00
83–

02
鳥
老
帰
時
薄
暮
陰–

鳥
老
帰
時
暮
薄
陰
▼
正

00
83–

03
〔
菅
三
品
〕–

〔
春
色
雨
中
尽
　
菅
三
〕﹇
菅
三
ハ
推
読
﹈
城–

〔
菅
三
〕

﹇
雲
ハ
後
筆
デ
春
色
雨
中
尽
ヲ
書
ク
﹈
関
雲–
〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
菅
〕弘–

〔
菅
三
品
　
春
色
雨
中
尽
〕﹇
延
▼
久
鳳
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
尹

嘉
京
多
▼
久
鳳
正
嵯〔
雨
中
尽–

雨
中
深
▼
久–

△
△
△
▼
嵯
〕

00
84–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
内
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
84–

01
斜
脚
暖
風
先
扇
処

00
84–

02
暗
声
朝
日
未
晴
程–

暗
教
朝
日
未
晴
程
、
関
雲

00
84–

03
〔
保
胤
〕–

〔
微
雨
自
東
来
　
保
胤
〕﹇
城
ノ
自
東
来
ハ
推
読
、
京
ハ
詩

題
ガ
後
﹈
城
為
延
京
多
▼
鳳
正〔
自–

｛
自
｝
京
〕–

﹇
後
筆
デ
微
雨
自
東
来

ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
以
言
〕弘–

〔
微
雨
自
東
来
〕尹–

〔
微

雨
従
東
来
　
保
胤
〕嘉
▼
久

00
85–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
内
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
内

ハ
コ
ノ
前
ニ
八
〇
有
﹈【
拾
遺
抄
三
一
、
拾
遺
五
〇
、
六
帖
】

00
85–

01
さ
く
ら
か
り

00
85–

02
あ
め
は
ふ
り
き
ぬ–

あ
め
は
ふ
り
｛
き
｝
ぬ
内

00
85–

03
お
な
し
く
は

00
85–

04
ぬ
る
と
ん
は
な
の–

ぬ
る
と
も
は
な
の
城
公
延
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯–

も
る

と
ん
は
な
の
関
雲

00
85–

05
か
け
に
か
く
れ
む–

か
け
に
や
と
ら
ん
為

00
85–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
伊
勢
　
イ
能
宣
〕尹–

〔
躬
恒
〕京–

〔
読
人
不
知
〕▼

鳳

00
86–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
六
帖
、

亭
子
院
歌
合
、
伊
勢
】

00
86–

01
あ
を
や
き
の–

青
柳
｛
の
｝
公

00
86–

02
え
た
に
か
ゝ
れ
る

00
86–

03
は
る
さ
め
は–

は
る
さ
め
を
関
雲
公
弘

00
86–

04
い
と
も
て
ぬ
け
る–

い
と
も
て
ゆ
け
る
城

00
86–

05
た
ま
か
と
そ
み
る–

た
ま
と
こ
そ
見
れ
京

00
86–

06
〔
伊
勢
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
嘉
尊
▼
正

10
00–

15
梅–

梅〔
付
紅
梅
〕﹇
為
ノ
「
付
紅
梅
」
ハ
別
筆
、
久
ハ
「
付
紅
梅
」
ニ

圏
点
有
﹈
為
尹
嘉
尊
多
▼
久
鳳
正
嵯

00
87–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、

佳
句
】

00
87–

01
白
片
落
梅
浮
澗
水–

白
片
落
梅
浮
潤
水
、
葦

00
87–

02
黄
梢
新
柳
出
城
墻–

黄
梢
新
出
城
墻
、
関

00
87–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

﹇
磨
損
不
明
﹈
寂–

〔
白
　
春
日
〕為–

〔
春
至

　
白
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
延
京
▼
鳳
正〔
白–

白〔
十
八
〕▼
正
〕

00
88–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
佳
句
】

00
88–

01
梅
花
帯
雪
飛
琴
上

00
88–

02
柳
色
和
煙
入
酒
中
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00
88–

03
〔
章
孝
標
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
章
孝
〕寂–

〔
章
孝
標
　
早
春
初
晴
野

宴
〕﹇
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
、「
晴
」
焼
失
﹈
為
▼
鳳
正–

〔
早
春
初
暗

野
宴
　
章
孝
標
〕延

00
89–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
89–

01
漸
薫
臘
雪
新
村
裏–

漸
薫
臘
雪
新
封
裏
、
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉

京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

漸
薫
臘
雪
新
・村
（
封
イ
）
裏
、
★
伊

00
89–

02
偸
綻
春
風
未
扇
先

00
89–

03
〔
村
上
御
製
〕–
〔
寒
梅
結
早
花
　
邑
上
御
製
〕﹇
城
ノ
結
早
ト
御
製
ハ
推

読
﹈
城
▼
久–

〔
邑
上
御
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
寒
梅
結
早
花
ヲ
書
ク
﹈
関
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
邑
上
御
製
〕葦–

〔
寒
梅
結
早
花
　
村
上
御
製
〕﹇
嵯

ハ
作
者
名
ガ
先
、
花
ト
製
ハ
磨
滅
ア
ル
イ
ハ
切
断
﹈
為
弘
延
尹
嘉
京
▼

鳳
正
嵯〔
御
製–

御
制
、
延
〕–
〔
寒
梅
結
早
花
　
邑
上
御
ー
〕多

00
90–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
葦
ナ
シ
、

嘉
ハ
九
一
ノ
次
、
寂
多
ハ
九
二
ノ
次
﹈【
屛
風
土
代
】

00
90–

01
青
糸
縿
出
陶
門
柳

00
90–

02
白
玉
装
成
庾
嶺
梅

00
90–

03
〔
江
相
公
〕–

〔
江
〕関–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
後
江
相
公
　
尋
春
花
〕﹇
延

▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
、
▼
正
「
春
」
後
補
﹈
為
延
▼
正–
〔
江
相
公
　

尋
春
花
〕﹇
▼
鳳
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
尹
京
▼
鳳–

〔
後
江
相
公
〕嘉

00
91–

00
《
粘
城
伊
関
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
雲
ナ
シ
﹈

【
】

00
91–

01
五
嶺
蒼
々
雲
往
来–

﹇
校
本
ハ
往
ヲ
不
明
ト
ス
ル
ガ
校
異
削
除
﹈
★

葦

00
91–

02
但
憐
大
庾
万
株
梅–

唯
憐
大
庾
万
株
梅
、
戊

00
91–

03
〔
ナ
シ
〕–

〔
ナ
シ
〕★
葦–

〔
大
庾
嶺
上
多
梅
樹
南
枝
先
開
〕為–

〔
大
庾

領
上
多
梅
樹
南
枝
先
開
　
菅
三
品
〕延
▼
鳳〔
大
庾
領
上–

庾
嶺
▼
鳳
〕–

〔
菅
三
品
〕嘉
京
戊
▼
正
嵯

00
92–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
コ
ノ

前
ニ
尊
九
〇
有
﹈【
】

00
92–

01
誰
言
春
色
従
東
到–

誰
言
春
色
□
東
到
﹇
□
ハ
徒
カ
﹈
葦–

・莫
（
誰
）
言

春
色
従
東
到
﹇
正
ハ
莫
ヲ
ミ
セ
ケ
チ
「
誰
」
後
補
﹈
▼
鳳
正

00
92–

02
露
暖
南
枝
花
始
開–

霞
暖
南
枝
花
始
開
﹇
雲
ノ
露
ハ
、
□
ヲ
削
ッ
テ
路

ニ
直
ス
、
霞
デ
ア
ッ
タ
カ
﹈
関

00
92–

03
〔
菅
三
品
〕–

〔
菅
三
品
歟
〕城–

〔
菅
三
〕関–

〔
ナ
シ
〕公
尊
戊–

〔
菅
三

品
　
同
前
〕為–

〔
同
前
〕延
▼
鳳
正–

〔
菅
〕尹–

〔
菅
三
品
　
大
庾
嶺
上

寒
梅
樹
南
枝
先
開
〕﹇
詩
題
別
筆
﹈
京–

〔
菅
三
品
　
大
庾
嶺
〕多–

〔
同
〕

▼
嵯

z0
07–

00
《
城
為
弘
延
京
▼
正
嵯
》﹇
為
ハ
朱
、
京
ハ
「
イ
本
无
」
ト
有
、
▼
正

嵯
ハ
行
間
細
字
書
入
、「
証
本
無
此
詩
」
ト
有
﹈

z0
07–

01
煙
添
柳
色
看
猶
浅–

｛
煙
添
梅
色
看
猶
浅
｝﹇
梅
カ
﹈
▼
嵯

z0
07–

02
鳥
踏
梅
花
落
已
頻–

｛
鳥
踏
梅
花
落
已
頻
　
イ
本
｝
▼
嵯

z0
07–

03
〔
ナ
シ
〕–

〔
紀
納
言
〕﹇
朱
﹈
為–

〔
同
〕延

00
93–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
》﹇
コ
ノ
前
ニ

寂
多
九
〇
有
、
嵯
ナ
シ
﹈【
万
葉
、
拾
遺
抄
八
、
拾
遺
一
〇
〇
八
】

00
93–

01
い
に
し
と
し

00
93–

02
ね
こ
し
に
う
ゑ
し–

ね
こ
し
て
う
ゑ
し
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉

京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正

00
93–

03
わ
か
や
と
の

00
93–

04
わ
か
き
の
む
め
は–

ま
か
き
の
む
め
は
城–

わ
か
き
の
う
め
に
為–

わ
か

き
の
う
め
は
延–

か
き
ね
の
む
め
は
嘉

00
93–

05
ゝ
な
さ
き
に
け
り–

は
る
め
き
に
け
り
城–

は
や
さ
き
に
け
り
京

00
93–
06
〔
安
倍
広
庭
〕–

〔
中
納
言
安
倍
広
庭
〕﹇
城
ノ
庭
ハ
推
読
、
▼
正
ノ
「
安

倍
」
焼
失
﹈
城
関
葦
延
尹
多
▼
久
鳳
正–

﹇
後
筆
デ
中
納
言
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
広
庭
〕寂
京–

〔
中
納
言
安
倍
広
道
〕嘉–

〔
中
納
言

広
庭
〕戊
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00
94–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
万
葉
、

後
撰
二
二
、
六
帖
、
赤
人
】

00
94–
01
わ
か
せ
こ
に

00
94–
02
み
せ
む
と
お
も
ひ
し–

み
せ
む
と
お
ん
ひ
し
関–

み
せ
ん
｛
と
｝
お
も
ひ

し
延

00
94–

03
む
め
の
は
な–

ん
め
の
は
な
関
雲

00
94–

04
そ
れ
と
ん
み
え
す–

そ
れ
と
も
み
え
す
関
公
弘
延
京
尊
戊
▼
久
鳳
正

嵯–

み
れ
と
ん
見
え
す
葦

00
94–

05
ゆ
き
の
ふ
れ
ゝ
は–
ゆ
き
し
ふ
れ
ゝ
は
為
延

00
94–

06
〔
赤
人
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
弘
尊

00
95–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
益
ハ

『
古
筆
学
大
成
』
模
本
ニ
ヨ
ル
﹈【
拾
遺
抄
一
五
、
拾
遺
一
六
、
六
帖
、

躬
恒
】

00
95–

01
か
を
と
め
て

00
95–

02
た
れ
を
ら
さ
ら
む–

た
れ
に
か
み
せ
む
嘉–
た
れ
を
ら
さ
ら
ん
▼
久–

た

れ
か
こ
さ
ら
ん
▼
嵯

00
95–

03
ゝ
め
の
は
な–

ん
め
の
は
な
雲

00
95–

04
あ
や
な
し
か
す
み

00
95–

05
た
ち
な
か
く
し
そ–

た
ち
な
へ
た
て
そ
葦
延
益–

た
ち
な
つ
た
て
そ

為

00
95–

06
〔
躬
恒
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尹
尊
益–

〔
三
常
〕葦

z0
08–

00
《
延
嘉
▼
貞
鳳
正
》﹇
嘉
ハ
九
四
ノ
次
、
▼
貞
鳳
正
ハ
片
仮
名
細
字
書

入
﹈【
】

z0
08–

01
む
め
の
は
な

z0
08–

02
そ
れ
と
も
み
え
す

z0
08–

03
ひ
さ
か
た
の

z0
08–

04
あ
ま
き
る
雪
の

z0
08–

05
な
へ
て
ふ
れ
ゝ
は

z0
08–

06
〔
躬
恒
〕–

〔
人
丸〔
或
本
人
之
〕〕嘉–

〔
江
本
漏
之
　
或
本
〕▼
鳳–

〔
人

丸
　
江
本
漏
之
〕▼
正

10
00–

16
紅
梅–

紅
梅〔
別
無
題
〕﹇
別
筆
﹈
為–

｛
紅
梅
｝﹇
行
間
別
筆
書
入
﹈
▼

久

00
96–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
益

ハ
『
古
筆
学
大
成
』
模
本
ニ
ヨ
ル
﹈【
元
氏
長
慶
、
佳
句
】

00
96–

01
梅
含
鶏
舌
兼
紅
気

00
96–

02
江
弄
瓊
花
帯
碧
文–

江
弄
・瓊
（
瓊
）
花
帯
碧
文
﹇
異
体
字
カ
﹈
延–

【
三

木
】
散
緑
文
・
帯
碧
文

00
96–

03
〔
元
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
元
稹
　
早
春
尋
李
校
書
〕﹇
延
▼
正
ハ
作
者

名
ガ
後
﹈
為
延
▼
正〔
元
稹–

元
慎
、
延
〕–

〔
元
　
早
春
〕京–

〔
元
　
早

春
尋
李
校
書
〕▼
鳳

00
97–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
益

ハ
『
古
筆
学
大
成
』
模
本
ニ
ヨ
ル
﹈【
文
粋
】

00
97–

01
浅
紅
鮮
娟–

浅
江
鮮
娟
﹇
★
雲
ハ
江
ノ
篇
部
ヲ
糸
ニ
直
ス
﹈
関
雲–

浅
紅

繟
娟
、
為–

浅
紅
嬋
娟
、
弘
嘉
京
戊
▼
嵯〔
嬋–

・嬋
（
鮮
イ
）
嘉
★
京
〕–

浅

紅
婥
娟
、
益

00
97–

02
仙
方
之
雪
媿
色–

仙
方
之
雪
愧
色
﹇
朱
﹈
為

00
97–

03
濃
香
芳
郁–

濃
香
芬
郁
、
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
多
戊
▼

久
鳳
正
嵯

00
97–

04
妓
鑪
之
煙
譲
薫–

妓
炉
之
衣
譲
薫
、
尊

00
97–

05
〔
正
通
〕–

〔
正
道
〕関
★
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
橘
正
通
　
繞
簷
梅
正
開

序
〕﹇
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
嘉
▼
正〔
簷–

簾
、
嘉
〕–

〔
｛
橘
｝

正
通
　
繞
簷
梅
正
開
序
〕京–

〔
橘
正
通
〕戊
▼
嵯–

〔
繞
簷
梅
正
開
序
　

正
通
〕▼
鳳

00
98–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
98–

01
有
色
易
分
残
雪
底–

・有
（
看〔
江
〕）
色
易
分
残
雪
底
▼
鳳
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00
98–

02
無
情
難
計
夕
陽
中–

無
情
難
弁
夕
陽
中
、
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉

京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯

00
98–
03
〔
中
書
王
〕–

〔
字
前
中
書
王
〕﹇
書
王
ハ
推
読
﹈
城–

〔
前
中
書
王
〕﹇
嵯

ノ
王
ハ
切
断
﹈
関
雲
葦
寂
尹
戊
▼
嵯–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
前
中
書
王
　

賦
庭
前
紅
梅
〕﹇
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
、「
紅
」
焼
失
﹈
為
延
嘉
▼
鳳

正–
〔
後
中
書
王
〕弘–

〔
前
中
書
王
　
兼
明
　
庭
前
紅
梅
〕京–

〔
前
書

王
　
庭
前
紅
梅
〕多

00
99–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

00
99–

01
仙
臼
風
生
空
簸
雪

00
99–

02
野
鑪
火
暖
未
揚
煙–
野
炉
火
暖
未
揚
煙
、
尹
尊
戊
▼
鳳
正

00
99–

03
〔
斉
名
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–
〔
紀
斉
名
　
紅
梅
花
下
即
時
〕﹇
延
▼
正
ハ

作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
▼
正〔
紅
梅
花
下–

紅
花
梅
下
▼
正
〕〔
時–

事
★
延

▼
正
〕–

〔
紀
　
斉
名
イ
本
〕★
弘–
〔
斉
名
　
紅
梅
下
即
時
〕嘉–

〔
斉
名

　
紅
梅
下
即
事
〕▼
鳳

01
00–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
古
今

三
八
、
六
帖
、
友
則
】

01
00–

01
き
み
な
ら
て–

き
み
な
く
て
城
為

01
00–

02
た
れ
に
か
み
せ
む

01
00–

03
ゝ
め
の
花–

ん
め
の
は
な
葦

01
00–

04
い
ろ
を
も
か
を
も–

い
ろ
を
も
か
を
ん
伊–

い
ろ
を
ん
か
を
も
関–
い
ろ

を
ん
か
ら
も
﹇
ら
カ
﹈
雲

01
00–

05
し
る
ひ
と
そ
し
る

01
00–

06
〔
友
則
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
紀
友
則
〕為
延
▼
正

01
01–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
新
古
今

一
四
四
五
】

01
01–

01
い
ろ
か
を
は

01
01–

02
お
も
ひ
も
い
れ
す–

お
も
ひ
も
よ
ら
す
城–

お
ん
ひ
も
・し
・ら
（
い
れ
）
す

関–

お
ん
ひ
ん
い
れ
す
雲

01
01–

03
む
め
の
は
な

01
01–

04
つ
ね
な
ら
ぬ
よ
に

01
01–

05
よ
そ
へ
て
そ
み
る

01
01–

06
〔
華
山
院
御
製
〕–

〔
花
山
御
製
〕城
関
雲
為–

〔
華
山
御
製
〕雲–

〔
ナ

シ
〕公
弘
尊–

〔
花
山
院
御
製
〕葦
為
延
尹
嘉
京
戊
▼
正
嵯–

〔
華
山
院
〕

寂–

〔
花
山
院
〕▼
久

10
00–

17
柳

01
02–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

01
02–

01
林
鶯
何
処
吟
箏
柱

01
02–

02
墻
柳
誰
家
曝
麴
塵–

墻
柳
誰
家
曬
麴
塵
﹇
公
、
校
本
ハ
墻
ノ
篇
部
ヲ
牛

ト
ミ
ル
ガ
、
八
七
・
五
七
三
ノ
例
モ
同
体
デ
ア
リ
書
癖
カ
﹈
★
関
★
雲

公
葦
為
延
尹
★
尊
▼
鳳–

檣
柳
誰
家
曝
麴
塵
▼
久

01
02–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
天
宮
閣
早
春
〕﹇
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ

後
﹈
為
延
▼
正

01
03–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
▼
嵯
ノ

一
〇
三
ハ
一
〇
五
ノ
次
﹈【
文
集
】

01
03–

01
漸
欲
払
他
騎
馬
客–

漸
欲
払
・池
（
他
イ
）
騎
馬
客
、
★
伊

01
03–

02
未
多
遮
得
上
楼
人–

未
而
遮
得
上
楼
人
、
寂

01
03–

03
〔
白
〕–

〔
新
柳
　
同
〕城
関
雲–

〔
白
　
新
柳
〕﹇
葦
久
ハ
作
者
名
ト
詩
題

ガ
逆
﹈
伊
葦
▼
久–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
喜
小
楼
西
新
柳
抽
条
　
白
〕﹇
延

ノ
抽
ハ
柚
カ
﹈為
延–

〔
賦
新
柳
　
白
〕嘉–

〔
白
　
新
柳
抽
条
〕京–

〔
喜

小
楼
西
　
新
柳
　
抽
条〔
七
六
〕　
白
〕▼
鳳

01
04–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

01
04–

01
巫
女
廟
花
紅
似
粉

01
04–

02
昭
君
村
柳
翠
於
眉–

照
君
村
柳
翠
於
眉
、
★
弘
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01
04–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕城
関
雲
公
葦
尊
▼
久–

〔
白
　
十
七
　
題
峡
中
石
上
〕

﹇
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
、「
題
峡
中
石
上
」
ハ
後
補
﹈
為
▼
正–

〔
題
峡

中
石
上
　
白
〕延
嘉–

〔
白
　
題
峡
中
石
上〔
二
七
〕〕▼
鳳

01
05–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
】

01
05–

01
誠
知
老
去
風
情
少–

誠
｛
知
｝
老
去
風
情
少
、
寂

01
05–

02
見
此
争
無
一
句
詩

01
05–

03
〔
白
〕–

〔
已
上
白
〕﹇
城
ハ
推
読
﹈城
関
雲–

〔
白
　
同
上
〕伊–

〔
ナ
シ
〕

公
尊–

〔
同
前
〕為
▼
正–

〔
同
〕★
延
▼
鳳–

〔
已
上
白
　
同
上
〕嘉

01
06–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

01
06–

01
大
庾
嶺
之
梅
早
落

01
06–

02
誰
問
粉
粧–

誰
問
粉
、
葦

01
06–

03
匡
廬
山
之
杏
未
開–

匡
廬
之
杏
未
開
、
★
尊

01
06–

04
豈
趁
紅
艶–

豈
赴
紅
艶
▼
嵯

01
06–

05
〔
江
納
言
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
紀
納
言
　
停
盃
看
柳
色
序
〕為
★
京

〔
序–

ナ
シ
京
〕–

〔
停
盃
看
柳
色
序
内
宴
　
紀
納
言
〕延–

〔
江
納
言
　

停
盃
看
柳
色
〕﹇
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
尹
▼
正〔
色–
色
序
、
▼
正
〕–

〔
後
江
相
公
　
内
宴
停
盃
看
柳
色
序
〕嘉–

〔
停
盃
看
柳
色
序
　
紀
納
言

　
内
宴
序
〕▼
鳳–

〔
紀
納
言
〕▼
嵯

01
07–

00
《
粘
城
伊
関
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
雲
ナ
シ
﹈【
】

01
07–

01
雲
擎
紅
鏡
扶
桑
日–

雲
擎
紅
鏡
・枝
（
扶
）
桑
日
﹇
★
公
ハ
堀
部
校
本
指

摘
ア
ル
ガ
、
傍
記
ミ
エ
ズ
、
略
号
弘
ノ
誤
リ
カ
﹈
★
公
★
弘–

雲
擎
紅

鏡
扶
桑
白
、
★
尊

01
07–

02
春
嫋
黄
珠
嬾
柳
風–

春
嫋
黄
珠
嫩
柳
風
、
★
伊
戊–

春
嫋
黄
珠
・嬾
（
嫰
）

柳
風
﹇
朱
﹈
尹

01
07–

03
〔
□
〕–﹇
磨
損
不
明
﹈粘–

〔
田
〕城
関–

〔
ナ
シ
〕伊
公
葦
尊–

〔
田
達
音
〕

寂
弘
尹
戊
▼
正
嵯–

〔
田
達
音
　
早
春
即
時
贈
唐
客
駱
処
士
〕為–

〔
早

春
即
時
　
田
達
音
〕延
嘉–

〔
早
春
作
春
風
　
田
達
音
〕京–

〔
田
達
音
　

早
春
贈
唐
客
〕﹇
早
春
贈
唐
客
ハ
別
筆
、
田
達
音
ノ
前
ニ
移
ス
符
号
有
﹈

▼
久–

〔
早
春
贈
唐
客
　
田
達
音
〕▼
鳳

01
08–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

01
08–

01
稽
宅
迎
晴
庭
月
暗–

嵆
宅
迎
晴
庭
月
暗
、
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹

嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正

01
08–

02
陸
池
逐
日
水
煙
深

01
08–

03
〔
後
中
書
王
〕–

〔
柳
影
繁
初
合
　
後
中
初
王
〕﹇
合
ハ
推
読
﹈
城–

﹇
後

筆
デ
柳
影
繁
初
合
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕公
葦
尊–

〔
柳
影
繁
初
合
　

後
中
書
王
〕為
延
尹
嘉
▼
久
鳳
正〔
合–

分
、
尹
〕–

〔
後
中
書
王
　
柳
影

繁
初
〕弘–

〔
後
中
書
王
　
柳
影
繁
初
合
　
具
平
〕★
京–

﹇
王
ハ
切
断
ニ

カ
カ
ル
﹈
▼
嵯

01
09–

00
《
粘
城
伊
関
雲
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
公
ナ
シ
﹈【
類

聚
句
題
抄
】

01
09–

01
潭
心
月
泛
交
枝
桂–

潭
心
月
・浮
（
泛
）
交
枝
桂
﹇
朱
﹈
為–

潭
心
月
・泛
（
浮

イ
）
交
枝
桂
、
京

01
09–

02
岸
口
風
来
混
葉
蘋

01
09–

03
〔
菅
三
品
〕–

〔
垂
柳
払
緑
水
　
菅
三
品
〕﹇
城
ノ
緑
水
ハ
推
読
﹈
城
為

弘
延
尹
嘉
▼
久
鳳
正〔
柳–

揚
、
尹
嘉
▼
鳳
正
〕〔
緑
水–

流
水
、
尹
〕–

〔
文

時
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
垂
柳
払
緑
水
ヲ
書
ク
﹈関
雲–

〔
菅
三
〕寂–

〔
文
時
イ

　
垂
揚
払
緑
水
　
菅
三
品
　
垂
揚
払
緑
水
〕★
京–

〔
ナ
シ
〕尊–

〔
菅
〕

▼
嵯

01
10–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
葦
ハ
一

一
一
ノ
次
﹈【
古
今
二
六
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
、
貫
之
】

01
10–
01
あ
を
や
き
の

01
10–

02
い
と
よ
り
か
く
る

01
10–

03
は
る
し
も
そ–

は
る
し
ん
そ
雲
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01
10–

04
み
た
れ
て
は
な
は–

み
た
れ
て
は
な
の
城
関
雲
▼
鳳

01
10–

05
ほ
こ
ろ
ひ
に
け
る–

ほ
こ
ろ
ひ
に
け
り
弘
延

01
10–
06
〔
貫
之
〕–

〔
ナ
シ
〕城
関
雲
公
弘
尊–

〔
兼
輔
中
納
言
〕尹

01
11–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
葦
ハ
一

一
〇
ノ
前
、
嘉
京
ハ
一
一
二
ノ
次
﹈【
六
帖
、
人
麿
】

01
11–

01
は
る
く
れ
は

01
11–

02
し
た
り
や
な
き
の–

し
た
り
や
な
き
に
寂
為
京
尊–

し
た
り
の
や
な
き
の

延

01
11–

03
ま
よ
ふ
い
と
の

01
11–

04
い
も
か
こ
ゝ
ろ
に–
い
ん
か
こ
ゝ
ろ
に
雲–

い
も
か
こ
ろ
も
に
延

01
11–

05
な
り
に
け
る
か
な–

の
り
に
け
る
か
な
城
関
雲
公
葦
戊
▼
久–

い
り
に
け

る
か
な
伊
為
嘉
京–

よ
り
に
け
る
か
な
﹇
延
ハ
よ
カ
﹈
寂
延
尹
尊
▼
鳳

正
嵯

01
11–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
同
〕寂–

〔
兼
輔
中
納
言
〕為
▼
久–

〔
伊
勢
〕延
尹
戊–

〔
貫

之
〕嘉–

〔
中
納
言
兼
輔
〕▼
鳳–

〔
兼
輔
〕▼
正–
〔
同
人
〕▼
嵯

01
12–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
嘉
京
ハ

一
一
一
ノ
前
﹈【
兼
輔
】

01
12–

01
あ
を
や
き
の–

あ
を
き
の
延

01
12–

02
ま
ゆ
に
こ
も
れ
る–

ま
つ
に
こ
も
れ
る
城–

ゆ
き
に
こ
も
れ
る
京

01
12–

03
い
と
な
れ
は–

い
と
な
れ
や
城
関
雲

01
12–

04
ゝ
る
の
く
る
に
そ

01
12–

05
い
ろ
ま
さ
り
け
る–

ま
ゝ
せ
た
り
け
る
寂

01
12–

06
〔
中
納
言
兼
輔
〕–

〔
兼
輔
中
納
言
〕﹇
校
本
ハ
雲
ノ
兼
輔
中
納
言
ヲ
後

補
ト
ミ
ル
ガ
イ
カ
ガ
﹈城
関
★
雲
葦
京
戊
▼
嵯–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
堤

中
納
言
〕寂–

〔
同
〕為
▼
久
鳳
正–

〔
兼
輔
〕延–

〔
貫
之
〕尹

10
00–

18
花〔
付
落
花
〕–

花
、
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
嘉
尊
戊
▼
正–

華
、
戊

01
13–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

01
13–

01
花
明
上
苑–

華
明
上
苑
、
延

01
13–

02
軽
軒
馳
九
陌
之
塵

01
13–

03
猿
叫
空
山

01
13–

04
斜
月
瑩
千
巌
之
路

01
13–

05
〔
閑
賦
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
張
読
〕為
尹
嘉–

〔
閑
賦
　
張
読
〕★
延
★

京
▼
鳳
正
嵯〔
読–

絃
▼
嵯
〕–

〔
閑
賦
　
張
読
　
白
イ
〕京

01
14–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
嘉
ナ
シ
﹈【
文

集
、
佳
句
】

01
14–

01
池
色
溶
々
藍
染
水–

池
色
浴
々
藍
染
水
、
公

01
14–

02
花
光
焰
々
火
焼
春

01
14–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
早
春
招
張
賓
客
〕﹇
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ

後
、京
ノ
詩
題
ハ
別
筆
、賓
客
ハ
切
断
ニ
ヨ
リ
不
明
﹈為
延
京
▼
正–

〔
白

　
早
春
〕尹–

〔
白
　
早
春
招
張
賓
客〔
七
四
〕〕▼
鳳

01
15–

00
《
粘
城
伊
関
雲
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
公
ナ
シ
﹈【
文

集
、
佳
句
】

01
15–

01
遥
見
人
家
花
便
入–

遥
見
人
家
｛
花
｝
便
入
▼
久

01
15–

02
不
論
貴
賤
与
親
疎

01
15–

03
〔
白
〕–

〔
同
〕城
関
雲
▼
久–

〔
白
　
尋
春
題
諸
家
林
園
〕﹇
延
▼
正
ハ

作
者
名
ガ
後
、
京
ノ
詩
題
ハ
別
筆
﹈
為
延
京
▼
鳳
正〔
春–

花
▼
鳳
〕〔
林

園–

園
林
、
京–

ナ
シ
▼
正
〕–

〔
ナ
シ
〕尊

01
16–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

01
16–

01
瑩
日
瑩
風

01
16–
02
高
低
千
顆
万
顆
之
玉–

高
低
子
顆
万
顆
之
玉
﹇
コ
レ
以
前
ニ
モ
千
ガ
子

ト
ナ
ル
例
有
、
堀
部
ハ
採
ラ
ナ
イ
ガ
、
惠
阪
ハ
採
ル
﹈
★
公–

高
低
千

顆
万
顆
之
珠
、
弘

01
16–

03
染
枝
染
浪–
染
枝
染
波
、
関
雲
弘
尹
京
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01
16–

04
表
裏
一
入
再
入
之
紅–

表
裏
一
人
再
入
之
紅
、
城–

表
一
入
再
入
之
紅
、

公

01
16–
05
〔
花
光
浮
水
上
　
菅
三
品
〕–

〔
花
光
水
上
浮
　
菅
三
品
〕﹇
嵯
ハ
作
者

名
ガ
先
﹈城
関
雲
為
▼
久
嵯–

〔
ナ
シ
〕公
葦
寂
尊–

〔
花
光
水
上
浮
　
菅

三
品
　
冷
泉
院
宴
序
〕為–

〔
菅
三
品
〕弘–

〔
冷
泉
院
宴
　
花
光
水
上
浮

序
　
菅
三
品
〕延
尹
嘉
▼
鳳
正〔
冷
泉
院
宴–

ナ
シ
尹
嘉
▼
鳳
〕〔
花
光–

菅

光
、
嘉
〕〔
水
上
浮–

浮
水
上
、
尹
嘉
▼
正
〕–

〔
冷
泉
院
宴
会
序
　
菅
三

品
　
花
光
浮
水
上
序
〕京

01
17–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

01
17–

01
誰
謂
水
無
心

01
17–

02
濃
艶
臨
兮
波
変
色–

濃
艶
臨
而
波
変
色
▼
嵯

01
17–

03
誰
謂
花
不
語–

誰
謂
華
不
語
、
京–
誰
謂
花
不
謂
（
語
）﹇
同
筆
カ
﹈
▼

正

01
17–

04
軽
漾
激
兮
影
動
唇–

軽
漾
激
〈
兮
〉
影
動
唇
、
雲–
軽
漾
激
而
影
動
唇
▼

嵯

01
17–

05
〔
同
上
〕–

〔
同
〕雲
▼
久
鳳–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
花
光
水
上
浮
　
菅
三

品
〕葦
寂
弘–

〔
同
前
　
菅
三
品
〕為–

〔
同
前
〕延
▼
正–
〔
菅
三
品
〕尹

京–

〔
同
上
　
菅
三
品
〕嘉–

〔
菅
三
品
　
同
〕▼
嵯

01
18–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

01
18–

01
欲
謂
之
水

01
18–

02
則
漢
女
施
粉
之
鏡
清
瑩–

則
漢
女
施
粉
之
鏡
清
熒
﹇
為
ハ
熒
ニ
「
瑩
イ
」

ヲ
傍
記
、
久
ハ
「
瑩
」
ヲ
傍
記
﹈
関
雲
公
葦
為
尊
▼
久
鳳
嵯

01
18–

03
欲
謂
之
花–

欲
謂
〈
之
〉
花
、
★
京

01
18–

04
亦
蜀
人
濯
文
之
錦
粲
爛–

亦
蜀
人
洗
文
之
錦
粲
爛
、
城
関
雲
▼
久–

亦
蜀

人
濯
錦
之
文
粲
爛
、
葦–

亦
蜀
人
濯
文
之
錦
粲
爤
﹇
為
ハ
爤
ニ
爛
ヲ
朱

傍
記
﹈
為
弘–

亦
蜀
人
濯
〈
文
之
〉
錦
之
文
粲
爛
﹇
修
正
前
ハ
葦
ニ
一

致
﹈
★
弘–

亦
蜀
人
濯
文
錦
粲
爛
、
尹–

亦
蜀
人
濯
文
之
錦
紊
爛
、
嘉–

亦

蜀
人
濯
文
錦
之
粲
爛
、
京

01
18–

05
〔
同
上
　
順
〕–

〔
同
　
順
　
濯
　
正
序
有
此
字
〕城–

〔
同
　
順
〕関

雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
同
前
　
順
〕﹇
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
葦
弘
阪
▼

久
嵯–

〔
同
題
序
　
源
順
〕為
延
▼
正–

〔
同
題
序
　
順
〕尹
▼
鳳–

〔
順
〕

京
戊

01
19–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

01
19–

01
織
自
何
糸
唯
暮
雨

01
19–

02
裁
無
定
様
任
春
風–

栽
無
定
様
任
春
風
、
公
寂–

裁
無
定
主
任
春
風
、

阪

01
19–

03
〔
菅
三
品
〕–

〔
花
開
如
散
錦
　
菅
三
品
〕﹇
城
ノ
散
錦
ト
品
ハ
推
読
﹈城

為
延
尹
嘉
阪
▼
久
鳳
正–

〔
花
開
如
錦
散
　
菅
三
〕関–

〔
菅
三
〕﹇
後
筆

デ
花
開
如
散
錦
ヲ
書
ク
﹈★
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
菅
三
品
　
花
開
如
錦

散
　
落
花
如
散
錦
〕﹇
落
花
如
散
錦
ハ
一
二
〇
ノ
誤
記
入
カ
﹈
京–

〔
菅

　
花
開
如
藤
〕▼
嵯

01
20–

00
《
粘
城
伊
関
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
雲
阪
ナ
シ
﹈

【
】

01
20–

01
花
飛
如
錦
幾
濃
粧–

花
飛
如
錦
幾
濃
粉
、寂–

華
飛
如
錦
幾
濃
粧
、延

01
20–

02
織
著
春
風
未
畳
箱–

織
者
春
風
未
畳
箱
﹇
底
本
着
ニ
ミ
エ
ル
ガ
活
字
本

ハ
著
﹈
城
関
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

織
・著
（
者
）
春

風
未
畳
箱
、
★
伊–

織
・者
（
着
）
春
風
未
畳
箱
、
寂

01
20–

03
〔
ナ
シ
〕–

〔
源
英
明
　
落
花
散
如
錦
〕﹇
延
ハ
作
者
名
ガ
後
、
▼
正
ハ

「
如
」
焼
失
﹈
為
延
嘉
▼
正–

〔
英
明
〕尹
京
戊
▼
嵯–

〔
英
明
　
落
花
散

如
錦
〕▼
鳳

01
21–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
城
ハ

一
一
九
ノ
次
﹈【
】

01
21–

01
始
識
春
風
機
上
巧
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01
21–

02
非
唯
織
色
織
芬
芳–

非
〈
唯
〉
織
色
織
芬
芳
、
戊

01
21–

03
〔
英
明
〕–

﹇
明
ハ
推
読
﹈
城–

〔
ナ
シ
〕公
尊
戊–

〔
英
明
　
同
前
〕為–

〔
同
前
〕延
▼
正–

〔
同
〕尹
嘉
▼
鳳
嵯–

〔
同
前
　
白
イ
〕京

01
22–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
長
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

01
22–

01
眼
貧
蜀
郡
裁
残
錦–

眼
貧
蜀
郡
裁
錦
、
関–

眼
貧
蜀
郡
栽
残
錦
、
寂–

眼

貧
蜀
郡
裁
残
、
長

01
22–

02
耳
倦
秦
城
調
尽
箏–
耳
惓
秦
城
調
尽
箏
、
伊
公
長–

﹇
校
本
ハ
倦
ノ
旁
ノ

部
分
デ
異
同
有
ト
ス
ル
ガ
、
巻
ノ
崩
シ
ト
判
断
、
校
異
削
除
﹈
★
葦–

耳

倦
秦
城
調
尽
笋
、
寂

01
22–

03
〔
相
規
〕–

〔
花
少
鳥
亦
稀
　
保
胤
〕﹇
城
ノ
少
鳥
ハ
推
読
﹈城
阪
長–

﹇
校

本
ハ
後
筆
デ
花
少
鳥
亦
稀
ヲ
書
ク
ト
ス
ル
ガ
、
相
規
モ
後
補
カ
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
花
少
鳥
又
稀
　
源
相
規
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
為
延

嘉
京
▼
正〔
又–

亦
、
京
▼
正
〕–

〔
相
規
　
保
胤
〕弘–

〔
花
少
鳥
亦
稀
　

相
規
〕▼
久
鳳〔
亦–

又
▼
鳳
〕–

〔
保
胤
〕▼
嵯

01
23–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
長
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ

一
三
二
マ
デ
ナ
シ
﹈【
古
今
五
三
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
、
業
平
】

01
23–

01
世
中–

よ
の
な
か
に
城
伊
関
雲
公
葦
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
長
阪
▼
久
鳳
正

嵯–

□
の
□
□
に
﹇
磨
損
﹈
寂

01
23–

02
た
え
て
桜
の–

た
え
さ
く
ら
の
▼
久

01
23–

03
な
か
り
せ
は–

さ
か
さ
ら
は
城
関
雲
公
葦
寂
長–

・な
・か
・り
・せ（
サ
カ
サ
ラ
）

は
﹇
朱
﹈
▼
鳳

01
23–

04
ゝ
る
の
こ
こ
ろ
は

01
23–

05
の
と
け
か
ら
ま
し

01
23–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
業
平
〕城
関
雲
葦
寂
為
尹
京
戊
長
阪
▼
鳳
正–

〔
在
原
業

平
〕延
嘉
▼
久–

〔
業
平
朝
臣
〕▼
嵯

01
24–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一

三
二
マ
デ
ナ
シ
﹈【
古
今
六
七
、
六
帖
、
躬
恒
】

01
24–

01
わ
か
や
と
の–

わ
か
や
と
に
▼
嵯

01
24–

02
は
な
み
か
て
ら
に

01
24–

03
く
る
人
は

01
24–

04
ち
り
な
む
の
ち
そ–

ち
り
な
ん
の
ち
や
延–

ち
り
な
ん
の
ち
は
（
そ
）

京

01
24–

05
恋
し
か
る
へ
き

01
24–

06
〔
躬
恒
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
三
常
〕葦

01
25–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一
三

二
マ
デ
ナ
シ
﹈【
古
今
五
五
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
、
素
性
】

01
25–

01
み
て
の
み
や

01
25–

02
人
に
か
た
ら
む

01
25–

03
山
桜–

さ
く
ら
は
な
城
関
雲
延
嘉
京
▼
嵯

01
25–

04
て
こ
と
に
を
り
て

01
25–

05
い
へ
つ
と
に
せ
む

01
25–

06
〔
素
性
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
・同
（
素
性
イ
）
〕京

10
00–

19
落
花–

落
華
、
嘉–

｛
落
花
｝﹇
行
間
別
筆
書
入
﹈
▼
久

01
26–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一
三

二
マ
デ
ナ
シ
﹈【
文
集
】

01
26–

01
落
花
不
語
空
辞
樹–

落
華
不
語
空
辞
樹
、
京

01
26–

02
流
水
無
心
自
入
池–

流
水
無
心
自
入
池
々
、
公–

流
水
無
情
自
入
池
、
為

▼
嵯–

流
水
無
・情
（
心
）
自
入
池
﹇
朱
﹈
為

01
26–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
過
元
家
履
信
宅
〕為–

〔
遭
元
家
腹
信
宅

　
白
〕﹇
白
ハ
同
カ
﹈
延–

〔
白
　
過
履
信
元
家
宅〔
六
七
〕〕▼
鳳

01
27–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一
三

二
マ
デ
ナ
シ
﹈【
文
集
、
佳
句
】

01
27–

01
朝
踏
落
花
相
伴
出–

朝
踏
花
落
相
伴
出
、
為–

朝
踏
落
華
相
伴
出
▼

嵯
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01
27–

02
暮
随
飛
鳥
一
時
帰–

暮
随
飛
鳥
一
時
・帰
（
還
）
▼
鳳–

暮
随
飛
鳥
一
時
還

▼
正

01
27–
03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕関
雲
公
寂
尊–

〔
同
〕葦–

〔
白
　
春
来
与
李
廿
二
賓
客

郊
外
同
遊
贈
之
〕﹇
延
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延–

〔
白
　
与
李
賓
郊
外
同

遊
贈
之
〕▼
鳳

01
28–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一
三

二
マ
デ
ナ
シ
﹈【
文
粋
】

01
28–

01
春
花
面
々

01
28–

02
闌
入
酣
暢
之
筵–
𨷻
入
酣
暢
之
筵
﹇
校
本
ハ
筵
ノ
竹
冠
ト
草
冠
ヲ
区
別

シ
ナ
イ
カ
、
惠
阪
校
本
モ
同
ジ
、
関
雲
京
戊
▼
正
嵯
ハ
莚
﹈
城
伊
関
雲

公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯–

・闌（
𨷻
）入
酣
暢
之
莚
▼
久

01
28–

03
晩
鶯
声
々–

暁
鶯
声
、
葦–

暁
鶯
声
々
、
為
尊–

・暁
（
晩
）
鶯
声
々
﹇
朱
﹈

為–

・晩（
暁
イ
）
鶯
声
々
﹇
鳳
ハ
「
イ
」
ナ
シ
、
左
側
傍
記
﹈
京
▼
鳳

01
28–

04
予
参
講
誦
之
座–

与
参
講
誦
之
座
、
城
関
雲
公
葦–

・与
（
予
イ
）
参
講
誦

之
座
、
京–

・興
（
予
）
参
講
誦
之
座
﹇
興
ニ
圏
点
、
ミ
セ
ケ
チ
ノ
意
カ
﹈

▼
久

01
28–

05
〔
江
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
江
相
公
〕寂
尹
▼
久–

〔
後
江
相
公
　
春
日
侍

前
鎮
西
都
督
大
王
読
史
記
序
〕為
嘉〔
序–

宴
序
、
嘉
〕–

〔
史
記
竟
宴
序

　
後
江
相
公
〕延–

〔
｛
後
｝
江
相
公
　
史
記
竟
宴
序
〕京–

〔
後
江
相
公
〕

戊
▼
嵯–

〔
史
記
竟
宴
序
　
春
日
陪
都
督
大
王
読
史
記
序
　
江
相
公
〕▼

鳳–

〔
大
王
読
史
記
竟
序
　
後
江
相
公
〕▼
正

01
29–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一
三
二

マ
デ
ナ
シ
﹈【
屛
風
土
代
】

01
29–

01
落
花
狼
籍
風
狂
後

01
29–

02
啼
鳥
竜
鐘
雨
打
時–

啼
鳥
竜
鍾
雨
打
時
、
城
京
戊–

啼
鳥
躘
踵
雨
打
時
▼

正

01
29–

03
〔
江
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
後
江
相
公
　
惜
残
春
〕﹇
▼
正
ハ
作
者
名
ガ

後
﹈為
▼
正–

〔
惜
残
春
　
同
〕延–

〔
江
相
公
　
惜
残
春
〕嘉–

〔
・白（
江

イ
）
　
惜
残
春
〕京–

〔
後
江
相
公
〕戊
▼
嵯–

〔
惜
残
春
　
江
相
公
〕▼

鳳

01
30–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一
三
二

マ
デ
ナ
シ
﹈【
】

01
30–

01
離
閤
鳳
翎
憑
檻
舞–

離
閣
鳳
翎
憑
檻
舞﹇
★
校
本
ハ
閤
を
閣
ト
ス
ル
、要

検
討
、
公
モ
ピ
ン
ト
ガ
甘
ク
テ
難
判
断
、
▼
正
ノ
閣
ハ
各
ニ
削
訂
カ
﹈

城
関
雲
延
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯〔
翎–

翔
▼
正
〕〔
憑–

縁
▼
嵯
〕–

離
閤
鳳
翅

憑
檻
舞
、
尹–

離
閤
鳳
〓
（
剣
ノ
篇
＋
羽
）
憑
檻
舞
、
嘉

01
30–

02
下
楼
娃
袖
顧
階
翻–

下
栖
娃
袖
顧
階
翻
、
★
京

01
30–

03
〔
菅
三
品
〕–

〔
落
花
還
繞
樹
　
菅
三
品
〕﹇
城
ノ
還
ト
品
ハ
推
読
﹈
城

為
延
嘉
京
▼
鳳〔
還–

遠
、
嘉
〕〔
繞–

遶
★
京
▼
鳳
〕–

〔
文
時
〕﹇
雲
ハ
後

筆
デ
落
花
遠
繞
樹
ヲ
書
ク
﹈
関
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
菅
三
品
　
落
花

遂
樹
〕﹇
ヨ
イ
カ
﹈
▼
嵯

01
31–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一
三
二

マ
デ
ナ
シ
﹈【
拾
遺
抄
四
二
、
拾
遺
六
四
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
、
亭
子

院
歌
合
、
貫
之
】

01
31–

01
さ
く
ら
ち
る

01
31–

02
こ
の
し
た
か
せ
は

01
31–

03
さ
む
か
ら
て–

さ
む
□
□
て
﹇
磨
損
﹈
寂

01
31–

04
そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ–

そ
ら
□
□
ら
れ
ぬ
﹇
磨
損
﹈
寂

01
31–

05
雪
そ
ふ
り
け
る

01
31–

06
〔
貫
之
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊

01
32–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一
三
二

マ
デ
ナ
シ
﹈【
拾
遺
抄
三
九
七
、
拾
遺
一
〇
五
五
、
公
忠
】

01
32–

01
と
の
も
り
の

01
32–

02
と
も
の
み
や
つ
こ–

と
も
の
み
や
つ
ら
城–

と
ん
の
み
や
つ
こ
雲–

と
も
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の
□
□
□
□
﹇
磨
損
﹈
寂–

と
も
の
み
や
人
延
尹
京

01
32–

03
心
あ
ら
は

01
32–
04
こ
の
は
る
は
か
り–

こ
の
こ
ろ
は
か
り
城
伊
関
雲
公
葦–

こ
の
□
□
□
□

□
﹇
磨
損
﹈
寂

01
32–

05
あ
さ
き
よ
め
す
な–

あ
さ
き
□
□
□
な
﹇
磨
損
﹈
寂

01
32–

06
〔
ナ
シ
〕–
〔
南
殿
前
落
花
　
公
忠
〕城
関
雲
葦–

〔
公
忠
〕寂
戊
▼
正–

〔
南
殿
落
花
　
公
忠
〕為
▼
嵯–

〔
源
公
忠
〕延–

〔
南
殿
御
前
落
花
　
源

公
忠
〕京–
〔
公
忠
　
南
殿
前
落
花
〕▼
鳳

10
00–

20
藤–

﹇
粘
伊
以
外
、
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
ハ

款
冬
一
四
三
ノ
後
、
春
ノ
末
尾
﹈

01
33–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

01
33–

01
悵
望
慈
恩
三
月
尽–

惆
悵
慈
恩
三
月
尽
、
葦
▼
正

01
33–

02
紫
藤
花
落
鳥
関
々–

紫
藤
落
花
鳥
関
々
、
為–
【
三
木
】
文
集
「
紫
桐
」

01
33–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊
▼
嵯–

〔
白
　
酬
元
八
三
月
卅
日
慈
恩
寺
見
寄
〕

﹇
延
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延–

〔
遊
慈
恩
寺
有
藤
花
　
白
〕京–

〔
白
　
酬

三
月
卅
日
慈
恩
寺
相
憶
見
寄〔
二
六
〕〕▼
鳳

01
34–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
】

01
34–

01
紫
藤
露
底
残
花
色–

紫
藤
露
・底
（
下
イ
）
残
花
色
、
延

01
34–

02
翠
竹
煙
中
暮
鳥
声

01
34–

03
〔
相
規
〕–

〔
四
月
有
余
春
　
相
規
〕城
葦
尹–

﹇
後
筆
デ
四
月
有
余
春

ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
四
月
有
残
花
　
源
相
規
〕為
▼
正〔
残

花–

余
春
▼
正
〕–

〔
源
相
規
〕弘–

〔
四
月
　
源
相
規
〕延–

〔
四
月
余
春

　
相
規
〕嘉–

〔
相
規
　
四
月
有
余
・花（
春
イ
）〕京–

〔
四
月
有
余
・春（
花
）

　
相
規
〕▼
鳳

z0
09–

00
《
為
弘
延
尹
京
▼
鳳
正
》﹇
本
文
ハ
校
本
ニ
ヨ
ル
（
弘
カ
）、
為
ハ
「
此

詩
無
之
」
ト
朱
注
、
尹
ハ
「
本
無
」、
京
ハ
「
イ
本
无
」
ト
有
、
▼
鳳

ハ
細
字
書
入
、「
此
詩
漏
于
江
本
」
ト
頭
注
有
、
▼
正
ハ
一
三
三
ノ
次
﹈

z0
09–

01
紫
茸
偏
奪
朱
衣
色

z0
09–

02
応
是
花
心
忘
憲
台–

是
花
・光
（
心
イ
）
応
忘
憲
台
、
京–

応
是
花
光
｛
時
｝

忘
憲
台
、
▼
鳳

z0
09–

03
〔
順
〕–

〔
翫
庭
前
藤
花
〕為–

〔
翫
庭
前
藤
花
　
源
順
〕延
▼
正–

〔
ナ

シ
〕京–

〔
於
御
史
中
丞
亭
翫
藤
花
　
順
〕▼
鳳

01
35–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
万
葉
、
拾

遺
八
八
、
六
帖
】

01
35–

01
た
こ
の
う
ら
に–

た
こ
の
う
ら
の
葦
寂
尹
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯–

た
こ
の
う

ら
嘉

01
35–

02
そ
こ
さ
へ
に
ほ
ふ–

そ
ら
さ
へ
に
ほ
ふ
戊

01
35–

03
ゝ
ち
な
み
を–

ゝ
ち
の
花
、
尹
戊
▼
鳳

01
35–

04
か
さ
し
て
ゆ
か
む

01
35–

05
み
ぬ
ひ
と
の
た
め

01
35–

06
〔
縄
丸
〕–

〔
ナ
シ
〕城
公
尊
戊–

〔
中
納
言
縄
丸
〕延
尹–

〔
・縄（
蠅
）丸
〕

京–

〔
人
丸
　
或
家
持
〕▼
鳳

01
36–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
六
帖
、
貫

之
】

01
36–

01
と
き
は
な
る

01
36–

02
ま
つ
の
な
た
て
に–

ま
つ
の
な
た
｛
て
｝
に
城–

﹇
な
た
て
ニ
削
訂
、
見

□
り
カ
﹈
▼
鳳

01
36–

03
あ
や
な
く
も–

あ
や
な
く
ん
関
雲–

あ
や
し
く
も
戊

01
36–
04
か
ゝ
れ
る
ふ
ち
の

01
36–

05
さ
き
て
ち
る
か
な–

さ
き
・て
・ち
・る
（
に
け
る
）
か
な
京

01
36–

06
〔
貫
之
〕–

〔
ナ
シ
〕公
寂
尊

z0
10–

00
《
逸
成
》【
】
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z0
10–

01
夏
に
こ
そ

z0
10–

02
さ
き
か
ゝ
り
け
れ

z0
10–
03
藤
の
は
な

z0
10–
04
ま
つ
に
と
の
み
も

z0
10–

05
お
も
ひ
け
る
哉

10
00–

21
躑
躅

01
37–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一
三
九

マ
デ
ナ
シ
﹈【
文
集
、
佳
句
】

01
37–

01
晩
蕊
尚
開
紅
躑
躅–
晩
蕊
尚
開
紅–

–

、
葦

01
37–

02
秋
房
初
結
白
芙
蓉–
秋
房
始
結
白
芙
蓉
、
関
雲
★
延
尹
▼
鳳
正–

秋
房
初

結
日
芙
蓉
、
葦–

秋
房
初
□
白
芙
蓉
﹇
摩
損
﹈
寂

01
37–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
題
元
十
八
渓
居
〕為–

〔
題
元
十
八
□
□

　
白
〕﹇
磨
損
﹈
延
▼
正〔
□
□–
渓
居
▼
正
〕

01
38–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一
三
九

マ
デ
ナ
シ
﹈【
】

01
38–

01
夜
遊
人
欲
尋
来
把–

夜
遊
人
欲
尋
来
抱
、
嘉–
夜
遊
人
欲
尋
来
・把
（
康
）

﹇
朱
﹈
為

01
38–

02
寒
食
家
応
折
得
驚

01
38–

03
〔
順
〕–

〔
山
榴
艶
似
火
　
順
〕﹇
城
ノ
艶
ハ
推
読
、
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈

城
為
尹
嘉
京
▼
鳳
正〔
似–

如
▼
正
〕–

﹇
後
筆
デ
山
榴
艶
似
火
ヲ
書
ク
﹈

雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
山
榴
艶
似
火
　
源
順
〕延

01
39–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一
三
九

マ
デ
ナ
シ
﹈【
古
今
四
九
五
、
新
撰
和
歌
】

01
39–

01
お
も
ひ
い
つ
る–

お
ん
ひ
い
つ
る
関
雲

01
39–

02
と
き
は
の
や
ま
の–

□
□
□
の
や
ま
の
﹇
摩
損
﹈
寂

01
39–

03
い
は
つ
ゝ
し–

□
は
つ
ゝ
し
﹇
摩
損
﹈
寂

01
39–

04
い
は
ね
は
こ
そ
あ
れ–

い
は
ね
は
そ
あ
る
尹

01
39–

05
恋
し
き
も
の
を

01
39–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
定
文
〕城–

〔
貞
文
〕関
京–

﹇
後
筆
デ
｛
平
｝
定
文
詠
云
々

ヲ
書
ク
〕雲–

〔
平
定
文
〕為
延
嘉
戊
▼
鳳
正
嵯–

〔
・貞
・文
（
平
定
文
イ
）

〕京

10
00–

22
款
冬–

款
冬〔
々
々
者
山
不
々
幾
也
〕関
雲–

款
冬〔
々
々
者
山
不
々
幾
欲

讒
誤
也
云
々
〕為–

款
冬〔
々
々
者
山
不
幾
也
俗
説
誤
云
々
〕﹇
▼
正
ハ
後

筆
注
記
﹈
益
▼
正–

ナ
シ
弘

01
40–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
】

01
40–

01
点
着
雌
黄
天
有
意

01
40–

02
款
冬
誤
綻
暮
春
風–

款
冬
誤
綻
暮
風
春
▼
嵯

01
40–

03
〔
ナ
シ
〕–

〔
白
〕★
葦–

〔
清
慎
公
〕﹇
嵯
ハ
切
断
ニ
ヨ
リ
「
公
」
ヨ
メ

ズ
﹈
寂
尹
嘉
京
▼
嵯–

〔
清
慎
公
　
題
可
尋
〕﹇
弘
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ

後
﹈為
弘
延
▼
正–

〔
・清
・慎
・公（
田
達
音
）　
題
可
尋
〕﹇
朱
﹈為–

〔
清
慎

公
　
田
達
音
イ
〕京–

〔
田
達
音
〕戊–

〔
題
款
冬
　
清
慎
公
〕▼
鳳

01
41–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
】

01
41–

01
書
窓
有
巻
相
収
拾–

﹇
校
本
ハ
巻
ニ
校
異
ヲ
採
ル
ガ
異
体
字
ト
ミ
ナ
ス
﹈

★
葦

01
41–

02
詔
紙
無
文
未
奉
行–

詔
無
文
未
奉
行
、
公–

詔
紙
無
文
未
拳
行
、
益

01
41–

03
〔
保
胤
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
慶
保
胤
　
題
黄
花
〕﹇
弘
延
▼
正
ハ
作
者
名

ガ
後
﹈為
弘
延
▼
正–

〔
保
胤
　
題
蕙
花
〕﹇
蕙
ニ
黄
ヲ
傍
記
﹈★
京–

〔
保

胤
　
題
黄
花
〕▼
鳳

01
42–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
万
葉
、
六

帖
】

01
42–

01
か
は
つ
な
く

01
42–
02
か
み
な
ひ
か
は
に–

神
並
川
に
公–

神
な
ひ
か
は
に
葦
益
戊
▼
鳳–

か
み

な
み
か
は
に
為
弘
嘉–

神
な
み
河
に
延–

か
み
な
ひ
山
に
嘉
京–

か
み
な

ひ
・山
・に
（
川
に
　
の
）
嘉–

神
な
ひ
山
（
河
）
に
戊–

神
な
ひ
や
ま
に
▼

嵯
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01
42–

03
か
け
み
え
て

01
42–

04
い
ま
や
ち
る
ら
ん–

い
ま
や
さ
く
ら
ん
﹇
嘉
ノ
ん
ハ
不
明
﹈
城
関
雲
葦

寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
鳳
正
嵯–

今
歟
臨
嵐
﹇
臨
カ
﹈
公–

い
ま
か

さ
く
ら
ん
、
★
尊

01
42–

05
や
ま
ふ
き
の
は
な

01
42–

06
〔
厚
見
女
皇
〕–

〔
厚
見
女
王
〕城
関
雲
葦
寂
為
京
益
▼
嵯–

〔
ナ
シ
〕公

尊
戊–
〔
女
王
〕弘
延–

〔
厚
見
王
〕尹
▼
鳳–

〔
・厚
・見
・女
・王
（
貫
之
イ
）
〕

京–

〔
広
見
王
女
〕▼
正

01
43–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
戊
益
▼
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈【
拾

遺
抄
四
九
、
拾
遺
七
二
】

01
43–

01
わ
か
や
と
の

01
43–

02
や
へ
山
吹
は–

や
へ
や
ま
ふ
き
の
★
伊
為
延
益
▼
鳳
嵯–

野
邊
の
山
吹
、

尹–

や
へ
の
や
ま
ふ
き
尊

01
43–

03
ひ
と
へ
た
に–

ひ
と
え
た
に
﹇
他
本
﹈
城
戊–
ひ
と
枝
に
尹

01
43–

04
ち
り
の
こ
ら
な
ん–

ち
り
の
こ
り
な
ん
延

01
43–

05
は
る
の
か
た
み
に–

﹇
校
本
「
七
字
写
し
誤
り
右
旁
に
訂
正
せ
り
」
ト

ス
ル
、
傍
記
ハ
は
る
の
か
た
み
な
ト
ア
ル
カ
﹈
城

01
43–

06
〔
兼
盛
〕–

〔
ナ
シ
〕城
公
尊–

〔
兼
盛
〕﹇
底
本
粘
ト
異
同
無
﹈★
伊–

〔
平

兼
盛
〕嘉–

〔
兼
盛
　
ヨ
ミ
人
シ
ラ
ス
　
ユ
ヽ
シ
ウ
ヨ
キ
〕▼
鳳

20
00–

01
夏

20
00–

02
更
衣

01
44–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

01
44–

01
背
壁
残
灯
経
宿
焰–

背
壁
灯
残
経
宿
焰
、
城
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊

戊
▼
鳳
正
嵯

01
44–

02
開
箱
衣
帯
隔
年
香

01
44–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
早
夏
晩
興
〕﹇
為
ハ
朱
デ「
晩
」ニ「
暁
」

ヲ
傍
記
、
延
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延–

〔
白
　
早
夏
暁
興
〕﹇
▼
正
ハ
作

者
名
ガ
後
﹈
京
▼
正–

〔
白
　
早
夏
暁
興
贈
　
夢
得〔
七
七
〕〕▼
鳳

01
45–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
文
草
】

01
45–

01
生
衣
欲
待
家
人
着

01
45–

02
宿
醸
当
招
邑
老
酣

01
45–

03
〔
讃
州
作
　
菅
〕–

〔
菅
〕伊
寂
戊
▼
嵯–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
三
月
廿
六
日

讃
州
作
　
菅
〕﹇
為
ハ
「
惜
春
也
」
ヲ
朱
書
﹈
為
▼
鳳–

〔
菅
丞
相
〕弘–

〔
三
月
廿
六
日
　
菅
丞
相
〕延
▼
正〔
廿–

十
▼
正
〕–

〔
讃
州
〕尹–

〔
菅

　
讃
州
ニ
テ
作
〕京

01
46–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
拾
遺
抄
五

五
、
拾
遺
八
一
、
六
帖
、
重
之
】

01
46–

01
は
な
の
い
ろ
に–

は
な
の
な
の
い
ろ
に
城

01
46–

02
そ
め
し
た
も
と
の–

そ
め
し
お
も
ひ
の
延–

そ
め
し
袖
の
嘉

01
46–

03
を
し
け
れ
は

01
46–

04
こ
ろ
も
か
へ
う
き–

こ
ろ
ん
か
へ
う
き
関
雲

01
46–

05
今
日
に
も
あ
る
か
な

01
46–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
重
之
〕伊
為
弘
尹
戊
▼
鳳
正–

〔
貫
之
〕﹇
朱
﹈
寂–

〔
源
重

之
〕嘉–

〔
貫
之
　
重
之
イ
〕▼
嵯

20
00–

03
首
夏

01
47–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

01
47–

01
甕
頭
竹
葉
経
春
熟

01
47–

02
階
底
薔
薇
入
夏
開

01
47–
03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊–

〔
白
　
薔
薇
正
開
春
酒
初
熟
〕為
延〔
白–

ナ

シ
延
〕–

〔
白
　
薔
薇
正
開
春
　
開
初
熟〔
二
七
〕〕▼
鳳

01
48–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
】

01
48–

01
苔
生
石
面
軽
衣
短
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01
48–

02
荷
出
池
心
小
蓋
疎–

荷
出
池
心
少
蓋
疎
、寂
葦
為
延–

荷
出
池
心
・少（
小
）

蓋
疎
﹇
朱
﹈
為–

荷
出
池
水
少
蓋
疎
▼
正

01
48–
03
〔
物
部
安
興
〕–

﹇
安
興
ハ
推
読
﹈
城–

〔
安
興
〕関
雲
▼
嵯–

〔
ナ
シ
〕公

弘
尊–

〔
物
部
女
興
〕★
葦–

〔
物
部
安
興
　
首
夏
作
〕﹇
延
ハ
作
者
名
ガ

後
﹈
為
延
▼
鳳〔
物
部–

物
陪
、
延
〕–

〔
物
部
安
奥
〕嘉–

〔
題
可
尋
　
物

部
安
興
〕▼
正

01
49–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
拾
遺
抄
五

八
、
拾
遺
八
○
、
順
】

01
49–

01
わ
か
や
と
の

01
49–

02
か
き
ね
や
は
る
を

01
49–

03
へ
た
つ
ら
ん–

へ
た
る
ら
ん
嘉

01
49–

04
な
つ
き
に
け
り
と

01
49–

05
み
ゆ
る
う
の
は
な

01
49–

06
〔
順
〕–

〔
ナ
シ
〕公
葦
尊
戊

20
00–

04
夏
夜–

夏
、
延

01
50–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

01
50–

01
風
吹
枯
木
晴
天
雨

01
50–

02
月
照
平
沙
夏
夜
霜–

月
照
・平
（
平
歟
）
沙
夏
夜
霜
、
★
伊–

月
照
平
砂
夏

夜
霜
▼
鳳
正
嵯

01
50–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
江
楼
夕
望
〕﹇
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈

為
延
▼
正〔
夕–

多
、
延
〕–

〔
白
　
江
楼
夕
望
招
客〔
二
十
〕〕▼
鳳

01
51–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

01
51–

01
風
生
竹
夜
窓
間
臥

01
51–

02
月
照
松
時
台
上
行

01
51–

03
〔
白
〕–

〔
同
〕★
関
雲
葦–

〔
ナ
シ
〕公
延
尊–

〔
白
　
早
夏
閑
斎
独
処
〕

為–

〔
白
　
閑
窓
独
処
〕嘉–

〔
白
　
早
夏
閑
斎
独
居〔
二
九
〕〕▼
鳳

01
52–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
】

01
52–

01
空
夜
窓
閑
蛍
度
後

01
52–

02
深
更
軒
白
月
明
初–

深
更
軒
｛
白
｝
月
明
初
、
雲–

五
更
軒
白
月
明
初
、

葦–

深
更
軒
白
月
明
・時
（
初
）
嘉–

深
更
軒
白
月
明
・前
（
初
）
京

01
52–

03
〔
白
〕–

〔
紀
〕城
関
雲
葦
戊–

〔
ナ
シ
〕公
寂
尊–

〔
紀
　
夜
飲
帰
房
〕為–

〔
紀
納
言
〕弘
尹
嘉
▼
嵯–

〔
紀
納
言
　
白
イ
〕弘–

〔
夜
飲
帰
房
　
紀
納

言
〕﹇
京
▼
鳳
ハ
詩
題
ガ
後
、
京
ハ
飲
カ
﹈
★
延
京
▼
鳳
正

01
53–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
】

01
53–

01
な
つ
の
よ
を

01
53–

02
ね
ぬ
に
あ
け
ぬ
と

01
53–

03
い
ひ
お
き
し

01
53–

04
ひ
と
は
も
の
を
や

01
53–

05
お
も
は
さ
り
け
む–

お
も
は
さ
る
ら
ん
伊
尹–

お
ん
は
さ
り
け
む
関

雲–

お
も
ひ
さ
り
け
ん
延

01
53–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
人
丸
〕城
▼
正
嵯–

〔
明
日
香
王
子
イ
或
ニ
ハ
人
丸
〕尹–

〔
赤
人
〕為
嘉

01
54–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》【
万
葉
、
拾

遺
抄
八
〇
、
拾
遺
一
二
五
、
六
帖
、
人
麿
】

01
54–

01
ほ
と
ゝ
き
す

01
54–

02
な
く
や
さ
つ
き
の

01
54–

03
み
し
か
よ
も–

み
し
か
よ
ん
関
雲

01
54–

04
ひ
と
り
し
ぬ
れ
は–

ひ
と
｛
り
｝
し
ぬ
れ
は
﹇
同
筆
﹈
城

01
54–

05
あ
か
し
か
ね
つ
も–

あ
か
し
か
ね
つ
ん
関–

あ
か
し
か
ね
つ
ゝ
為
尹

01
54–
06
〔
人
丸
〕–

〔
同
〕城–

〔
ナ
シ
〕公
寂
尹
京
尊
戊–

﹇
弘
重
出
、
異
同
無
﹈

★
弘–

〔
人
丸
　
ヨ
ミ
人
シ
ラ
ス
〕▼
鳳–

〔
同
人
〕▼
嵯

01
55–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
戊
▼
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈【
古

今
一
五
六
、
継
色
紙
、
新
撰
万
葉
、
新
撰
和
歌
、
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
】
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01
55–

01
な
つ
の
よ
の–

な
つ
の
よ
は
為
弘
尹
嘉
戊
▼
正
嵯

01
55–
02
ふ
す
か
と
す
れ
は

01
55–
03
ほ
と
ゝ
き
す–

お
の
つ
か
ほ
と
ゝ
き
す
伊

01
55–

04
な
く
ひ
と
こ
ゑ
に

01
55–

05
あ
く
る
し
の
ゝ
め–

あ
く
る
・ひ
・と
・こ
・ゑ
（
し
の
ゝ
め
）﹇
左
側
傍
記
﹈

雲

01
55–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
貫
之
〕城
寂
為
弘
延
尹
戊
▼
鳳
正
嵯–

〔
已
上
人
丸
〕嘉–

〔
貫
之
　
ユ
ヽ
シ
ウ
ヨ
キ
　
古
〕▼
鳳

20
00–

05
端
午

01
56–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
草
】

01
56–

01
有
時
当
戸
危
身
立

01
56–

02
無
意
故
園
任
脚
行–

無
情
故
園
任
脚
行
、城–
無
心
故
園
任
脚
行
、公–

無

意
故
園
信
脚
行
、
尹
尊

01
56–

03
〔
艾
人
　
菅
〕–

﹇
人
ハ
推
読
﹈
城–

〔
菅
〕伊
戊
▼
嵯–
〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
端
午
日
賦
　
艾
人
　
菅
〕為
延
▼
鳳
正〔
賦–

ナ
シ
▼
鳳
〕〔
菅–

菅
丞
相

▼
正
〕–

〔
菅
丞
相
〕弘–

〔
賦
艾
人
　
菅
〕尹

01
57–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
、
嵯

ハ
片
仮
名
行
間
補
入
﹈【
頼
基
】

01
57–

01
わ
か
こ
ま
と–

﹇
後
筆
デ
こ
ノ
上
カ
ラ
つ
ヲ
書
ク
カ
﹈
城–

わ
か
つ
ま
に

嘉–

わ
か
つ
ま
と
▼
正

01
57–

02
け
ふ
に
あ
ひ
く
る–

け
ふ
に
あ
ひ
つ
る
嘉

01
57–

03
あ
や
め
く
さ

01
57–

04
お
ひ
お
く
る
ゝ
や

01
57–

05
ま
く
る
な
る
ら
ん

01
57–

06
〔
頼
基
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊

01
58–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
拾
遺
抄

七
〇
、
拾
遺
一
〇
九
、
能
宣
】

01
58–

01
き
の
ふ
ま
て–

昨
ま
て
▼
久

01
58–

02
よ
そ
に
お
も
ひ
し–

よ
そ
に
お
ん
ひ
し
雲

01
58–

03
あ
や
め
く
さ

01
58–

04
け
ふ
わ
か
や
と
の

01
58–

05
つ
ま
と
み
る
か
な–

つ
ま
と
見
る
ら
ん
延

01
58–

06
〔
能
宣
〕–

〔
ナ
シ
〕公
京
尊–

〔
大
中
臣
能
宣
〕延

20
00–

06
納
涼

01
59–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

01
59–

01
青
苔
地
上
銷
残
雨–

青
苔
地
上
消
残
雨
、
城
伊
公
葦
寂
為
弘
延
嘉
京
尊

▼
久
鳳
正–

青
苔
地
・上
（
上
歟
）
消
残
雨
、
★
伊–

青
苔
地
上
・消
（
銷
）

残
雨
﹇
朱
﹈
為–

青
苔
地
上
消
残
・雨
（
暑
）
▼
鳳–

青
苔
地
上
・銷
（
消
）

残
雨
▼
嵯–

【
三
木
】
暑
・
雨

01
59–

02
緑
樹
陰
前
逐
晩
涼

01
59–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕関
雲
公
寂
尊–

〔
白
　
池
上
逐
涼
〕﹇
京
▼
正
ハ
作
者
名

ガ
後
﹈
為
延
嘉
京
▼
鳳
正〔
池
上
逐
涼–

池
上
逐
涼〔
七
六
〕▼
鳳
〕

01
60–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

01
60–

01
露
簟
清
熒
迎
夜
滑
﹇
★
底
本
変
更
﹈–

露
簟
清
瑩
迎
夜
滑
﹇
校
本
ノ
★

雲
別
ハ
不
審
﹈
雲
寂
延
尹
嘉
京
▼
正–

﹇
異
同
無
﹈
★
弘

01
60–

02
風
襟
蕭
灑
先
秋
涼–

風
襟
簫
灑
先
秋
涼
、
城–

風
襟
蕭
灑
秋
涼
、
公–

風

襟
蕭
・灑
（
洒
）
先
秋
涼
﹇
朱
﹈
為

01
60–

03
〔
白
〕–

〔
同
〕伊
葦–

〔
ナ
シ
〕関
雲
公
寂
尊–

〔
白
　
池
上
夜
憶
〕﹇
▼

正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
▼
鳳
正〔
池
上
夜
憶–

池
上
夜
憶〔
六
二
〕▼

鳳
〕–
〔
白
　
池
上
・秋
（
夜
イ
）
憶
〕京
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01
61–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

01
61–
01
不
是
禅
房
無
熱
到–

【
三
木
】
可
・
不

01
61–
02
但
能
心
静
即
身
涼

01
61–

03
〔
白
〕–

〔
恒
寂
師
房
　
白
〕﹇
城
ノ
房
ハ
推
読
、
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈

城
葦
尹
▼
久
嵯–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

〔
恒
寂
師
房
　
已
上
白
〕﹇
雲
ハ
師

房
ト
ヨ
メ
ル
カ
﹈
関
雲–

〔
已
上
白
〕寂–

〔
苔
熱
題
恒
寂
師
禅
室
　
白
〕

為–

〔
苦
熱
題
恒
寂
師
禅
寺
　
白
〕延–

〔
白
　
陪
寂
師
房
〕京–

〔
苔
熱

題
　
禅
室
　
恒
寂
師
房
　
白
〕▼
鳳

01
62–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
江
史

部
集
、
文
粋
】

01
62–

01
班
婕
妤
団
雪
之
扇–

斑
婕
妤
団
雪
之
扇
、
京
戊
▼
正

01
62–

02
代
岸
風
兮
長
忘

01
62–

03
燕
昭
王
招
涼
之
珠–

燕
照
王
招
涼
之
珠
、
城
関
雲
葦
京

01
62–

04
当
沙
月
兮
自
得–

当
沙
月
〈
而
〉
自
得
、
為–
当
砂
月
兮
自
得
、
嘉
京

戊

01
62–

05
〔
匡
衡
〕–

〔
避
暑
対
水
石
　
匡
衡
〕﹇
城
ノ
水
石
ハ
推
読
﹈
城
関
葦
尹

益
▼
久–

﹇
後
筆
デ
避
暑
対
水
石
ヲ
書
ク
〕雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
避
暑

対
水
石
序
　
江
匡
衡
〕﹇
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
為
延
▼
嵯〔
序–
ナ
シ
▼

嵯
〕–

〔
江
匡
衡
〕弘–

〔
題
対
水
石
序
　
江
匡
衡
〕嘉–

〔
匡
衡
　
避
暑
対

水
・上
（
石
イ
）
〕京–

〔
避
暑
対
水
石
序
　
匡
衡
〕▼
鳳
正

01
63–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
草
】

01
63–

01
臥
見
新
図
臨
水
障

01
63–

02
行
吟
古
集
納
涼
詩

01
63–

03
〔
菅
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
夏
日
偶
興
　
菅
〕為
延
嘉
京
▼
鳳
正〔
菅–

菅

丞
相
▼
正
〕–

〔
菅
丞
相
〕弘–

〔
夏
日
偽
興
　
菅
〕尹–

〔
菅
　
夏
日
偶
・興

（
奥
）
〕京

01
64–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

01
64–

01
池
冷
水
無
三
伏
夏

01
64–

02
松
高
風
有
一
声
秋

01
64–

03
〔
英
明
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
源
英
明
　
夏
日
閑
適
〕為
延–

〔
英
明
　
夏

日
閑
適
　
イ
本
移
点
也
云
々
〕京–

〔
英
明
　
夏
日
閑
遍
〕嘉–

〔
夏
日
閏

適
　
英
明
〕▼
鳳–

〔
夏
日
　
英
明
〕▼
正

01
65–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
六
帖
】

01
65–

01
す
ゝ
し
や
と

01
65–

02
く
さ
む
ら
こ
と
に–

く
さ
ん
か
ら
こ
と
に
伊

01
65–

03
た
ち
よ
れ
は–

た
ち
よ
れ
と
関
公
益–

立
よ
れ
・と
（
は
）
益

01
65–

04
あ
つ
さ
そ
ま
さ
る–

あ
つ
さ
そ
ま
る
為

01
65–

05
と
こ
な
つ
の
は
な

01
65–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
中
務
〕寂
弘
延
尹
京
▼
正
嵯–

〔
躬
恒
〕嘉

01
66–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
麗
花
、

中
務
】

01
66–

01
し
た
く
ゝ
る–

し
た
く
る
ゝ
弘

01
66–

02
み
つ
に
あ
き
こ
そ–

﹇
こ
そ
ハ
み
て
カ
﹈
▼
久–

み
つ
に
や
あ
き
の
▼

嵯

01
66–

03
か
よ
ふ
な
れ–

か
よ
ふ
ら
し
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
尊
益
戊
▼
久
鳳

正
嵯–

か
よ
ひ
け
れ
嘉

01
66–

04
む
す
ふ
い
つ
み
の

01
66–

05
て
さ
へ
す
ゝ
し
き–

く
さ
そ
す
ゝ
し
き
嘉–

て
さ
え
す
ゝ
し
く
京

01
66–
06
〔
中
務
〕–

〔
ナ
シ
〕公
延
尹
尊–

〔
同
〕寂
弘
京–

〔
同
人
〕▼
嵯

01
67–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈

【
拾
遺
抄
八
三
、
拾
遺
一
三
一
】

01
67–

01
ま
つ
か
け
の
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01
67–

02
い
は
ゐ
の
み
つ
を–

い
は
ゐ
の
｛
水
ヲ
｝
城

01
67–

03
む
す
ひ
つ
ゝ–

ん
す
ひ
あ
け
て
城
関
雲
公
寂
為
弘
延
尹
嘉
尊
益
戊
▼
久

鳳
正
嵯–

む
す
ひ
あ
け
て
関
雲
公
弘
延
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯

01
67–
04
な
つ
な
き
と
し
と

01
67–

05
お
も
ひ
け
る
か
な–

お
も
ひ
ぬ
る
か
な
関
雲
公–

お
ん
ひ
ぬ
る
か
な
関

雲–
思
寝
可
那
、
公

01
67–

06
〔
恵
慶
〕–
〔
兼
盛
　
或
本
恵
慶
〕城–

〔
ナ
シ
〕伊
公
延
尊
▼
鳳–

〔
恵
慶

法
師
〕為
戊
▼
正
嵯

20
00–

07
晩
夏

01
68–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、

佳
句
】

01
68–

01
竹
亭
陰
合
偏
宜
夏

01
68–

02
水
檻
風
涼
不
待
秋

01
68–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
和
裼
尚
書
夏
日
遊
水
亭
〕為–

〔
夏
日

遊
水
亭
　
白
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
延
嘉
京–
〔
白
　
和
楊
尚
書
夏
日
遊

水
亭
〕﹇「
日
」
ノ
字
不
明
﹈
里–

〔
白
　
夏
日
遊
永
安
水
亭〔
七
八
〕〕▼

鳳

01
69–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
新
古

今
二
八
三
、
忠
岑
】

01
69–

01
な
つ
は
つ
る

01
69–

02
あ
ふ
き
と
あ
き
の

01
69–

03
し
ら
つ
ゆ
と–

し
ら
つ
ゆ
は
▼
鳳

01
69–

04
い
つ
れ
か
ま
つ
は–

い
つ
れ
か
さ
き
に
（
ま
つ
は
）﹇
同
筆
﹈
為–

い
つ

れ
か
さ
き
に
弘
尹
京

01
69–

05
お
か
む
と
す
ら
ん–

を
き
ま
さ
る
ら
ん
城
寂
為
弘
尹
嘉
里
京
戊
▼
嵯–

歓

置〔
止
〕覧
、
公

01
69–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
貫
之
〕嘉–

〔
凡
河
内
躬
恒
〕里

01
70–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈

【
六
帖
、
順
】

01
70–

01
ね
き
こ
と
も–

ね
き
こ
と
ん
関
雲
葦

01
70–

02
き
か
て
あ
ら
ふ
る–

き
か
す
あ
ら
ふ
る
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
嘉
里
▼

久
正–

き
か
す
い
ふ
な
り
□
（
あ
ら
ふ
る
か
み
た
ち
も
）﹇
□
ハ
神
ノ
偏

部
カ
﹈
城–

不
聞
荒
振
、
公

01
70–

03
か
み
た
ち
も–

﹇
前
項
参
照
﹈
城–

か
み
た
に
も
関
雲
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉

尊
戊
▼
鳳
正
嵯–

か
み
た
に
ん
関
雲–

か
｛
み
｝
た
ち
も
▼
久

01
70–

04
け
ふ
は
な
こ
し
と–

け
ふ
・た
（
は
）
な
こ
し
と
城–

け
ふ
は
な
こ
し
の
葦

寂
▼
鳳

01
70–

05
ひ
と
は
い
ふ
な
り–

は
ら
へ
な
り
け
り
寂
葦–

人
は
い
ふ
め
り
尹–

は
ら

へ
と
い
ふ
な
り
▼
鳳

01
70–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
祓
　
愛
宮
〕城
関
雲
葦
延
里
▼
久
正
嵯–

〔
愛
宮
〕為–

〔
斎

宮
女
御
〕嘉–

〔
愛
子
〕▼
鳳

20
00–

08
橘
花–

花
橘
、城
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正–

盧
橘
、

弘
▼
嵯–

・花
（
盧
　
廬
）
橘
▼
鳳

01
71–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文

集
、
佳
句
】

01
71–

01
盧
橘
子
低
山
雨
重–

・盧
（
廬
）
橘
子
低
山
雨
重
▼
鳳

01
71–

02
栟
櫚
葉
戦
水
風
涼–

栟
梠
葉
戦
水
風
涼
、
関
雲–

栟
桐
葉
戦
水
風
涼
、
葦

京
里
益–

併
櫚
葉
戦
水
風
涼
、
寂

01
71–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
西
湖
晩
帰
望
孤
山
寺
　
白
〕為
延
嘉
里

〔
湖–

湘
、
里
〕〔
望–

廻
望
、
嘉
〕〔
孤
山
寺–

松
山
寺
、
嘉
〕–

〔
潮
寺
秋
興

　
白
〕尹–

〔
白
　
西
湖
晩
帰
望
孤
山
寺
贈
諸
客〔
二
十
〕〕▼
鳳

01
72–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

01
72–

01
枝
繫
金
鈴
春
雨
後–

枝
繫
金
鈴
春
後
雨
、
城–

﹇
校
本
ハ
後
ヲ
別
字
ト
ス

ル
ガ
不
要
﹈
★
公
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01
72–

02
花
薫
紫
麝
凱
風
程
﹇
凱
ト
山
＋
豆
＋
風
ハ
同
字
﹈–

花
薫
紫
麝
〓
〈
風
〉

程
、
城–

華
薫
紫
麝
凱
風
程
、
嘉–

花
薫
紫
麝
〓
風
程
﹇
為
旁
朱
、
里
旁

書
「
暁
イ
」﹈
為
里

01
72–
03
〔
後
中
書
王
〕–

﹇
王
ハ
推
読
﹈
城–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
後
中
書
王
　
盧

橘
〕為
里–

〔
花
橘
詩
　
後
中
書
王
〕延
京
▼
鳳–

〔
後
中
書
□
〕﹇
切
断
﹈

益
▼
嵯

01
73–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
古

今
一
三
九
、
新
撰
和
歌
】

01
73–

01
さ
つ
き
ま
つ

01
73–

02
は
な
た
ち
は
な
の

01
73–

03
か
を
か
け
は

01
73–

04
む
か
し
の
ひ
と
の–

ん
か
し
の
ひ
と
の
城
関–

昔〔
の
〕人
、
★
公

01
73–

05
そ
て
の
か
そ
す
る

01
73–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
業
平
〕﹇
寂
ハ
朱
﹈
寂
為
弘
★
延
▼
正–

〔
伊
勢
〕嘉–

〔
読

人
不
知
〕▼
嵯

01
74–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
益
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
尊
ナ

シ
、
▼
鳳
ハ
片
仮
名
細
字
書
入
「
イ
有
」
ト
付
ス
﹈
　
六
帖
、
新
古
今

二
四
四
】

01
74–

01
ほ
と
ゝ
き
す

01
74–

02
は
な
た
ち
は
な
の

01
74–

03
か
を
と
め
て

01
74–

04
な
く
は
む
か
し
の–

な
く
や
む
か
し
の
▼
嵯

01
74–

05
人
や
こ
ひ
し
き

01
74–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
冷
泉
院
御
製
〕尹–

〔
読
人
不
知
〕嘉

20
00–

09
蓮

01
75–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一

八
八
マ
デ
ナ
シ
、「
蓮
」
ノ
題
有
﹈【
文
集
、
佳
句
】

01
75–

01
風
荷
老
葉
蕭
条
緑–

風
荷
老
葉
簫
条
緑
、
城

01
75–

02
水
蓼
残
花
寂
漠
紅–

水
蓼
残
花
寂
寞
紅
、
城
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里

京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

〔
水
蓼–

蓼
水
▼
嵯
〕

01
75–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
寂
尊–

〔
白
　
縣
西
郊
秋
寄
馬
造
〕﹇
延
ハ
作
者
名

ガ
後
﹈
為
延
里–

〔
白
　
懸
西
郊
秋
寄
贈
馬
造〔
二
三
〕〕▼
鳳

01
76–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一

八
八
マ
デ
ナ
シ
﹈【
文
集
、
佳
句
】

01
76–

01
葉
展
影
翻
当
砌
月–

葉
展
影
当
飛
翻
砌
月
﹇
雲
ハ
飛
ニ
ミ
セ
ケ
チ
、
翻

ヲ
当
ノ
前
ニ
移
ス
符
号
有
、
後
筆
カ
﹈
関
雲

01
76–

02
花
開
香
散
入
簾
風

01
76–

03
〔
白
〕–

〔
階
下
蓮
　
白
〕﹇
城
ノ
蓮
ハ
推
読
、
関
ノ
白
ハ
同
カ
、
京
ハ
詩

題
ガ
後
﹈
城
関
為
延
京
里
▼
久
鳳
正–

〔
同
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
階
下
蓮
ヲ

書
ク
﹈
★
雲
葦–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
已
上
白
〕寂–

〔
階
下
蓮
〕尹

01
77–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一

八
八
マ
デ
ナ
シ
﹈【
丁
卯
・
佳
句
】

01
77–

01
煙
開
翠
扇
清
風
暁

01
77–

02
水
泛
紅
衣
白
露
秋–

水
浮
紅
衣
白
露
天
▼
嵯

01
77–

03
〔
許
渾
〕–

﹇
渾
ハ
推
読
﹈
城–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
許
渾
　
題
雲
陽
駅
四

亭
蓮
池
〕﹇
延
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
里
▼
鳳〔
四–

西
、
延
里
▼
鳳
〕〔
蓮

池–

蓮
花
、
延–

蓮
、
里–

蓮
江
▼
鳳
〕–

〔
白
　
蓮
池
　
許
渾
〕★
京

01
78–

00
《
粘
城
伊
関
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
雲
ナ
シ
、
校

本
★
雲
校
異
ヲ
挙
グ
、
弘
ハ
一
八
八
マ
デ
ナ
シ
﹈【
】

01
78–

01
岸
竹
条
低
応
鳥
宿–

岸
竹
枝
低
応
鳥
宿
、関
葦
寂
尹
★
尊
戊
▼
鳳
正
嵯–

岸

竹
枝
位
応
鳥
宿
﹇
位
ニ
見
エ
ル
ガ
、
他
ト
比
較
シ
テ
低
ト
ミ
ナ
ス
モ
可
﹈

公–
岸
竹
条
低
鳥
応
宿
﹇
応
ニ
反
転
符
号
有
﹈
▼
久

01
78–

02
潭
荷
葉
動
是
魚
遊–

潭
｛
荷
｝
葉
動
是
魚
遊
、
★
伊–

﹇「
魚
」
後
補
﹈

寂
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01
78–

03
〔
在
昌
〕–

﹇
昌
ハ
推
読
﹈
城–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

〔
紀
在
昌
　
池
亭
眺

望
〕為–

〔
池
亭
晩
眺
　
紀
在
昌
〕延–

〔
紀
在
昌
〕嘉
里–

〔
在
昌
　
池

亭
眺
望
〕京–

〔
紀
在
昌
　
池
亭
晩
望
〕▼
鳳–

〔
池
亭
晩
望
　
在
昌
〕▼

正

01
79–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一

八
八
マ
デ
ナ
シ
﹈【
】

01
79–

01
縁
何
更
覓
呉
山
曲–

緑
何
更
覓
呉
山
曲
﹇
雲
ハ
後
筆
デ
緑
ヲ
縁
ニ
直
ス

カ
﹈
関

01
79–

02
便
是
吾
君
座
下
花–
﹇
君
吾
ト
シ
テ
反
転
符
号
有
﹈雲–

便
是
吾
君
下
花
、

公–

｛
便
｝
是
吾
君
座
下
花
、
延–

便
是
吾
君
座
下
華
、
京
▼
嵯

01
79–

03
〔
千
葉
蓮
〕–

〔
法
皇
御
賀
題
花
山
千
葉
蓮
花
　
醍
醐
御
製
〕﹇
城
ノ
御

賀
題
ト
蓮
ト
御
製
ハ
推
読
﹈
城
関
雲
京
▼
久〔
花
山–

華
山
、
関
〕〔
千
葉

蓮
花–

千
葉
蓮
、
★
関
雲
京
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

〔
醍
醐
御
製
〕葦
戊
▼

正
嵯〔
醍
醐–

酉
酉
▼
嵯
〕–

〔
延
喜
〕寂–
〔
題
花
山
千
葉
蓮
花
法
皇
御
賀

屛
風
〕為–

〔
花
山
千
葉
蓮
法
皇
御
賀
屛
風
　
醍
醐
御
製
〕★
延–

〔
花
山

千
葉
蓮
　
醍
醐
御
製
〕尹–

〔
法
皇
御
賀
屛
風
題
呉
山
千
葉
蓮
　
延
喜
御

製
〕嘉–

〔
花
山
千
葉
蓮
法
皇
御
賀
屛
風
詩
〕里–

〔
法
皇
御
賀
御
屛
風
題

華
山
千
葉
蓮
　
醍
醐
御
製
〕▼
鳳

01
80–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一

八
八
マ
デ
ナ
シ
﹈【
本
朝
麗
藻
】

01
80–

01
経
為
題
目
仏
為
眼

01
80–

02
知
汝
花
中
植
善
根–

知
汝
花
｛
中
｝
植
善
根
、
為–

知
汝
花
中
殖
善
根
、

嘉
▼
鳳

01
80–

03
〔
為
憲
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
源
為
憲
　
石
山
寺
池
蓮
〕﹇
▼
正
ハ
作
者

名
ガ
後
﹈
為
嘉
▼
鳳
正〔
源–

ナ
シ
▼
鳳
〕–

〔
石
山
池
蓮
　
源
為
憲
〕★

延–

〔
為
憲
　
石
山
小
池
イ
〕京–

〔
為
憲
　
百
山
寺
池
蓮
源
為
憲
蓮
花

書
百
願
文
〕里

01
81–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一

八
八
マ
デ
ナ
シ
﹈【
古
今
一
六
五
、
六
帖
、
遍
昭
】

01
81–

01
は
ち
す
は
の

01
81–

02
に
こ
り
に
そ
ま
ぬ–

に
こ
り
そ
ま
ぬ
城–

に
こ
り
に
し
ま
ぬ
関
雲
葦
寂
延

尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯

01
81–

03
こ
ゝ
ろ
も
て–

心
も
し
ら
す
（
て
）
★
城

01
81–

04
な
と
か
は
つ
ゆ
を–

な
に
か
は
つ
ゆ
を
為
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
鳳
正

01
81–

05
た
ま
と
あ
さ
む
く

01
81–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
良
僧
正
〕城
関
雲
寂
為
尹
嘉
里
京
戊
▼
久
鳳–

〔
明
日
香
王

子
〕▼
嵯

z0
11–

00
《
正
》【
】﹇
片
仮
名
細
字
書
入
﹈

z0
11–

01
妙
法
ノ

z0
11–

02
ハ
チ
ス
ノ
ハ
ナ
ノ

z0
11–

03
チ
ラ
ヌ
ト
キ

z0
11–

04
ミ
ヲ
イ
ト
ハ
ヌ
カ

z0
11–

05
人
ノ
ヲ
ラ
ヌ
ハ

z0
11–

06
〔
良
遍
僧
正
〕

20
00–

10
郭
公

01
82–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一

八
八
マ
デ
ナ
シ
﹈【
丁
卯
・
佳
句
】

01
82–

01
一
声
山
鳥
曙
雲
外–

一
声
山
鳥
暑
雲
外
、
嘉

01
82–

02
万
点
水
蛍
秋
草
中–

万
点
水
営
秋
草
中
、
嘉

01
82–

03
〔
許
渾
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
是
発
幽
居
将
尋
同
志
　
許
渾
〕為
★
延
▼

鳳–

〔
許
渾
　
早
発
幽
居
□
□
同
〕里

z0
12–
00
《
延
▼
貞
長
鳳
正
》﹇
嘉
ア
ル
イ
ハ
里
ハ
一
八
一
ノ
次
（
校
本
ハ
略
号

ド
チ
ラ
カ
誤
ル
カ
）、
▼
鳳
正
ハ
行
間
細
字
書
入
﹈【
】

z0
12–

01
去
歳
今
年
不
変
何
﹇
延
ニ
テ
入
力
﹈

z0
12–

02
郭
公
暁
枕
駐
声
過
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z0
12–

03
〔
ナ
シ
〕–

〔
此
詩
無
点
本
　
他
本
可
尋
之
〕嘉–

〔
イ
有
　
此
詩
不
載
江

本
〕﹇「
尋
同
志
」
ヲ
此
詩
ノ
注
ト
ミ
ル
カ
、
前
詩
ノ
注
ト
ス
ル
カ
、
鳳

ハ
前
詩
ノ
注
ニ
ミ
エ
ル
ガ
、
貞
和
本
ハ
此
詩
ノ
注
ト
ス
ル
ラ
シ
イ
、
原

典
ア
ル
イ
ハ
千
載
佳
句
ハ
如
何
﹈
鳳–

﹇「
此
詩
江
本
不
載
」
ト
ア
リ
﹈

▼
正

z0
13–

00
《
延
尹
▼
貞
鳳
正
》﹇
延
ハ
一
八
五
ノ
次
、
▼
正
ハ
二
行
書
和
歌
ノ
一

八
三
行
間
ニ
片
仮
名
細
字
書
入
﹈【
】

z0
13–

01
さ
つ
き
や
み
﹇
延
ニ
テ
入
力
﹈

z0
13–

02
く
ら
は
し
山
の

z0
13–

03
ほ
と
ゝ
き
す

z0
13–

04
お
ほ
つ
か
な
く
も

z0
13–

05
な
き
わ
た
る
か
な

z0
13–

06
〔
実
方
〕–

〔
ナ
シ
〕尹–

〔
実
方
　
証
本
無
之
〕﹇
鳳
ハ
朱
ニ
テ
行
間
細

字
書
入
﹈
▼
鳳

01
83–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一
八

八
マ
デ
ナ
シ
、
京
ナ
シ
﹈【
万
葉
】

01
83–

01
さ
つ
き
や
み–

さ
つ
き
や
・ま
（
み
）
雲

01
83–

02
お
ほ
つ
か
な
き
に–

お
ほ
つ
か
な
さ
に
寂–

不
審
に
公–
お
ほ
つ
か
な
き

を
尊

01
83–

03
ほ
と
ゝ
き
す

01
83–

04
な
く
な
る
こ
ゑ
の

01
83–

05
い
と
ゝ
は
る
け
さ–

い
と
ゝ
は
る
け
き
寂
為
延
尹
嘉
★
尊
戊
▼
鳳
正

嵯

01
83–

06
〔
明
香
王
子
〕–

〔
明
香
皇
子
〕城
嘉–

〔
ナ
シ
〕関
公
尊–

〔
明
日
香
皇

子
〕雲
▼
鳳–

〔
明
日
香
王
子
〕寂
葦
戊
▼
久
正
嵯

01
84–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一

八
八
マ
デ
ナ
シ
﹈【
拾
遺
抄
六
九
、
拾
遺
一
〇
六
、
六
帖
、
公
忠
】

01
84–

01
ゆ
き
や
ら
て

01
84–

02
や
ま
ち
く
ら
し
つ

01
84–

03
ほ
と
ゝ
き
す

01
84–

04
い
ま
ひ
と
こ
ゑ
の

01
84–

05
き
か
ま
ほ
し
さ
に–

き
ゝ
ま
ほ
し
さ
に
為–

き
か
ま
ほ
し
さ
よ
嘉

01
84–

06
〔
公
忠
〕–

〔
ナ
シ
〕公
里
尊–

〔
公
忠
弁
〕嘉
▼
正–

〔
忠
見
〕﹇
一
八
五

ノ
脱
ニ
ヨ
ル
﹈
京–

〔
此
宮
着
裳
屏
風
　
公
忠
〕▼
鳳

01
85–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一
八

八
マ
デ
ナ
シ
、
京
ナ
シ
﹈【
拾
遺
抄
六
六
、
拾
遺
一
〇
四
、
天
徳
四
年

内
裏
歌
合
】

01
85–

01
さ
よ
ふ
け
て–

さ
よ
ふ
か
く
尊

01
85–

02
ね
さ
め
さ
り
せ
は

01
85–

03
ほ
と
ゝ
き
す

01
85–

04
ひ
と
つ
て
に
こ
そ–

ひ
と
つ
｛
て
｝
に
こ
そ
﹇
同
筆
﹈
城

01
85–

05
き
く
へ
か
り
け
れ–

き
か
・ま
・ほ
・し
・け
・れ
（
く
へ
か
り
け
れ
）﹇
同
筆
﹈

城

01
85–

06
〔
忠
見
〕–

﹇
見
ハ
推
読
﹈
城–

〔
忠
実
〕伊–

〔
ナ
シ
〕公
葦
尊–

〔
忠
□
〕

寂–

〔
忠
見
　
天
歴
哥
合
〕▼
鳳

20
00–

11
蛍
﹇
里
ハ
「
七
月
有
流
察
秋
季
候
見
此
星
察
秋
季
候
」
ト
ア
リ
﹈

01
86–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一

八
八
マ
デ
ナ
シ
﹈【
元
氏
長
慶
、
佳
句
】

01
86–

01
蛍
火
乱
飛
秋
已
近

01
86–

02
辰
星
早
没
夜
初
長–

辰
星
早
没
夜
始
長
、
関
雲
尹

01
86–

03
〔
元
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
元
稹
　
夜
坐
詩
〕為–

〔
夜
坐
　
元
稹
〕延
▼

正–

〔
元
積
　
座
坐
〕里–

〔
夜
坐
　
元
〕▼
鳳

01
87–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一

八
八
マ
デ
ナ
シ
﹈【
佳
句
】

01
87–

01
蒹
葭
水
暗
蛍
知
夜–

﹇
葭
蒹
ノ
蒹
ニ
反
転
符
号
﹈
粘
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01
87–

02
楊
柳
風
高
雁
送
秋

01
87–

03
〔
許
渾
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
許
渾
　
常
州
留
上
楊
給
事
〕﹇
延
ハ
作
者

名
ガ
後
、
里
ノ
「
事
」
ハ
不
明
﹈
為
延
里
▼
鳳

01
88–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
ハ
一

八
八
マ
デ
ナ
シ
﹈【
】

01
88–

01
明
々
仍
在

01
88–

02
誰
追
月
光
於
屋
上–

誰
迎
月
光
於
屋
上
、★
公–

誰
追
月
光
屋
上
、葦–

誰

・逐
（
追
）
月
光
於
屋
上
▼
鳳

01
88–

03
皓
々
不
消–

皓
々
不
銷
、
伊
尊

01
88–

04
豈
積
雪
片
於
床
頭

01
88–

05
〔
秋
蛍
照
帙
賦
　
紀
〕–
﹇
複
製
翻
刻
ハ
帙
ヲ
供
ト
ス
ル
﹈
粘–

〔
秋
蛍

照
〓
﹇
示
＋
失
﹈
賦
　
紀
〕城–
〔
紀
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
秋
蛍
照
帙
賦
ヲ

書
ク
﹈
伊
雲
寂–

〔
秋
蛍
照
秩
賦
　
紀
〕関–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
秋
蛍
照

帙
賦
　
紀
納
言
〕﹇
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
為
延
里
嘉
▼
鳳
正
嵯–

〔
秋
蛍

照
・□
（
襟
　
供
）
賦
　
紀
〕京–

〔
紀
〕戊

01
89–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

01
89–

01
山
経
巻
裏
疑
過
岫–

﹇
校
本
ハ
巻
ノ
校
異
ヲ
採
ル
ガ
異
体
字
ト
ミ
ナ
ス
﹈

★
葦

01
89–

02
海
賦
篇
中
似
宿
流

01
89–

03
〔
同
前
　
直
幹
〕–

〔
直
幹
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
同
上
ヲ
書
ク
﹈城
★
伊
雲
葦

寂
弘
尹
嘉
戊–

〔
秋
蛍
照
秩
　
直
幹
〕関–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
直
幹
　
同

上
題
〕為–

〔
同
題
　
直
幹
〕延
里
▼
正〔
直
幹–

橘
直
幹
▼
正
〕–

〔
直
幹

　
同
上
〕﹇
久
嵯
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈京
▼
久
嵯–

〔
同
　
直
幹
〕▼
鳳

01
90–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
新
勅

撰
集
一
八
一
】

01
90–

01
く
さ
ふ
か
く–

く
さ
ふ
か
き
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼

久
鳳
正
嵯

01
90–

02
あ
れ
た
る
や
と
の

01
90–

03
と
も
し
ひ
の–

と
も
し
｛
ひ
｝
の
﹇
後
補
﹈
城–

と
も
し
ひ
は
里

01
90–

04
か
せ
に
き
え
ぬ
は–

か
せ
に
き
え
せ
ぬ
尹
里
▼
嵯–

か
せ
に
き
え
〈
せ
〉

ぬ
尹

01
90–

05
ほ
た
る
な
り
け
り–

な
み
た
な
り
け
り
葦

01
90–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
赤
人
〕﹇
久
ハ
鉤
点
有
、
ミ
セ
ケ
チ
カ
﹈
為
弘
延
尹
嘉
京

戊
▼
久
正
嵯

01
91–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈

【
後
撰
二
〇
九
】

01
91–

01
つ
ゝ
め
と
ん–

つ
ゝ
め
と
も
関
弘
延
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

裹
友
、
公

01
91–

02
か
く
れ
ぬ
も
の
は

01
91–

03
な
つ
む
し
の

01
91–

04
み
よ
り
あ
ま
れ
る–

み
よ
・り
（
り
）
あ
ま
れ
る
★
城

01
91–

05
お
も
ひ
な
り
け
り–

お
ん
ひ
な
り
け
り
関
雲–

な
み
た
な
り
け
り
葦

01
91–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
忠
見
〕為
弘
延
尹
嘉
▼
久
正–

〔
桂
宮
童
女
〕戊

20
00–

12
蟬

01
92–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
】

01
92–

01
遅
々
兮
春
日–

遅
々
春
日
、
嘉
京

01
92–

02
玉
甃
暖
兮
温
泉
溢–

﹇
校
本
ハ
甃
ノ
瓦
ヲ
石
ト
ス
ル
ガ
、
瓦
ノ
崩
シ
ノ

誤
写
ト
ミ
ナ
ス
﹈
★
葦–

玉
甃
暖
兮
温
泉
溢
、
里–

玉
甃
煖
兮
温
泉
溢
、

戊

01
92–

03
嫋
々
兮
秋
風–

嫋
々
秋
風
、
嘉

01
92–

04
山
蟬
鳴
兮
宮
樹
紅–

山
蟬
鳴
宮
樹
紅
﹇
雲
ハ
後
筆
デ
｛
兮
｝
ヲ
書
ク
﹈
関

雲

01
92–

05
〔
麗
宮
高
　
白
〕–

〔
驪
宮
高
　
白
〕﹇
京
▼
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
城
伊

関
雲
葦
為
嘉
京
里
▼
鳳
嵯–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
〕寂
弘
戊–

〔
楽
府
驪

宮
高
　
白
〕延
▼
正–

〔
驪
宮
高
〕尹–

〔
白
　
麗
宮
高
〕▼
久
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01
93–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
佳

句
】

01
93–
01
千
峰
鳥
路
含
梅
雨

01
93–
02
五
月
蟬
声
送
麦
秋

01
93–

03
〔
李
嘉
祐
〕–

﹇
書
入
ア
ル
カ
ニ
ミ
エ
ル
ガ
ヨ
メ
ズ
﹈
城–

〔
ナ
シ
〕﹇
雲

ハ
後
筆
デ
李
嘉
祐
ヲ
書
ク
﹈
伊
関
雲
公
弘
尊
下–

〔
李
端
〕寂–

〔
李
嘉

祐
　
発
青
泥
店
至
長
安
県
西
渡
江
〕﹇
延
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
里
▼

鳳〔
李–

季
、
★
延
〕〔
泥–

渥
、
延
〕〔
長
安
県
西
渡
江–

口
余
県
□
渡
□
、

里–

長
県
西
渡
口
▼
鳳
〕–

〔
許
渾
〕尹–

〔〈
李
〉嘉
祐
　
許
渾
〕京–

〔
李

喜
祐
〕▼
正

01
94–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
久

ハ
行
間
細
字
書
入
﹈【
丁
卯
、
佳
句
】

01
94–

01
鳥
下
緑
蕪
秦
苑
寂–

﹇
苑
ト
菀
ハ
異
体
字
扱
イ
﹈城–

鳥
下
緑
蕪
秦
苑
夕
、

関
雲–

鳥
下
緑
蕪
秦
苑
静
、公
弘
延
里
▼
鳳
正–

〔
・静（
寂
）▼
鳳
〕–

【
三

木
】
夕
・
寂

01
94–

02
蟬
鳴
黄
葉
漢
宮
秋

01
94–

03
〔
許
渾
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊
戊–

〔
許
渾
　
咸
陽
宮
城
東
楼
〕﹇
延
ハ
作

者
名
ガ
後
﹈
為
延
▼
鳳〔
城–

賦
、
延
〕–

〔
菅
〕尹–

〔
題
咸
陽
東
楼
　
許

渾
〕﹇
詩
題
ハ
別
筆
﹈
京–

〔
許
渾
　
題
盛
陽
誠
東
楼
〕﹇
▼
正
ハ
作
者

名
ガ
後
﹈
里
▼
正–

〔
盛
陽
誠–

咸
陽
城
▼
正
〕

01
95–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文

草
】

01
95–

01
今
年
異
例
腸
先
断–

﹇
校
本
ハ
年
ノ
校
異
ヲ
採
ル
ガ
、
年
ノ
異
体
字
﹈
★

葦
為

01
95–

02
不
是
蟬
悲
客
意
悲

01
95–

03
〔
菅
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
聞
新
蟬
　
菅
〕為
京–

〔
聞
新
蟬
　
菅
丞

相
〕延
里
▼
正〔
聞–

ナ
シ
里
▼
正
〕–

〔
新
県
　
菅
〕▼
鳳

01
96–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

01
96–

01
歳
去
歳
来
聴
不
変–

年
去
歳
来
聴
不
変
、
城
関
雲–

・年
（
歳
）
去
歳
来
聴

不
変
、
雲

01
96–

02
莫
言
秋
後
遂
為
空–

莫
言
秋
後
送
為
空
、
公–

莫
言
秋
後
遂
・成
（
為
）
空

﹇
ト
モ
ニ
左
側
傍
記
﹈
★
弘
延–

莫
言
秋
後
遂
・為
（
成
）
空
﹇
左
側
傍
記
﹈

▼
鳳

01
96–

03
〔
紀
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
紀
納
言
　
聴
初
蟬
〕﹇
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ

後
﹈
為
延
里
▼
正–

〔
紀
納
言
〕弘
嘉
▼
嵯–

〔
聴
初
蟬
　
紀
〕▼
鳳

01
97–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

01
97–

01
な
つ
や
ま
の

01
97–

02
み
ね
の
こ
す
ゑ
し–

み
ね
の
こ
す
ゑ
の
城
公
寂
為
弘
延
尹
嘉
★
京
尊
戊

▼
鳳
正
嵯

01
97–

03
た
か
け
れ
は

01
97–

04
そ
ら
に
そ
せ
み
の–

空
に
そ
せ
ひ
の
城

01
97–

05
こ
ゑ
も
き
こ
ゆ
る–

こ
ゑ
は
き
こ
ゆ
る
城
関
雲
葦
寂
弘
延
尹
里
尊
下
戊

▼
久
鳳
正
嵯–

な
く
こ
ゑ
は
す
る
為
京–

音
は
き
こ
ゆ
る
嘉

01
97–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
人
丸
〕為
延
尹
嘉
▼
久
正–

〔
重
光
大
納
言
〕里

01
98–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ

シ
、
寂
ハ
哥
旁
ニ
朱
線
ヲ
引
ク
、
下
ハ
「
く
む
し
の
」
以
下
不
明
﹈【
後

撰
七
九
三
】

01
98–

01
こ
れ
を
み
よ–

こ
れ
を
み
む
寂–

こ
れ
を
・み
・よ
（
き
け
）
▼
鳳

01
98–
02
ひ
と
も
と
か
め
ぬ–

ひ
と
ん
と
か
め
ぬ
雲–

ひ
と
も
す
さ
め
ぬ
寂

01
98–
03
こ
ひ
す
と
て–

こ
ひ
を
し
て
寂–

た
（
こ
）
ひ
す
と
て
弘

01
98–

04
ね
を
な
く
む
し
の

01
98–

05
な
れ
る
す
か
た
を–

な
れ
る
す
か
た
よ
延
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01
98–

06
〔
重
光
大
納
言
〕–

〔
ナ
シ
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
重
光
大
納
言
ヲ
書
ク
、尹
ハ

「
本
无
」
ノ
二
字
ア
リ
﹈
関
雲
公
寂
尹
尊–

〔
大
納
言
重
光
〕▼
正

z0
14–
00
《
貞
▼
鳳
正
》﹇
鳳
正
ハ
片
仮
名
細
字
書
入
、
鳳
デ
入
力
﹈【
】

z0
14–
01
コ
ス
エ
ニ
テ–

コ
ス
ヱ
マ
テ
▼
正

z0
14–

02
モ
ノ
ナ
レ
タ
レ
ト

z0
14–

03
セ
ミ
ノ
コ
ヱ

z0
14–

04
キ
カ
ヌ
ハ
モ
ノ
ソ

z0
14–

05
サ
ヒ
シ
カ
リ
ケ
ル–
・サ
（
ワ
）
ヒ
シ
カ
リ
ケ
ル
▼
鳳

z0
14–

06
﹇
此
哥
江
本
無
﹈

20
00–

13
扇–

扇
﹇
江
本
無
扇
題
﹈
▼
鳳

01
99–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
】

01
99–

01
盛
夏
不
銷
雪–

盛
夏
不
消
雪
、
公
葦
為
弘
京
尊
▼
鳳–

盛
夏
不
・消
（
銷
）

雪
﹇
朱
﹈
為–

﹇
銷
ハ
糸
扁
カ
﹈
▼
久

01
99–

02
終
年
無
尽
風

01
99–

03
引
秋
生
手
裏

01
99–

04
蔵
月
入
懐
中–

蔵
月
入
壊
中
★
葦
★
延
里

01
99–

05
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
白
　
白
羽
扇
〕﹇
延
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為

延
▼
鳳–

〔
白
　
扇
詩
〕尹–

〔
白
　
五
言
絶
句
〕嘉

02
00–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
00–

01
不
期
夜
漏
初
分
後–

不
期
夜
漏
初
明
後
▼
正

02
00–

02
唯
翫
秋
風
未
至
前–

唯
・玩
（
翫
）
秋
風
未
至
前
﹇
朱
﹈
為–

唯
翫
秋
風
未

到
前
、
尊–

唯
翫
秋
風
未
・至
（
到
）
前
、
京

02
00–

03
〔
菅
三
品
〕–

〔
軽
扇
会
明
月
　
菅
三
〕﹇
会
ト
三
ハ
推
読
﹈城–

〔
菅
三
〕

﹇
雲
ハ
後
筆
デ
軽
扇
動
明
月
ヲ
書
ク
﹈
関
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
軽
扇
動

明
月
　
菅
三
品
〕﹇
京
ハ
動
ニ
「
似
イ
」
ヲ
傍
記
、
詩
題
ガ
後
﹈
葦
嘉

京
▼
久
鳳–

〔
軽
扇
揺
明
月
　
菅
三
〕為
延
▼
正〔
菅
三–

菅
三
品
、
延
▼

正
〕〔
揺–

動
、
尹
〕–

〔
翫
扇
動
明
月
　
菅
三
品
〕里–

〔
菅
〕▼
嵯

02
01–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
城
関
雲

ハ
二
〇
二
ノ
次
﹈【
拾
遺
抄
九
八
、
拾
遺
一
〇
八
八
、
円
融
院
資
子
内

親
王
乱
碁
歌
合
、
中
務
】

02
01–

01
あ
ま
の
か
は–

あ
き
の
か
は
▼
嵯

02
01–

02
ゝ
ゝ
へ
す
ゝ
し
き–

か｛
は
｝へ
す
ゝ
し
き
城–

か
は
せ
す
ゝ
し
き
京

02
01–

03
た
な
は
た
に–

た
な
は
た
の
尹–

た
な
は
た
は
▼
正

02
01–

04
あ
ふ
き
の
か
せ
を–

あ
ふ
き
の
か
せ
・に
（
を
）﹇
関
雲
ノ
を
﹇
字
母
乎
﹈

ハ
に
﹇
字
母
耳
﹈
ニ
誤
リ
ヤ
ス
イ
﹈
城

02
01–

05
な
ほ
や
か
さ
ま
し–

な
を
か
さ
ま
し
城

02
01–

06
〔
七
夕
扇
合
　
中
務
〕–

〔
同
　
中
務
〕城
関–

〔
中
務
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ

七
夕
扇
合
ヲ
書
ク
﹈
伊
雲
葦
弘
嘉
京
戊–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
中
務
　
七

夕
哥
合
〕▼
正–

﹇
作
者
名
ガ
先
﹈
▼
嵯

02
02–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
城
関
雲

ハ
二
○
一
ノ
前
﹈【
拾
遺
一
〇
八
九
、
円
融
院
資
子
内
親
王
乱
碁
歌
合
、

元
輔
】

02
02–

01
あ
ま
の
か
は

02
02–

02
あ
ふ
き
の
か
せ
に

02
02–

03
く
も
は
れ
て–

き
り
は
れ
て
城
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久

鳳
正
嵯

02
02–

04
そ
ら
す
み
わ
た
る–

そ
ら
す
み
□
た
る
﹇
か
ア
ル
イ
ハ
は
﹈
延

02
02–

05
か
さ
ゝ
き
の
は
し–

か
さ
ゝ
き
は
し
尹

02
02–

06
〔
同
前
　
元
輔
〕–

〔
七
夕
扇
合
　
元
輔
〕城
関–

〔
元
輔
〕﹇
雲
ハ
後
筆

デ
円
融
院
御
時
献
扇
　
中
務
ヲ
書
ク
、
書
入
箇
所
ヲ
誤
ル
カ
﹈
伊
雲
弘

嘉
京
戊
▼
嵯–

〔
ナ
シ
〕公
里
尊–

〔
同
上
　
同
人
〕延–

〔
同
前
　
清
原

元
輔
〕▼
久–

〔
同
天
　
元
輔
〕▼
鳳–

﹇
作
者
名
ガ
先
﹈
▼
正

02
03–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈【
中

務
】
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02
03–

01
き
み
か
て
に–

君
う
に
城–

き
み
な
か
て
に
★
雲

02
03–

02
ま
か
す
る
あ
き
の–

ま
か
す
る
・あ
・き
・の
（
扇
ノ
）﹇
校
本
「
扇
」
ノ
ミ
ダ

ガ
、複
製
本
ハ「
ノ
」モ
ミ
エ
ル
﹈★
城–

﹇
異
同
無
﹈★
伊
★
関
★
雲
★

公
★
葦
★
弘
★
延
★
尊–

あ
か
す
る
あ
ふ
き
の
為–

ま
か
す
る
あ
ふ
き
の

﹇
校
本
ハ
諸
本
ト
ス
ル
ガ
、
惠
阪
校
本
デ
ハ
貞
和
本
ノ
ミ
﹈
尹
里

02
03–

03
か
せ
な
れ
は

02
03–

04
な
ひ
か
ぬ
く
さ
も–

な
ひ
か
ぬ
く
さ
ん
関–

な
ひ
か
ぬ
く
さ
は
﹇
雲
ハ
も

ノ
意
ノ
ん
ヲ
は
ニ
誤
ル
カ
﹈
雲
為
弘
延
尹
里
戊
▼
正

02
03–

05
あ
ら
し
と
そ
お
も
ふ–
あ
ら
し
と
そ
お
ん
ふ
関
雲

02
03–

06
〔
中
務
〕–

〔
円
融
院
御
時
献
扇
　
中
務
〕﹇
城
ノ
扇
ハ
推
読
﹈城
▼
久
鳳

正–

〔
円
融
院
御
時
秋
扇
　
中
務
〕﹇
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
関
▼
嵯–

〔
ナ

シ
〕雲
公
葦
尊–

〔
円
融
院
御
献
・扇
・時
（
扇
合
　
本
）
　
中
務
〕為–

〔
献

扇
　
同
人
〕★
延–

〔
円
融
院
御
時
□
扇
〕尹–

〔
同
中
院
御
時
献
扇
〕﹇
別

筆
﹈
里

30
00–

01
秋

30
00–

02
﹇
里
ニ
「
百
八
首
百
三
兮
」
ト
ア
リ
﹈
立
秋

02
04–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

02
04–

01
蕭
颯
涼
風
与
悴
鬢–

蕭
颯
涼
風
与
衰
鬢
、
城
★
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹

里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

蕭
颯
涼
風
与
・悴
（
衰
イ
）
鬢
、
京

02
04–

02
誰
教
計
会
兮
一
時
秋–

誰
〈
教
〉
計
会
兮
一
時
秋
、
弘
▼
嵯

02
04–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

〔
白
　
立
秋
日
　
登
楽
遊
園
〕﹇
延
ハ
作
者

名
ガ
後
﹈
為
延
▼
鳳–

〔
白〔
十
九
〕〕▼
正

02
05–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
05–

01
鶏
漸
散
間
秋
色
少–

鶏
漸
散
間
秋
色
多
、
★
葦

02
05–

02
鯉
常
趨
処
晩
声
微–

鯉
頻
趨
処
晩
声
微
、
城
京〔
頻–

・頻
（
常
イ
）
★

京
〕

02
05–

03
〔
保
胤
〕–

〔
於
菅
師
匠
旧
亭
賦
一
葉
落
庭
時
　
保
胤
〕﹇
城
ノ
旧
ト
落

ハ
推
読
﹈
城
関
為
▼
鳳〔
時–

時
賦
、
為
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

﹇
後
筆
デ

於
菅
師
匠
旧
亭
賦
一
葉
落
庭
時
ヲ
書
ク
、
□
ヲ
落
ニ
直
ス
カ
﹈
雲–

〔
於

菅
師
匠
旧
亭
一
葉
落
時
　
慶
保
胤
〕★
延–

〔
一
葉
落
庭
時
　
保
胤
〕﹇
京

ハ
別
筆
﹈
尹
京
▼
久
正〔
保
胤–

慶
保
胤
▼
正
〕–

〔
上
落
菓
遍
〕里

02
06–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
古
今
一

六
九
、
新
撰
万
葉
、
六
帖
、
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
】

02
06–

01
あ
き
ゝ
ぬ
と

02
06–

02
め
に
は
さ
や
か
に

02
06–

03
み
え
ね
と
も–

み
え
ね
と
ん
城
伊
関
雲
葦

02
06–

04
か
せ
の
お
と
に
そ

02
06–

05
お
と
ろ
か
れ
ぬ
る–

お
と
ろ
か
れ
け
る
尹
▼
鳳

02
06–

06
〔
敏
行
〕–

〔
ナ
シ
〕公
里
尊–

〔
躬
恒
〕為
弘
尹–

〔
中
務
　
藤
原
敏
行
朝

臣
イ
〕▼
嵯

02
07–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈【
後

撰
二
一
八
】

02
07–

01
う
ち
つ
け
に

02
07–

02
も
の
そ
か
な
し
き–

も
の
｛
そ
｝
か
な
し
き
城

02
07–

03
こ
の
は
ち
る

02
07–

04
あ
き
の
は
し
め
に–

あ
き
の
は
し
め
を
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
尊
戊

▼
久
鳳
正–

あ
き
の
は
し
め
と
▼
嵯

02
07–

05
な
り
ぬ
と
お
も
へ
は–

け
ふ
そ
と
思
え
は
城
関
雲
公
葦
弘
尹
▼
正–

け
ふ

そ
と
思
｛
エ
｝
は
城–

け
ふ
そ
と
お
ん
へ
は
関–

け
ふ
と
お
も
へ
は
寂
為

延
尊
戊
▼
久
鳳–

な
ぬ
と
お
も
へ
ば
里–

け
ふ
を
お
も
へ
は
▼
嵯

02
07–
06
〔
ナ
シ
〕–

〔
能
宣
〕﹇
城
ハ
別
筆
ニ
テ
薄
ク
書
ク
﹈
城
延
尹
▼
久–

〔
素

性
〕為
弘–

〔
能
宣
　
イ
良
僧
正
〕尹–

〔
読
人
不
知
〕▼
鳳

z0
15–

00
《
兼
》【
】

z0
15–

01
あ
き
の
よ
を
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z0
15–

02
あ
か
し
か
ね
つ
ゝ

z0
15–

03
な
く
む
し
は

z0
15–
04
し
の
ひ
に
も
の
や

z0
15–
05
お
も
は
さ
る
ら
む

30
00–

03
早
秋

02
08–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
下
ハ

二
〇
九
ノ
次
﹈【
文
集
、
佳
句
】

02
08–

01
但
喜
暑
随
三
伏
去–
但
喜
暑
三
伏
去
、
公

02
08–

02
不
知
秋
送
二
毛
来–
不
老
知
送
二
毛
来
、
葦

02
08–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕関
雲
公
尊–

〔
白
　
答
蘇
六
詩
〕為–

〔
答
蘇
六
　
白
〕

延
▼
正–

〔
白
　
答
蘇
六〔
六
七
〕〕▼
鳳

02
09–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
▼
嵯

ハ
二
一
〇
ノ
次
﹈【
文
集
、
佳
句
】

02
09–

01
槐
花
雨
潤
新
秋
地–

槐
花
雨
湿
新
秋
地
、
尹
▼
鳳–

〔
湿–

・湿
（
潤
）
▼

鳳
〕

02
09–

02
桐
葉
風
涼
欲
夜
天

02
09–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
関
雲
公
尊–

〔
同
〕葦–

〔
白
　
秘
省
後
庁
詩
〕為–

〔
秘
省
後
庁
　
白
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
延
★
京–

〔
白
　
秘
省
後
庁〔
六

五
〕〕▼
鳳

02
10–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
10–

01
炎
景
剰
残
衣
尚
重–

炎
景
剰
残
衣
尚
裏
重
、
城

02
10–

02
暁
涼
潜
到
簟
先
知–

晩
涼
潜
到
簟
先
知
、
伊
寂
弘
京
尊
為
弘
延
尹
里
京

尊
戊
▼
正
嵯〔
潜–

溍
▼
正
〕–

暁
涼
潜
到
・翠
（
簟
）
先
知
﹇
校
本
他
、
翠

ヲ
羽
＋
早
デ
ヨ
ム
ガ
推
読
﹈
公–

暁
涼
潜
到
簟
先
故
、
葦

02
10–

03
〔
紀
〕–

〔
已
上
白
　
異
本
□
〕城–

〔
ナ
シ
〕伊
公
寂
尊–

〔
已
上
白
〕関

雲–

〔
紀
納
言
　
立
秋
後
作
〕﹇
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
、
嵯
ノ
「
作
」
ハ

切
断
﹈
為
延
▼
正
嵯–

〔
紀
納
言
〕弘
里–

〔
紀
　
立
秋
後
作
〕京–

〔
立

秋
後
作
　
紀
〕▼
鳳

02
11–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
下
ハ

「
あ
さ
け
」
以
下
不
明
﹈【
万
葉
、
拾
遺
抄
五
八
一
、
拾
遺
一
四
一
】

02
11–

01
あ
き
た
ち
て–

あ
き
た
け
て
▼
嵯

02
11–

02
い
く
か
も
あ
ら
ね
と–

い
く
よ
な
ら
ね
と
城–

い
く
か
に
ん
あ
ら
ね
と
関

雲–

い
く
か
も
あ
ら
ね
は
葦–

い
く
か
な
ら
ぬ
に
里–

い
く
か
も
あ
ら
ぬ

に
京
▼
正–

い
く
か
な
ら
ね
と
﹇
旁
ニ
「
モ
ア
」
ト
ア
リ
﹈
下

02
11–

03
こ
の
ね
ぬ
る

02
11–

04
あ
さ
け
の
か
せ
は–

あ
さ
あ
け
の
か
せ
は
関
雲

02
11–

05
た
も
と
さ
む
し
も–

た
も
と
す
ゝ
し
も
城
寂
為
弘
延
尹
▼
正–

た
も
と
さ

む
し
ん
雲–

た
も
と
さ
む
し
も
﹇
旁
ニ
「
す
ゝ
し
も
」
ト
ア
リ
﹈
為–

た

も
と
・さ
・む
（
ス
ヽ
）
し
も
▼
鳳

02
11–

06
〔
志
貴
皇
子
〕–

〔
安
貴
皇
子
〕城
関
雲
葦
延
▼
久–

〔
ナ
シ
〕伊
公
弘
里

尊–

〔
志
貴
皇
〕寂–

〔
安
法
々
師
〕尹–

〔
人
丸
　
志
賀
王
子
〕京–

〔
安

芸
大
君
〕★
戊–

〔
志
貴
王
子
〕▼
嵯

z0
16–

00
《
忠
》【
】

z0
16–

01
は
つ
あ
き
の

z0
16–

02
そ
こ
に
き
り
た
つ

z0
16–

03
か
ら
こ
ろ
も

z0
16–

04
そ
て
の
露
け
き

z0
16–

05
あ
さ
ほ
ら
け
か
な

z0
16–

06
〔
同
〕

30
00–

04
七
夕

02
12–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
佳
句
】

02
12–

01
憶
得
少
年
長
乞
巧–

憶
得
少
年
長
巧
乞
﹇
雲
ハ
乞
ヲ
巧
ノ
前
ニ
移
ス
符

号
有
﹈
関
雲–

憶
得
小
年
長
乞
巧
、
里

02
12–

02
竹
竿
頭
上
願
糸
多
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02
12–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
七
夕
〕為–

〔
七
夕
　
白
〕延
▼
鳳

02
13–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
里
ハ
二

一
七
ノ
次
﹈【
文
粋
】

02
13–
01
二
星
適
逢

02
13–

02
未
叙
別
緒
依
々
之
恨–

未
叙
別
緒
依
々
恨
、
葦

02
13–

03
五
更
将
明–
五
夜
将
明
、
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
里
京
尊
戊
▼
久
鳳

正–

五
夜
将
曙
▼
嵯–

【
三
木
】
五
夜
・
五
更

02
13–

04
頻
驚
涼
風
颯
々
之
声

02
13–

05
〔
美
材
〕–

〔
美
林
〕里–
〔
ナ
シ
〕伊
公
尊
▼
嵯–

〔
小
野
美
材
　
代
牛

女
惜
暁
更
〕為–

〔
小
野
美
材
〕弘–

〔
代
牛
女
惜
暁
更
　
野
美
材
〕延
▼

正–

〔
代
牛
女
待
夜
序
　
美
材
〕﹇
▼
鳳
ハ
待
夜
序
ニ
惜
暁
更
ヲ
傍
記
﹈

尹
▼
鳳–

〔
美
材
　
代
牛
女
惜
暁
更
序
〕京–

〔
野
美
材
〕戊
▼
久

02
14–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
草
】

02
14–

01
露
応
別
涙
珠
空
落–

露
応
別
渡
珠
虚
落
、
里

02
14–

02
雲
是
残
粧
鬟
未
成–

雲
是
残
粧
髻
未
成
、
城
関
雲
公
葦
寂
為
★
延
尹
嘉

京
尊
戊
▼
久
鳳
正

02
14–

03
〔
菅
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊–

〔
菅
　
同
前
〕為
京〔
同
前–
同
・□（
前
）京
〕–

〔
菅
丞
相
〕弘–

〔
同
　
菅
〕延–

〔
菅
三
品
　
同
題
〕嘉–

〔
菅
三
品
　
同

上
〕里–

〔
菅
　
代
牛
女
惜
暁
更
〕﹇
前
詩
注
記
混
入
カ
﹈
▼
鳳–
〔
代
牛

女
惜
暁
更
　
菅
丞
相
〕▼
正

02
15–

00
《
粘
城
伊
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
関
雲
公
葦
ナ
シ
、

尹
尊
▼
鳳
ハ
二
一
七
ノ
次
﹈【
屛
風
土
代
】

02
15–

01
風
従
昨
夜
声
弥
怨–

風
従
昨
夜
声
弥
・恨
（
怨
）﹇
左
側
傍
記
﹈
▼
鳳

02
15–

02
露
及
明
朝
涙
不
禁

02
15–

03
〔
ナ
シ
〕–

〔
江
〕城
寂–

〔
後
江
相
公
　
代
牛
女
〕為–

〔
江
相
公
〕弘
嘉

京
戊
▼
久
嵯–

〔
前
代
牛
女
　
江
相
公
〕延–

〔
後
江
相
公
〕尹–

〔
江
把

　
紀
〕里–

〔
延
喜
御
屏
風
　
七
夕
代
牛
女
　
江
相
公
〕▼
鳳–

〔
七
夕
代

牛
女
　
江
相
公
〕▼
正

02
16–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
16–

01
去
衣
曳
浪
霞
応
湿–

去
衣
曳
浪
露
応
湿
、
葦
里

02
16–

02
行
燭
浸
流
月
欲
消–

行
燭
浸
流
月
欲
・消
（
銷
）﹇
朱
﹈
為–

行
燭
浸
流
月

欲
銷
、
戊
▼
久
正
嵯

02
16–

03
〔
菅
三
品
〕–

〔
含
嬌
涙
浅
河
　
菅
三
品
〕﹇
浅
ト
品
ハ
推
読
﹈
城–

〔
含

嬌
渡
浅
河
　
菅
三
品
〕﹇
延
ハ
作
者
名
「
三
」
ア
ル
カ
﹈
関
雲
為
延
尹
嘉

里
▼
久
鳳
正〔
嬌
渡–

嫡
涙
、
延–

橋
渡
、
尹–

媚
渡
、
嘉
〕〔
浅
河–

河
指
、

尹–

河
橋
、
嘉
▼
正–

漢
河
▼
鳳
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
菅
　
・食
（
含
）
嬌

渡
漢
河
〕★
京–

〔
菅
〕▼
嵯

02
17–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
17–

01
詞
託
微
波
雖
且
遣–

詞
託
微
波
且
雖
遣
﹇
雲
ハ
雖
ヲ
且
ノ
前
ニ
移
ス
符

号
有
﹈
関
雲–

詞
託
微
波
雖
且
迷
、
葦

02
17–

02
心
期
片
月
欲
為
媒

02
17–

03
〔
輔
昭
〕–

〔
代
牛
女
待
夜
　
輔
昭
〕﹇
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈城
関
雲
葦
為

延
▼
久
鳳
正
嵯–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
代
牛
女
〕尹–

〔
菅
輔
昭
〕嘉–

〔
代

牛
女
待
永
　
菅
輔
照
〕里–

〔
｛
菅
｝
輔
照
　
代
牛
女
待
夜
〕★
京

02
18–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
万
葉
、

後
撰
二
三
九
、
拾
遺
一
四
四
、
六
帖
、
麗
花
、
人
麿
】

02
18–

01
あ
ま
の
か
は

02
18–

02
と
ほ
き
わ
た
り
に–

遠
き
わ
た
り
は
延

02
18–

03
あ
ら
ね
と
も–

あ
ら
ね
と
ん﹇
城
ハ
傍
記
ア
ル
カ
﹈城
伊
雲
葦
▼
久–

﹇
と

も
以
下
摩
損
﹈
寂–

な
け
れ
と
も
延

02
18–
04
き
み
か
ふ
な
て
は–

き
み
か
ふ
な
て
を
葦–

き
み
か
ふ
な
ち
は
里
▼

嵯–
き
み
か
つ
な
て
は
戊

02
18–

05
と
し
に
こ
そ
ま
て–

と
し
を
こ
そ
ま
て
里

02
18–

06
〔
人
丸
〕–
〔
ナ
シ
〕公
尊
戊
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02
19–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
拾
遺

抄
九
五
、
拾
遺
一
五
〇
、
六
帖
、
貫
之
】

02
19–
01
ひ
と
ゝ
せ
に

02
19–
02
ひ
と
よ
と
お
も
へ
と–

ひ
と
よ
と
お
〈
も
〉
へ
と
﹇
別
筆
﹈
城–

ひ
と
よ

と
お
ん
へ
と
雲

02
19–

03
た
な
は
た
の

02
19–

04
あ
ひ
み
む
あ
き
の–

あ
ひ
見
る
秋
の
葦
為
延
嘉
京
戊
▼
久
正
嵯–

あ
ひ
み

る
あ
き
は
弘–
あ
ひ
あ
る
あ
き
の
里–

あ
ひ
見
ん
こ
と
の
▼
鳳

02
19–

05
か
き
り
な
き
か
な–
か
き
り
な
り
け
り
（
き
か
な
）
嘉

02
19–

06
〔
貫
之
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–
〔
貫
之
　
右
衛
督
夕
清
蔭
家
屏
風
〕▼

鳳

02
20–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈

【
古
今
一
七
九
、新
撰
和
歌
、六
帖
、寛
平
御
時
后
宮
歌
合
、躬
恒
】

02
20–

01
と
し
こ
と
に

02
20–

02
あ
ふ
と
は
す
れ
と

02
20–

03
た
な
は
た
の

02
20–

04
ぬ
る
よ
の
か
す
そ–

ぬ
る
よ
の
か
す
は﹇
寂「
か
す
は
」摩
損
﹈城
寂–

ぬ

る
の
よ
の
か
す
そ
関

02
20–

05
す
く
な
か
り
け
る–

す
く
な
か
り
け
り
城

02
20–

06
〔
躬
恒
〕–

〔
ナ
シ
〕公
葦
尊

30
00–

05
秋
興

02
21–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、

佳
句
】

02
21–

01
林
間
煖
酒
焼
紅
葉–

林
間
秋
酒
焼
紅
葉
、
公

02
21–

02
石
上
題
詩
掃
緑
苔–

﹇
異
同
無
﹈
★
弘–

石
上
題
詩
払
緑
苔
、
延
尹
嘉
京

尊
▼
嵯

02
21–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕城
関
雲
公
葦
寂
尊–

〔
白
〕★
葦–

〔
白
　
題
仙
遊
寺
〕

﹇
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
京
▼
正–

〔
白
　
仙
遊
寺
作
〕嘉–

〔
白

　
題
仙
遊
寺〔
二
四
〕〕▼
鳳

02
22–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、

佳
句
】

02
22–

01
楚
思
眇
茫
雲
水
冷–

楚
思
淼
茫
雲
水
冷
﹇
為
ハ
淼
ニ
朱
デ
渺
ト
傍
記
﹈

公
葦
為
弘
延
尹
嘉
京
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

楚
思
〓
（
水
＋
州
）
荘
雲
水
冷
、

里

02
22–

02
商
声
清
脆
管
絃
秋–

商
声
脆
管
絃
秋
、
寂

02
22–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕城
関
雲
公
寂
尊–

〔
同
〕伊
葦–

〔
於
黄
鶴
楼
宴
罷
望
〕

為–

〔
於
黄
鶴
楼
宴
罷
望
　
白
〕﹇
京
▼
鳳
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
延
京
▼
鳳

〔
鶴–

鶏
、
京
〕〔
楼–

ナ
シ
▼
鳳
〕–

〔
白
　
宴
黄
鶯
楼
〕嘉

02
23–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、

佳
句
】

02
23–

01
大
底
四
時
心
惣
苦

02
23–

02
就
中
腸
断
是
秋
天–

就
中
腹
断
是
秋
天
、
嘉

02
23–

03﹇
校
本
、★
粘
★
弘
ナ
シ
ト
ス
ル
﹈〔
白
〕–

〔
已
上
白
〕城
関
雲
葦–

〔
同
〕伊

葦–

〔
ナ
シ
〕公
尹
里
京
尊–

〔
以
上
白
〕寂–

〔
暮
意
〕為–

〔
暮
立
〕延–

〔
同
題
〕嘉–

〔
白
　
暮
立
〕﹇
詩
題
ハ
別
筆
﹈
★
京
▼
鳳〔
暮
立–

暮
立

〔
二
四
〕▼
鳳
〕

02
24–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
24–

01
物
色
自
堪
傷
客
意–

物
色
自
・堪
（
傷
）
客
意
、
嘉–

惣
色
自
堪
傷
客
意
、

戊

02
24–

02
宜
将
愁
字
作
秋
心–

宜
・将
（
以
）
愁
字
作
秋
心
、
戊

02
24–

03
〔
野
〕–

〔
野
相
公
〕寂
弘
里
嘉
戊
▼
久–

〔
ナ
シ
〕公
葦
尊–

〔
野
相
公
　

客
舎
秋
情
〕為–

〔
客
舎
秋
詞
　
野
相
公
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
延
京
▼

鳳
正〔
詞–

・詞
（
情
イ
）
京
〕–

〔
客
舎
秋
詞
〕尹

02
25–

00
《
粘
城
伊
関
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
嵯
》﹇
雲
ナ
シ
、
京

ハ
二
二
六
ノ
次
、
▼
正
ハ
細
字
後
補
書
入
、
校
異
不
採
用
﹈【
】
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02
25–

01
由
来
感
思
在
秋
天

02
25–

02
多
被
当
時
節
物
牽–

多
被
当
時
物
色
牽
、
関

02
25–
03
〔
ナ
シ
〕–

〔
早
秋
感
懐
　
田
達
音
〕為
延
尹
▼
鳳–

〔
田
達
音
〕弘
戊–

〔
同
〕嘉–

〔
野
　
田
達
音
　
早
秋
感
懐
〕京

02
26–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ハ

二
二
六
ノ
前
、
久
ハ
二
二
七
ノ
次
﹈【
】

02
26–

01
第
一
傷
心
何
処
最–

第
一
傷
意
何
処
最
、
尊

02
26–

02
竹
風
鳴
葉
月
明
前–
竹
風
鳴
葉
月
期
前
、公–

竹
風
鳴
葉
月
朗
前
、里

02
26–

03
〔
白
〕–

〔
田
〕城
関
雲
葦–

〔
ナ
シ
〕公
尊
戊–

〔
田
達
音
〕寂
嘉
▼
久–

〔
同
前
〕為
弘
延
▼
正–
〔
白
　
早
秋
感
懐
〕京–

〔
同
〕▼
鳳–

〔
田
達
音

　
早
秋
感
懐
〕▼
嵯

02
27–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
27–

01
蜀
茶
漸
忘
浮
花
味–

俗
茶
漸
忘
浮
花
味
、
関
雲
公
葦–

・俗
（
蜀
）
茶
漸
忘

浮
花
味
、
雲–

〓
（
人
＋
蜀
）
茶
漸
忘
浮
花
味
﹇
旁
「
蜀
」﹈
寂

02
27–

02
楚
練
新
伝
擣
雪
声–

楚
緑
新
伝
擣
雪
声
、
弘

02
27–

03
〔
相
如
〕–

〔
暑
往
寒
来
　
相
如
〕城
雲
尹
京
▼
久
鳳
正–

〔
ナ
シ
〕公
里

尊–

〔
暑
往
寒
来
　
・高
・丘
・相
・如
（
源
相
規
）
〕﹇
朱
﹈
為–

〔
高
相
如
〕

弘–

〔
暑
往
寒
来
　
高
相
如
〕延
嘉

02
28–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
万
葉
、

六
帖
、
新
拾
遺
三
五
三
、
家
持
】

02
28–

01
う
つ
ら
な
く–

宇
津
鳴
、
公

02
28–

02
い
は
れ
の
ゝ
へ
の–

い
は
ね
の
野
辺
の
▼
嵯

02
28–

03
あ
き
は
き
を

02
28–

04
お
も
ふ
ひ
と
ゝ
も–

お
ん
ふ
ひ
と
を
ん
関–

お
ん
ふ
ひ
と
ゝ
ん
雲–

お
も

ふ
ひ
と
も
里–

お
ん
ふ
ひ
と
ゝ
も
▼
久

02
28–

05
み
つ
る
け
ふ
か
な–

相
見
鶴
可
那
、
公

02
28–

06
〔
丹
比
国
人
〕–

〔
ナ
シ
〕公
寂
嘉
京
尊
戊
▼
鳳–

〔
丹
後
国
人
〕﹇
延
ハ

国
ノ
上
カ
ラ
後
ヲ
書
ク
カ
﹈
為
弘
延–

〔
丹
波
国
人
〕▼
正
嵯

02
29–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
歩
嘉
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈

【
義
孝
】

02
29–

01
あ
き
は
な
ほ–

あ
き
は
〈
な
を
〉
城–

あ
き
は
き
を
里

02
29–

02
ゆ
ふ
ま
く
れ
こ
そ–

た
ゝ
な
ら
す
こ
そ
城
関
雲
公
葦
里
▼
久
嵯–

・わ
・れ
・に

・て
・し
（
ユ
フ
マ
く
れ
）
こ
そ
★
伊–

不
只
古
処
、
公

02
29–

03
た
ゝ
な
ら
ね–

お
も
ほ
ゆ
れ
城
関
雲
公
葦
里
▼
久
嵯–

お
ん
ほ
ゆ
れ
関
雲

▼
久

02
29–

04
を
き
の
う
は
か
せ

02
29–

05
は
き
の
し
た
つ
ゆ–

花
の
し
た
露
、
延

02
29–

06
〔
義
孝
少
将
〕–

〔
ナ
シ
〕公
葦
尊–

〔
義
孝
〕寂
嘉
▼
鳳–

〔
義
孝
中
将
〕

為
弘–

〔
親
孝
少
将
〕▼
久

30
00–

06
秋
晩

02
30–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
唐
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文

集
、
佳
句
】

02
30–

01
相
思
夕
上
松
台
立

02
30–

02
蛬
思
蟬
声
満
耳
秋–

蛬
声
蟬
声
満
耳
秋
、
公

02
30–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

〔
白
　
題
李
士
東
亭
〕﹇
▼
正
ハ
作
者
名
ガ

後
﹈
為
京
▼
正–

〔
題
季
大
東
寺
　
白
〕﹇
大
ハ
士
カ
﹈
★
延–

〔
白
　

題
李
十
一
東
亭〔
二
三
〕〕▼
鳳

02
31–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
唐
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
31–

01
望
山
幽
月
猶
蔵
影

02
31–

02
聴
砌
飛
泉
転
倍
声–

聴
砌
飛
泉
転
声
、
下

02
31–
03
〔
菅
三
品
〕–﹇
品
ハ
推
読
﹈城–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

〔
菅
〕寂
▼
嵯–

〔
菅

三
品
　
望
山
幽
月
秋
名
号
〕﹇
朱
ニ
テ
「
秋
夜
哥
詣
清
水
寺
」
ト
ア
リ
﹈

為–
〔
秋
名
号
　
菅
三
品
〕延–

〔
秋
夕
号
　
菅
三
品
〕京–

〔
菅
三
品
　

秋
夕
口
号
〕﹇
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
▼
鳳
正
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02
32–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
唐
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
新

古
今
三
四
七
、
六
帖
】

02
32–
01
を
く
ら
や
ま–

お
く
山
の
（
を
く
ら
）
尹

02
32–
02
ふ
も
と
の
ゝ
へ
の

02
32–

03
は
な
す
ゝ
き

02
32–

04
ほ
の
か
に
み
ゆ
る–

ほ
の
か
に
・み
・え
・し
（
み
ゆ
る
）
尹

02
32–

05
あ
き
の
ゆ
ふ
く
れ

02
32–

06
〔
ナ
シ
〕–
〔
貫
之
〕﹇
城
ハ
別
筆
﹈城
為
弘
延
尹
嘉
京
里
下
▼
久
正

30
00–

07
秋
夜

02
33–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
里

ハ
二
三
七
ノ
次
﹈【
文
集
、
佳
句
】

02
33–

01
秋
夜
長

02
33–

02
々
々
無
眠
天
不
明–

々
々
無
睡
天
不
明
、
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹

里
尊
多
下
戊
▼
鳳
嵯

02
33–

03
耿
々
残
灯
背
壁
影–

耿
々
残
燭
背
壁
影
、
尹
尊
▼
鳳–

耿
々
残
・燭
（
灯
）

背
壁
影
、
▼
鳳

02
33–

04
蕭
々
暗
雨
打
窓
声–

蕭
々
〈
暗
〉
雨
打
窓
声
、
弘

02
33–

05
〔
上
陽
人
　
白
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

〔
上
陽
人
〕寂
尹
多–
〔
上
陽
白
髪

人
楽
府
　
白
〕為
▼
正–

〔
白
〕弘
戊–

〔
上
陽
白
髪
人
　
白
〕延–
〔
楽
府

上
陽
人
　
白
〕里–

〔
上
陽
〈
白
髪
　
イ
有
〉
人
　
白
〕▼
鳳–

﹇
白
　
上

陽
人
﹈
▼
嵯

02
34–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文

集
、
佳
句
】

02
34–

01
遅
々
鐘
漏
初
長
夜–

遅
々
鍾
漏
初
長
夜
、
公
里–

遅
々
鐘
漏
初
〈
長
〉
夜
、

延

02
34–

02
耿
々
星
河
欲
曙
天–

耿
々
星
何
欲
曙
天
、
公–

耿
々
星
河
欲
明
天
▼

嵯

02
34–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
寂
尊–

〔
同
〕関–

〔
長
恨
歌
　
白
〕﹇
京
ハ
詩
題

ガ
後
、
正
ノ
「
白〔
十
二
〕ノ
「
十
二
」
ハ
後
補
カ
」﹈
為
延
尹
嘉
京
▼

鳳
正–

〔
長
恨
歌
〕多

02
35–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文

集
】

02
35–

02
秋
来
只
為
一
人
長–

秋
来
唯
為
一
人
長
▼
嵯

02
35–

03
〔
白
〕–

〔
同
〕城
雲
葦–

〔
ナ
シ
〕伊
公
尊–

〔
已
上
白
〕寂
多–

〔
白
　

燕
子
楼
三
首
内
〕為–

〔
燕
子
楼
　
白
〕延
嘉
▼
正–

〔
白
　
燕
子
楼〔
二

五
〕〕▼
鳳

02
36–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
36–

01
蔓
草
露
深
人
定
後

02
36–

02
終
宵
雲
尽
月
明
前–

終
宵
雲
尽
月
明
中
、
公

02
36–

03
〔
野
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊
下–

〔
秋
夜
　
野
相
公
〕為
延
京
▼
正–

〔
野
相

公
〕弘
里
嘉–

〔
野
　
終
夜
〕▼
鳳

02
37–

00
《
粘
城
伊
関
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
京
里
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
雲
尊
ナ

シ
﹈【
】

02
37–

01
蒹
葭
洲
裏
孤
舟
夢–

蒹
葭
・沙
（
洲
歟
）
裏
孤
舟
夢
、
★
伊–

蒹
段
洲
裏
孤

舟
夢
、
公–

蒹
葭
州
裏
孤
舟
夢
、
★
延
▼
久

02
37–

02
楡
柳
営
頭
万
里
心–

楡
柳
営
〈
頭
〉
万
里
心
、
戊–

楡
柳
営
辺
万
里
心
▼

正

02
37–

03
〔
秋
夜
雨
　
斉
名
〕–

〔
秋
雨
夜
　
斉
名
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
城
嘉
京

嘉–

〔
斉
名
〕伊
寂
戊–

〔
ナ
シ
〕公
葦
下–

〔
秋
雨
夜
　
紀
斉
名
〕為
延

▼
正〔
雨
夜–

夜
雨
、
延
▼
正
〕–

〔
紀
斉
名
〕弘–

〔
斉
名
　
秋
夜
雨
〕▼

嵯

02
38–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
万

葉
、
拾
遺
七
七
八
、
六
帖
、
人
麿
】

02
38–

01
あ
し
ひ
き
の
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02
38–

02
や
ま
と
り
の
を
の–

や
ま
と
り
の
為

02
38–

03
し
た
り
を
の–

し
た
り
を
の
お
の
為

02
38–
04
な
か
〳
〵
し
よ
を–

な
か
〳
〵
し
き
よ
を
城
為
延
尹
嘉
京
下
▼
正
嵯–

な

か
〳
〵
し
よ
に
里–

な
か
〳
〵
し
き
よ
戊

02
38–

05
ひ
と
り
か
も
ね
む–

わ
か
ひ
と
り
ね
む
城–

た
り
か
も
ね
む
里–

わ
か
ひ

と
・り
（
カ
モ
）
ぬ
る
下

02
38–

06
〔
人
丸
〕–
〔
ナ
シ
〕公
寂
里
尊

02
39–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ

シ
﹈【
古
今
一
〇
一
五
、
六
帖
、
躬
恒
】

02
39–

01
む
つ
こ
と
も–

む
つ
こ
と
ん
雲
葦

02
39–

02
ま
た
つ
き
な
く
に–

ま
た
つ
か
な
く
に
城

02
39–

03
あ
け
に
け
り–

あ
け
・ぬ
・る
・を
（
ニ
ケ
リ
）
下

02
39–

04
い
つ
ら
は
あ
き
の–

い
つ
か
は
あ
き
の
尹–

い
つ
ら
□
□
□
□
﹇
磨
損
﹈

寂

02
39–

05
な
か
し
と
い
ふ
よ
は–

な
か
し
て
ふ
よ
は
葦
弘
延
尊
下
戊
▼
鳳
嵯–

□
か

し
て
ふ
よ
は
﹇
磨
損
﹈
寂–

な
か
し
と
い
ふ
ら
ん
嘉–
な
し
と
い
ふ
よ
は

里

02
39–

06
〔
躬
恒
〕–

〔
ナ
シ
〕公
里
尊
戊–

〔
三
常
〕葦

30
00–

08
十
五
夜〔
付
月
〕–

八
月
十
五
夜〔
付
月
〕城
関
雲
葦
為
尹
嘉
里
尊
▼
鳳
正

嵯–

十
五
夜
、
公
寂
弘–

八
月
十
五
夜
、
京
戊–

﹇
付
月
ニ
合
点
有
﹈
▼

久

02
40–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
40–

01
秦
甸
之
一
千
余
里–

秦
旬
之
一
千
余
里
、
★
公
葦

02
40–

02
凜
々
氷
鋪

02
40–

03
漢
家
之
三
十
六
宮

02
40–

04
澄
々
粉
飾–

重
々
粉
飾
、
城
★
公
嘉
里
京
▼
久〔
重
々–

・重
・々
（
澄
々
）

京
〕–

澄
々
粉
〓
（
食
＋
希
）
尹–

・澄
（
重
）
々
粉
飾
▼
鳳

02
40–

05
〔
ナ
シ
〕–

〔
公
乗
億
　
長
安
八
月
十
五
夜
月
賦
〕﹇
延
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈

為
★
延–

〔
公
乗
億
〕弘
▼
嵯–

〔
公
乗
億
　
十
五
夜
賦
〕尹–

〔
公
乗
億

　
月
賦
〕嘉–

〔
十
五
夜
賦
〕里–

〔
長
安
八
月
十
五
夜
賦
　
公
乗
億
〕﹇
京

ハ
詩
題
ガ
後
、
別
筆
﹈
京
▼
鳳
正〔
長
安–

｛
長
安
｝
▼
鳳
〕–

〔
公
乗
憶
〕

戊

02
41–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
里

ハ
二
四
六
ノ
次
﹈【
】

02
41–

01
織
錦
機
中

02
41–

02
已
弁
相
思
之
字–

々
弁
相
思
之
字
、
葦

02
41–

03
擣
衣
砧
上

02
41–

04
俄
添
怨
別
之
声–

惣
添
怨
別
之
声
、
城–

添
怨
別
之
声
、
関–

儀
添
怨
別

之
声
、
葦

02
41–

05
〔
已
上
十
五
夜
賦
〕–

〔
已
上
八
月
十
五
日
夜
〕城–

﹇
異
同
無
﹈
★
伊–

〔
八
月
十
五
夜
〕﹇
雲
ハ
夜
ノ
下
ニ
後
筆
デ
賦
ヲ
書
ク
﹈
関
雲–

〔
ナ
シ
〕

公
寂
尊
戊–

〔
八
月
十
五
夜
賦
〕葦
尹
▼
久–

〔
同
前
〕為
延
▼
正–

〔
同
〕

弘
▼
鳳
嵯–

〔
同
上
〕嘉–

〔
已
上
八
月
十
五
夜
　
同
上
〕京–

〔
十
五
日

夜
賦
〕里–

〔
已
上
十
五
夜
　
賦
公
乗
億
〕多

02
42–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文

集
、
佳
句
】

02
42–

01
三
五
夜
中
新
月
色–

三
五
中
夜
新
月
色
﹇
夜
ニ
反
転
符
号
有
﹈
公

02
42–

02
二
千
里
外
故
人
心–

二
千
里
外
故
人
情
、
公

02
42–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
寂
尊–

〔
白
　
八
月
十
五
夜
禁
中
独
直
対
月
〕﹇
延

ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
尹–

〔
八
月
十
五
夜
禁
中
独
直
対
月
〕多–

〔
白

　
八
月
十
五
夜
禁
中
独
直
対
月
寄
元
九〔
二
四
〕〕▼
鳳

02
43–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文

集
、
佳
句
】

02
43–

01
嵩
山
表
裏
千
重
雪
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02
43–

02
洛
水
高
低
両
顆
珠

02
43–

03
〔
白
〕–

〔
同
〕城
関
雲
葦
里–

〔
ナ
シ
〕公
尊
▼
嵯–

〔
已
上
白
〕寂–

〔
白

　
八
月
十
五
夜
翫
月
〕﹇
延
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
京–

〔
已
上
白
　

八
月
十
五
夜
翫
月
〕多–

〔
白
　
八
月
十
五
夜
同
諸
客
翫
月〔
七
五
〕〕▼

鳳

02
44–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
里

ハ
二
五
〇
ノ
次
﹈【
文
粋
】

02
44–

01
十
二
廻
中

02
44–

02
無
勝
於
此
夕
之
好–
無
勝
於
此
夕
好
、
京
里

02
44–

03
千
万
里
外

02
44–

04
皆
争
於
吾
家
之
光–

各
争
於
吾
家
之
光
、
関
雲
葦
尊
唐
▼
鳳
嵯〔
於–

ナ

シ
▼
嵯
〕–

皆
争
於
吾
裳
之
光
、
公–
皆
争
於
吾
家
光
、
弘–

・皆
（
各
）
争

於
吾
家
之
光
、
延–

・各
（
皆
）
争
於
吾
家
之
光
▼
鳳
嵯〔
於–

ナ
シ
▼
嵯
〕–

【
三
木
】
各
・
皆

02
44–

05
〔
紀
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
紀
　
天
高
秋
月
明
〕寂
京
多–

〔
紀
納
言

　
八
月
十
五
夜
序
〕為–

〔
八
月
十
五
夜
天
高
秋
月
明
序
　
紀
納
言
〕延

▼
正–

〔
十
五
夜–

十
五
夜
序
▼
正
〕〔
明
序–

明
▼
正
〕–
〔
紀
納
言
　
天

高
秋
月
明
序
〕嘉–

〔
紀
納
言
〕里–

〔
八
月
十
五
夜
序
　
天
高
秋
月
明
　

紀
〕▼
鳳

02
45–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京

ハ
二
四
六
ノ
次
﹈【
】

02
45–

01
碧
浪
金
波
三
五
初

02
45–

02
秋
風
計
会
似
空
虚

02
45–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕城
関
雲
公
葦
寂
尊
多
戊
▼
久–

〔
菅
淳
茂
〕﹇
★
尹
重

出
﹈弘
尹–

〔
淳
茂
　
明
月
満
秋
池
〕尹–

〔
菅
淳
茂
　
月
影
満
秋
池
〕﹇
延

▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
嘉
京
▼
正–

〔
同
〕里–

〔
月
影
満
秋
池
　

淳
茂
〕▼
鳳–

〔
菅
　
四
韻
秀
句
　
月
影
満
秋
池
〕▼
嵯

02
46–

00
《
粘
城
伊
関
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
雲

ナ
シ
、
京
ハ
二
四
五
ノ
前
﹈【
】

02
46–

01
自
疑
荷
葉
凝
霜
早–

自
疑
荷
葉
凝
雨
早﹇
校
本
ハ
早
ヲ
子
ト
ス
ル
ガ
、早

ノ
草
体
デ
ヨ
イ
﹈
★
公–

自
疑
荷
葉
疑
霜
早
、
里

02
46–

02
人
導
蘆
花
遇
雨
余–

人
噵
蘆
花
過
雨
余
、
城
公
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊

唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

人
導
蘆
花
過
雨
余
﹇
関
ノ
導
ハ
噵
カ
﹈
関
葦–

人
噵

蘆
花
遇
（
過
）
雨
余
、
多

02
46–

03
〔
ナ
シ
〕–

〔
同
人
〕京–

〔
同
〕▼
嵯

02
47–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
47–

01
岸
白
還
迷
松
上
鶴

02
47–

02
潭
融
可
弄
藻
中
魚–

潭
融
可
算
藻
中
魚
、
★
城
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉

里
京
尊
唐
▼
久
鳳
正
嵯–

潭
融
応
算
藻
中
魚
、
寂
戊–

潭
融
・可
（
応
）
算

藻
中
魚
、
多

02
47–

03
〔
ナ
シ
〕–

〔
同
〕▼
嵯

02
48–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
48–

01
瑤
池
便
是
尋
常
号–

｛
瑤
｝
池
便
｛
是
｝
尋
常
号
、
里

02
48–

02
此
夜
清
光
玉
不
如–

此
夜
清
明
玉
不
如
﹇
雲
ハ
如
ノ
下
ノ
玉
ヲ
削
ル
カ
﹈

城
雲
葦
寂
為
弘
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久–

此
夜
清
明
不
如
玉
、
関–

此
夜
清
先

玉
不
如
、
公–

今
夜
清
明
玉
不
如
、
★
延
里
▼
正
嵯–

此
夜
清
光
玉
不
知

﹇「
如
」
ハ
虫
損
ダ
ガ
「
知
」
カ
﹈
多–

【
三
木
】
清
明
・
清
光

02
48–

03
〔
淳
茂
〕–

〔
月
影
満
秋
池
　
淳
茂
〕﹇
弘
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
城
関
雲
弘

尹
戊
▼
久–

〔
ナ
シ
〕公
為
尊
▼
正–

〔
以
上
淳
茂
〕寂–

〔
已
上
四
韻
八

句
〕延–

〔
四
韻
已
上
同
人
〕嘉–

〔
月
影
満
秋
池
　
涼
義
〕里–

〔
已
上
月

影
満
秋
池
　
淳
茂
〕多–

〔
已
上
同
〕▼
鳳–

〔
同
　
已
上
四
韻
　
月
影
満

秋
池
〕▼
嵯
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02
49–

00
《
粘
城
伊
関
雲
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
公
ナ

シ
﹈【
】

02
49–
01
今
膏
一
滴
秋
風
露–

金
膏
一
滴
秋
風
露
、
城
伊
関
雲
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉

里
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯

02
49–

02
玉
匣
三
更
冷
漢
雲–

玉
匣
三
・更
（
五
イ
）
冷
漢
雲
﹇
傍
記
ハ
訓
「
カ
ウ
」

ノ
誤
写
カ
﹈
延

02
49–

03
〔
菅
三
品
〕–
〔
満
月
明
如
鏡
　
菅
三
品
〕﹇
城
ノ
如
鏡
ハ
推
読
、▼
嵯
ハ

作
者
名
ガ
先
﹈
城
関
雲
為
尹
嘉
里
多
▼
久
鳳
正
嵯–

〔
ナ
シ
〕尊–

〔
満

月
明
如
鏡
〕延–
〔
菅
　
満
月
明
如
鏡
〕京

02
50–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
類

聚
句
題
抄
】

02
50–

01
楊
貴
妃
帰
唐
帝
思–

楊
貴
妃
還
唐
帝
思
、
寂–

楊
貴
妃
｛
帰
｝
唐
帝
思
、

多

02
50–

02
李
夫
人
去
漢
皇
情–

李
夫
人
別
漢
皇
情
、
葦

02
50–

03
〔
順
〕–

〔
対
雨
恋
月
　
順
〕﹇
城
ノ
月
ハ
推
読
、
京
▼
嵯
ハ
作
者
名
ガ

先
﹈
城
関
雲
為
尹
嘉
京
里
多
▼
久
鳳
嵯–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
対
雨
恋
月

　
源
順
〕延
▼
正

02
51–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
貢
嘉
里
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
拾

遺
抄
一
一
五
、
拾
遺
一
七
一
、
順
】

02
51–

01
み
つ
の
お
も
に–

み
つ
の
お
ん
に
▼
久

02
51–

02
て
る
つ
き
な
み
を

02
51–

03
か
そ
ふ
れ
は

02
51–

04
こ
よ
ひ
そ
あ
き
の–

こ
よ
ひ
の
（
そ
）
あ
き
の
▼
鳳

02
51–

05
も
な
か
な
り
け
る–

も
な
か
な
り
け
れ
延

02
51–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
順
〕城
関
雲
為
延
尹
嘉
京
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯

30
00–

09
月–

﹇
行
間
補
入
﹈
▼
久

02
52–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
】

02
52–

01
誰
人
隴
外
久
征
戌–

誰
人
瀧
外
久
征
戌
、
里

02
52–

02
何
処
庭
前
新
別
離

02
52–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
秋
月
〕﹇
延
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延

京
▼
鳳
正〔
秋
月–

秋
月〔
二
六
〕▼
鳳
〕

02
53–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
佳
句
】

02
53–

01
秋
水
漲
来
船
去
速

02
53–

02
夜
雲
収
尽
月
行
遅

02
53–

03
〔
野
郢
展
〕–

〔
郢
展
〕城
関
雲
葦
戊
▼
久
正
嵯–

〔
野
展
郢
〕★
伊–

〔
ナ

シ
〕公
寂
弘
尹
尊–

〔
野
・展
（
郢
）
野
　
汴
水
東
帰
即
事
〕﹇
★
為
重
出
﹈

﹇
朱
﹈
為–

〔
野
展
　
汴
水
東
帰
即
事
〕﹇
汴
ハ
汗
カ
﹈
延–

〔
野
展
〕嘉

里
★
京–

〔
郢
展
　
汴
水
東
帰
〕▼
鳳

02
54–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、

佳
句
】

02
54–

01
不
酔
黔
中
争
去
得–

不
酔
黔
中
争
得
去
、
公
里

02
54–

02
磨
囲
山
月
正
蒼
々–

磨
団
山
月
正
蒼
々
、
葦–

摩
囲
山
月
正
蒼
々
、
京
▼

鳳
嵯〔
摩–

・摩
（
磨
イ
）﹇
▼
鳳
ハ
「
イ
」
ナ
シ
﹈
京
▼
鳳
〕–

摩
団
山
月

正
蒼
々
、
里

02
54–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕伊
公
里
尊
▼
嵯–

〔
白
　
送
蕭
処
士
遊
黔
南
〕為
嘉
京

▼
鳳–

〔
送
蕭
処
上
遊
黔
南
〕★
延

02
55–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
55–

01
天
山
不
弁
何
年
雪–

天
山
不
弁
何
年
雲
（
雪
）
京

02
55–
02
合
浦
応
迷
旧
日
珠

02
55–

03
〔
統
理
平
〕–

﹇
平
推
読
﹈
城–

〔
ナ
シ
〕公
里
尊–

〔
平
〕寂–

〔
三
統
理

平
　
禁
中
翫
月
〕為
嘉–

〔
禁
中
翫
月
　
統
理
平
〕延
▼
鳳
正–

〔
統
理
平

　
禁
中
月
〕尹–

〔
・禁
（
林
イ
）
中
翫
月
　
同
イ
　
統
理
平
〕京
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02
56–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
嘉
ハ

二
五
七
ノ
次
、
為
ハ
「
鶴
」
字
以
下
落
丁
﹈【
】

02
56–
01
欲
和
豊
嶺
鐘
声
否–

欲
和
豊
嶺
鍾
声
否
、
公
里

02
56–
02
其
奈
華
亭
鶴
警
何–

其
奈
花
亭
鶴
警
何
、
城
弘
嘉
里
▼
久–

其
奈
花
庭
鶴

言
何
、
公–

其
奈
花
亭
鶴
驚
何
、
★
延
★
京
▼
正〔
花–

華
▼
正
〕

02
56–

03
〔
中
書
王
〕–

〔
夜
月
似
秋
霜
　
中
書
王
〕﹇
城
ノ
書
王
ハ
推
読
﹈城
関
雲

為
尹
▼
久–
〔
ナ
シ
〕公
里
尊–

〔
前
中
書
王
〕葦
弘
戊–

〔
夜
月
似
秋
霜

　
前
中
書
王
〕﹇
京
▼
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
、
▼
嵯
ノ
「
王
」
ト
「
秋
霜
」
ハ

切
断
﹈
延
嘉
京
▼
鳳
正
嵯〔
秋
霜–

秋
月
、
嘉–

夜
□
（
秋
霜
）
京
〕

02
57–

00
《
粘
城
伊
関
雲
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
公
ナ
シ
、
嘉

ハ
二
五
六
ノ
前
﹈【
】

02
57–

01
郷
涙
数
行
征
戌
客

02
57–

02
棹
歌
一
曲
釣
漁
翁–

棹
歌
一
曲
釣
魚
翁
、
嘉
京

02
57–

03
〔
保
胤
〕–

〔
山
川
千
里
月
　
保
胤
〕﹇
城
ノ
月
ハ
推
読
、
▼
嵯
ハ
作
者

名
ガ
先
﹈
城
関
雲
延
尹
里
京
▼
久
鳳
正
嵯〔
山
川–
山
里
、
里
〕〔
月–

ナ

シ
尹
〕〔
保
胤–

慶
保
胤
▼
正
〕

02
58–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
古
今
四

〇
六
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
】

02
58–

01
あ
ま
の
は
ら–

あ
ま
の
か
は
｛
ら
｝﹇
別
筆
、
ミ
セ
ケ
チ
ハ
ナ
イ
ガ
あ
ま

の
は
ら
ノ
意
﹈
城

02
58–

02
ふ
り
さ
け
み
れ
は

02
58–

03
か
す
か
な
る

02
58–

04
み
か
さ
の
や
ま
に–

み
か
さ
の
山
を
尊

02
58–

05
い
て
し
つ
き
か
も–

い
て
し
つ
き
か
ん
関–

い
て
し
月
か
け（
も
）京

02
58–

06
〔
安
部
仲
丸
〕–

〔
仲
丸
〕城
関
雲
葦
寂
延
嘉
京
戊
▼
久–

〔
ナ
シ
〕伊
公

里
尊–

〔
安
倍
仲
丸
〕弘–

〔
安
倍
仲
丸
　
於
唐
所
詠
〕﹇
正
ハ
作
者
名
ガ

後
﹈
▼
鳳
正

02
59–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈【
古

今
一
九
一
、
新
撰
万
葉
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
】

02
59–

01
し
ら
く
も
に–

し
ら
く
ん
に
関

02
59–

02
は
ね
う
ち
か
は
し

02
59–

03
と
ふ
か
り
の–

と
ふ
と
り
の
延
嘉
▼
久

02
59–

04
か
け
さ
へ
み
ゆ
る–

か
す
さ
へ
見
ゆ
る
弘
延
尹
嘉
里
尊
戊
▼
久
鳳
正〔
か

す–

か
・す
（
け
）﹇
同
筆
カ
﹈
▼
正
〕

02
59–

05
あ
き
の
よ
の
つ
き–

あ
き
の
つ
き
里–

あ
き
よ
の
つ
き
▼
嵯

02
59–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
躬
恒
〕弘
延–

〔
人
丸
〕▼
正–

〔
読
人
不
知
〕▼
嵯

02
60–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
拾
遺
抄

四
九
七
、
拾
遺
四
三
二
】

02
60–

01
よ
に
ふ
れ
は

02
60–

02
も
の
お
も
ふ
と
し
も–

も
の
お
ん
ふ
と
し
ん
関–

も
の
お
も
ふ
と
し
ハ

里

02
60–

03
な
け
れ
と
も–

な
け
れ
と
ん
城
関
雲
葦

02
60–

04
つ
き
に
い
く
た
ひ–

い
く
た
ひ
月
に
城
関
雲
葦
為
嘉
京

02
60–

05
な
か
め
し
つ
ら
ん

02
60–

06
〔
後
中
書
王
〕–

〔
ナ
シ
〕公
里
尊–

〔
具
平
親
王
〕尹

30
00–

10
九
日〔
付
菊
〕–

九
日
、
公
寂
弘–

九
月
九
日〔
付
菊
〕里–

〈
九
月
〉
九
日

〔
付
菊
〕京

02
61–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
苑

英
華
、
佳
句
】

02
61–

01
燕
知
社
日
辞
巣
去

02
61–
02
菊
為
重
陽
冒
雨
開–

菊
為
重
陽
冒
・雨（
露
）開
、寂–

菊
為
重
陽
冒
・恵（
雨
）

開
、
京

02
61–

03
〔
李
端
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
李
喬
〕嘉–

〔
秋
日
東
群
作
　
李
端
〕﹇
詩

題
ハ
別
筆
﹈
京–

〔
秋
日
東
作
林
　
李
端
〕▼
正
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02
62–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

02
62–
01
採
故
事
於
漢
武

02
62–
02
則
赤
萸
挿
宮
人
之
衣

02
62–

03
尋
旧
跡
於
魏
文–

尋
旧
蹤
於
魏
文

02
62–

04
亦
黄
花
助
彭
祖
之
術–

亦
黄
花
・助
（
助
歟
）
彭
祖
之
術
、
★
伊

02
62–

05
〔
ナ
シ
〕–
〔
紀
納
言
〕弘
里–

〔
観
賜
群
臣
菊
花
　
紀
納
言
〕延
嘉
京
▼

正〔
観–

視
、
嘉
〕〔
菊
花–

菊
花
序
、
京
〕–

〔
紀
〕尹
戊
▼
嵯–

〔
観
賜
群

臣
菊
花
序
　
紀
〕▼
鳳

02
63–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

02
63–

01
先
三
遅
兮
吹
其
花–

先
三
遅
而
吹
其
花
、
戊–

先
三
遅
兮
吹
其
華
▼

嵯

02
63–

02
如
暁
星
之
転
河
漢–

如
暁
星
転
河
漢
﹇
補
入
符
号
ノ
ミ
有
﹈
▼
嵯

02
63–

03
引
十
分
兮
蕩
其
彩–

引
十
分
蕩
其
彩﹇
雲
ハ
後
補
デ
兮
ヲ
書
ク
﹈関
雲–

引

十
分
兮
薄
其
彩
、
里–

引
十
分
而
蕩
其
彩
、
戊

02
63–

04
疑
秋
雪
之
廻
洛
川–

疑
秋
雪
廻
洛
川
、
寂–

﹇
校
本
ハ
雪
ヲ
雲
ト
ス
ル
ガ

異
同
無
﹈
★
尊–

疑
秋
雪
｛
之
｝
廻
洛
川
﹇
別
筆
旁
補
﹈
阪

02
63–

05
〔
ナ
シ
〕–

〔
同
前
〕弘
延
▼
正–

〔
白
〕尹–

〔
同
〕嘉
▼
嵯–
〔
紀
納
言
〕

里–

〔
紀
納
言
　
白
〕京–

〔
紀
〕戊

02
64–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文

粋
】.

02
64–

01
谷
水
洗
花–

谷
水
洗
華
、
京
▼
嵯

02
64–

02
汲
下
流
而
得
上
寿
者
三
十
余
家–

汲
下
流
得
上
寿
者
三
十
余
家
、公

02
64–

03
地
脈
和
味–

地
血
和
味
、関
雲
公
葦
▼
久–

池
血｛
和
｝味﹇
和
ハ
味
ヘ
ノ

傍
記
ト
見
ナ
ス
モ
可
﹈
★
公–

地
・脈
（
血
イ
）
和
味
、
寂
嘉–

地
・血
（
脈
）

和
味
▼
久–

﹇
行
末
欄
外
ニ
「
血
」
ア
リ
﹈
戊

02
64–

04
飡
日
精
而
駐
年
顔
者
五
百
箇
歳–

餌
日
精
而
駐
年
顔
者
五
百
箇
歳
、
城

阪–

餌
日
精
駐
年
顔
者
五
百
箇
歳
﹇
雲
ハ
後
補
デ
而
ヲ
書
ク
﹈
関
雲–

喰

日
精
而
駐
年
顔
者
五
百
箇
歳
、
京–

﹇
飡
ニ
餌
ヲ
傍
記
﹈
▼
嵯

02
64–

05
〔
已
上
紀
〕–

〔
紀
〕﹇
▼
嵯
ハ
別
筆
デ
已
上
紀
字
群
臣
菊
酒
序
ト
有
﹈

城
関
雲
葦
寂
戊
阪
▼
嵯–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
紀
納
〕弘–

〔
同
〕延
嘉
▼

正–

〔
紀
　
九
日
翫
菊
詩
序
〕尹–

〔
紀
納
言
　
已
上
同
上
　
翫
菊
序
〕★

京–

〔
紀
納
言
〕里–

〔
已
上
同
〕▼
鳳

02
65–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》【
拾
遺

一
八
四
、
中
務
、
元
輔
】

02
65–

01
わ
か
や
と
の

02
65–

02
き
く
の
し
ら
つ
ゆ–

き
く
の
し
ら
露
き
、
里

02
65–

03
け
ふ
こ
と
に–

け
ふ
よ
り
は
嘉
京

02
65–

04
い
く
よ
た
ま
り
て–

い
く
よ
つ
も
り
て
﹇
公
ハ
幾
夜
積
｛
点
｝﹈
公
寂
尹

嘉
京
尊
阪
▼
鳳
正
嵯

02
65–

05
ふ
ち
と
な
る
ら
ん–

ふ
ち
と
な
り
け
む
葦–

ふ
ち
と
な
り
な
む
▼
久

02
65–

06
〔
中
務
〕–

〔
ナ
シ
〕公
里
尊–

〔
元
輔
　
中
務
〕▼
鳳–

〔
清
原
元
輔
〕▼

嵯

30
00–

11
菊–

﹇
行
間
補
入
﹈
▼
久

02
66–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
里
ハ
コ

ノ
句
ノ
前
ニ
二
六
八
ノ
句
有
﹈【
文
集
、
佳
句
】

02
66–

01
霜
蓬
老
鬢
三
分
白–

霜
蓬
旧
鬢
三
分
白
﹇
老
ヲ
削
ッ
テ
旧
ヲ
書
ク
カ
﹈

雲–

【
三
木
】
旧
・
老

02
66–

02
露
菊
新
花
一
半
黄–

露
菊
新
華
一
半
黄
▼
嵯

02
66–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
九
月
八
日
州
皇
甫
十
見
贈
　
白
〕★
延–

〔
白
　
九
月
八
日
〕京–

〔
白
　
九
月
八
日
酬
皇
甫
十
見
贈〔
七
七
〕〕▼

鳳

02
67–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
元
氏
長

慶
、
佳
句
】
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02
67–

01
不
是
花
中
偏
愛
菊–

不
是
華
中
偏
愛
菊
▼
嵯

02
67–

02
此
花
開
後
更
無
花–

此
花
開
尽
更
無
花
、
公
▼
正–

此
花
開
・後
（
尽
イ
）

更
無
花
﹇
▼
嵯
ハ
「
イ
」
ナ
シ
、
前
句
二
六
六
ヘ
ノ
傍
記
ニ
ミ
エ
ル
ガ

判
読
﹈
京
嘉
▼
嵯–

【
三
木
】
尽
・
後

02
67–

03
〔
元
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
元
稹
〕弘
▼
正–

〔
菊
花
　
元
稹
〕延–

〔
白
〕

里–
〔
元
　
菊
花
〕▼
鳳

02
68–

00
《
粘
城
伊
公
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
関
雲
葦
ナ
シ
。
城

ハ
二
七
一
ノ
次
。
里
ハ
二
六
六
ノ
前
ニ
モ
重
出
﹈【
】

02
68–

01
嵐
陰
欲
暮

02
68–

02
契
松
柏
之
後
凋

02
68–

03
秋
景
早
移

02
68–

04
嘲
芝
蘭
之
先
敗–

朝
芝
蘭
之
先
敗
、
公

02
68–

05
〔
残
菊
　
紀
〕–

〔
ナ
シ
〕公
寂
尊–
〔
翫
禁
庭
残
菊
　
紀
納
言
〕﹇
京
ハ
詩

題
ガ
後
﹈
延
嘉
京
▼
正〔
禁
庭–

禁
掖
▼
正
〕〔
残
菊–

残
菊
序
、
京
〕–

〔
残

菊
序
　
紀
〕﹇
▼
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
尹
▼
鳳
嵯–

〔
残
菊
　
紀
納
言
〕

里–

〔
〈
翫
禁
掖
　
イ
有
〉
残
菊
序
　
紀
〕▼
鳳–
〔
紀
〕戊

02
69–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
久
ハ
二

七
一
ノ
次
﹈【
】

02
69–

01
酈
県
村
閭
皆
潤
屋

02
69–

02
陶
家
児
子
不
垂
堂

02
69–

03
〔
善
相
公
〕–

〔
菊
散
一
叢
金
　
善
相
公
〕﹇
京
▼
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
、▼

嵯
ノ
叢
金
ハ
切
断
﹈
城
関
延
里
京
▼
久
鳳
正
嵯〔
一–

開
、
里
〕–

﹇
後
筆

デ
菊
散
一
叢
金
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
善
相
公
清
行
〕嘉

02
70–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
70–

01
蘭
苑
自
慙
為
俗
骨

02
70–

02
槿
籬
不
信
有
長
生–

僅
籬
不
信
有
長
生
、
里

02
70–

03
〔
保
胤
〕–

〔
菊
是
花
中
仙
　
保
胤
〕﹇
城
ノ
中
仙
ハ
推
読
﹈
城
関
延

〔
花–

華
、
延
〕–

﹇
後
筆
デ
菊
是
草
中
仙
ヲ
書
ク
、
□
ヲ
削
ッ
テ
草
ヲ

書
ク
カ
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
菊
是
草
中
仙
　
保
胤
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ

後
、
久
正
ハ
切
断
ニ
ヨ
リ
「
仙
」
ヨ
メ
ズ
﹈
嘉
京
里
▼
久
鳳
正–

〔
菊

是
・草
（
花
　
行
成
自
筆
）
中
仙
　
保
胤
〕▼
鳳

02
71–

00
《
粘
城
伊
関
雲
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
公
ナ
シ
﹈【
】

02
71–

01
蘭
蕙
苑
嵐
摧
紫
後–

蘭
恵
苑
嵐
催
紫
後
、
延

02
71–

02
蓬
萊
洞
月
照
霜
中

02
71–

03
〔
菅
三
品
〕–

〔
花
寒
菊
点
叢
　
菅
三
〕﹇
城
ノ
菊
点
ト
三
ハ
推
読
﹈
城

関–

﹇
後
筆
デ
花
寒
菊
点
叢
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
花
寒
菊
点
叢
　
菅
三
品
〕

延
嘉
京
▼
久
鳳
正〔
花
寒–

菊
寒
▼
正
〕–

〔
ナ
シ
〕尊–

〔
菅
三
品
　
花
寒

菊
・点
（
照
イ
）
叢
〕京–

〔
菅
〕▼
嵯

02
72–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
城
関
雲

公
葦
弘
延
尹
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
ハ
二
七
三
ノ
次
﹈【
古
今
二
六
九
、
六

帖
、
敏
行
】

02
72–

01
ひ
さ
か
た
の

02
72–

02
く
も
の
う
へ
に
て–

く
も
の
う
ゑ
に
・も
（
て
）
城–

く
ん
の
う
へ
に
て

関

02
72–

03
み
る
き
く
は–

み
る
き
く
は
﹇
つ
ノ
上
カ
ラ
き
ヲ
書
ク
カ
﹈
★
関–

見
る

と
き
は
里

02
72–

04
あ
ま
つ
ほ
し
と
そ–

あ
ま
つ
ほ
し
か
と
戊

02
72–

05
あ
や
ま
た
れ
け
る–

あ
や
ま
た
れ
け
り
戊

02
72–

06
〔
敏
行
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
繁
行
〕嘉–

〔
敏
行
朝
臣
〕戊

02
73–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈【
古

今
二
七
七
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
、
躬
恒
】

02
73–
01
こ
ゝ
ろ
あ
て
に

02
73–

02
を
ら
は
や
を
ら
む

02
73–

03
は
つ
し
も
の–

は
つ
し
ん
の
雲
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02
73–

04
お
き
ま
と
は
せ
る–

お
き
ま
よ
は
せ
る
延

02
73–

05
し
ら
き
く
の
は
な

02
73–
06
〔
躬
恒
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
三
常
〕葦

30
00–
12
九
月
尽

02
74–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京
尊
多
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
延
ハ

題
「
九
月
尽
」
マ
デ
存
、
以
下
二
九
一
題
「
槿
」
マ
デ
落
丁
﹈【
文
粋
】

02
74–

01
縦
以
崤
函
為
固–
縦
以
崤
函
為
図
、
公–

縦
以
崤
遂
為
固
、
葦–

縦
以
崤

〓
（
山
＋
函
）
函
為
固
▼
正

02
74–

02
難
留
蕭
瑟
於
雲
衢–
難
留
簫
瑟
於
雲
衢
、
★
城–

誰
留
蕭
瑟
於
雲
衢
、

戊

02
74–

03
縦
令
孟
賁
而
追–

縦
令
・益
（
孟
）
賁
而
追
﹇
別
筆
﹈
雲–

縦
以
孟
賁
而
追
、

下

02
74–

04
何
遮
爽
籟
於
風
境–

何
遮
莫
籟
於
風
境
、公–
何
遮
爽
籟
於
露
駅
、下

02
74–

05
〔
順
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
山
寺
九
月
尽
　
順
〕﹇
▼
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈尹

▼
久
嵯–

〔
順
　
九
月
尽
日
於
仏
性
院
惜
秋
序
〕嘉
京
多〔
序–

ナ
シ
多
〕–

〔
九
月
尽
｛
日
イ
｝
於
仏
性
院
惜
秋
　
順
〕▼
鳳–

〔
源
順
〕▼
正

02
75–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京
尊
多
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
75–

01
頭
目
縦
随
禅
客
乞–

頭
目
縦
随
禅
僧
乞
、関–

﹇
□
ヲ
削
ッ
テ
客
ヲ
書
ク
、

□
ハ
僧
カ
﹈
雲–

頭
目
縦
随
禅
｛
客
｝
乞
、
多

02
75–

02
以
秋
施
与
太
応
難–

以
秋
施
与
太
以
難
、関–

﹇
□
ヲ
削
ッ
テ
応
ヲ
書
ク
﹈

雲–

以
秋
施
｛
与
｝
太
応
難
、
多

02
75–

03
〔
順
〕–

〔
山
寺
九
月
尽
　
順
〕﹇
城
ノ
尽
ハ
推
読
、
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
城

関
葦
京
里
多
下
▼
鳳–

﹇
後
筆
デ
山
寺
九
月
尽
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕

公
尊–

〔
同
人
〕弘–

〔
山
寺
九
月
尽
　
同
〕嘉–

〔
同
前
〕▼
久–

〔
同
詩

　
同
人
〕▼
正

02
76–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京
尊
多
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
76–

01
文
峰
案
轡
白
駒
景–

文
峰
案
轡
白
駒
影
、
城
関
雲
里
下
戊
▼
嵯–

文
峰
案

轡
白
駒
・景
（
影
イ
）
嘉

02
76–

02
詞
海
艤
舟
紅
葉
声–

詞
海
装
舟
紅
葉
声
、
城
関
里–

﹇
□
ヲ
削
ッ
テ
艤
ヲ

書
ク
﹈
雲–

詞
海
・艤
（
装
　
行
成
自
筆
）
舟
紅
葉
声
▼
鳳

02
76–

03
〔
以
言
〕–

〔
秋
未
出
詩
境
　
以
言
〕﹇
城
ノ
出
詩
ト
言
ハ
推
読
、
京
▼

嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
城
関
京
里
多
▼
久
鳳
嵯〔
境–

鏡
▼
嵯
〕–

〔
ナ
シ
〕

公
尊–

〔
秋
未
出
詩
境
　
江
以
言
〕嘉
▼
正〔
未–

来
▼
正
〕

02
77–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京
尊
多
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
風
雅

一
五
八
六
】

02
77–

01
や
ま
さ
ひ
し

02
77–

02
あ
き
も
す
き
ぬ
と–

あ
き
も
つ
き
ぬ
と
城–

あ
き
も
く
れ
ぬ
と
関
雲
公
寂

弘
尹
里
尊
多
戊
▼
鳳
正
嵯–

あ
き
も
・く
・れ
（
つ
き
）
ぬ
と
関–

あ
き
も
す

き
ぬ
（
ク
レ
）
と
下–

あ
き
も
・す
・き
（
く
れ
）
ぬ
と
▼
久

02
77–

03
つ
く
る
か
も–

つ
く
る
か
ん
雲–

つ
く
る
か
な
弘–

つ
く
る
か
は
里

02
77–

04
ま
き
の
は
こ
と
に–

を
き
の
は
こ
と
に
嘉–

き
く
の
は
こ
と
里

02
77–

05
お
け
る
あ
さ
し
も–

お
け
る
あ
さ
し
ん
関
雲

02
77–

06
〔
八
束
〕–

〔
ナ
シ
〕公
寂
里
京
尊
多
戊
▼
嵯–

〔
右
少
弁
〕尹

02
78–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈【
拾

遺
抄
一
三
三
、
拾
遺
二
一
四
】

02
78–

01
く
れ
て
ゆ
く

02
78–

02
あ
き
の
か
た
み
に–

秋〔
の
〕遊
影
に
公

02
78–

03
お
く
も
も
の
は–

を
く
も
の
は
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
里
尊
下
戊
▼
久

鳳
正
嵯–

お
く
ん
の
は
雲–

お
く
△
の
は
寂–

を
く
□
の
は
﹇
磨
滅
カ
﹈

弘–

お
く
し
も
は
嘉

02
78–
04
わ
か
も
と
ゆ
ひ
の–

わ
か
ん
と
ゆ
ひ
の
雲

02
78–

05
し
も
に
そ
あ
り
け
る–

し
ん
に
そ
あ
り
け
る
﹇
ん
カ
﹈
関–

し
も
に
そ
あ

り
け
る﹇
も
カ
﹈雲–

し
も
に
さ
り
け
る
葦
戊–

露
に
そ
あ
り
け
る
尹–

し

も
そ
に
そ
あ
り
け
る
下–

し
も
そ
あ
り
け
る
▼
久
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02
78–

06
〔
兼
盛
〕–

〔
ナ
シ
〕﹇
雲
ハ
後
補
デ
兼
盛
ヲ
書
ク
﹈
関
雲
公
尹
尊

30
00–

13
女
郎
花

02
79–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

02
79–

01
花
色
如
蒸
粟–

花
色
如
遂
粟
、
★
公–

花
色
如
蒸
・粟
（
栗
　
南
）
▼
鳳–

花

色
如
蒸
栗
、
戊–

華
色
如
蒸
粟
▼
嵯

02
79–

02
俗
呼
為
女
郎–
俗
乎
為
女
郎
﹇
口
篇
磨
滅
カ
﹈
★
公

02
79–

03
聞
名
戯
欲
契
偕
老–
聞
名
戯
欲
契
・階
（
偕
）
老
、
尹–

聞
名
戯
欲
契
階
老
、

嘉

02
79–

04
恐
悪
衰
翁
首
似
霜–
恐
悪
｛
去
｝｛
声
｝
衰
翁
首
似
霜
▼
久

02
79–

05
〔
順
〕–

〔
ナ
シ
〕関
公
尊–
〔
順
　
詠
女
郎
花
〕﹇
正
ハ
詩
題
ガ
先
﹈
京

▼
正〔
順–

源
順
▼
正
〕

02
80–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
里
ハ
二

八
二
ノ
次
﹈【
古
今
二
二
九
、
新
撰
万
葉
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
、
寛
平

御
時
后
宮
歌
合
】

02
80–

01
を
み
な
へ
し–

を
み
な
め
（
へ
）
し
里

02
80–

02
お
ほ
か
る
の
へ
に–

お
ほ
く
の
の
へ
に
嘉

02
80–

03
や
と
り
せ
は–

や
と
り
□
□
﹇
破
損
﹈
尊

02
80–

04
あ
や
な
く
あ
た
の–

あ
や
な
く
あ
き
の
城–

あ
や
な
く
・あ
・や
（
タ
）
の

下

02
80–

05
な
を
や
た
つ
へ
き–

な
を
や
た
ち
な
ん
城
関
雲
公–

な
を
や
た
・つ
・へ
・き

（
チ
ナ
ム
）﹇
▼
鳳
傍
記
ハ
「
チ
ナ
ン
　
行
成
」﹈
下
▼
鳳–

な
を
や
た

ゝ
ま
し
▼
嵯

02
80–

06
〔
野
美
材
〕–

〔
美
材
〕城
寂
尹–

〔
ナ
シ
〕公
里
尊–

〔
遍
照
〕弘–

〔
遍
昭

僧
正
〕尹–

〔
花
山
僧
正
〕京–

〔
小
野
美
材
〕戊–

〔
良
僧
正
　
美
材
イ
〕

▼
嵯

02
81–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
。
里

ハ
二
八
○
ノ
前
﹈【
新
古
今
七
八
二
、
六
帖
】

02
81–

01
を
み
な
へ
し–

を
み
な
め
（
へ
）
し
里

02
81–

02
み
る
に
こ
ゝ
ろ
は–

み
る
に
こ
ゝ
ろ
下

02
81–

03
な
く
さ
ま
て

02
81–

04
い
と
ゝ
む
か
し
の–

い
と
ゝ
ん
か
し
の
関
雲

02
81–

05
あ
き
そ
恋
し
き–

﹇
あ
き
そ
さ
ノ
後
、
こ
ひ
し
き
ヲ
書
ク
カ
﹈
城–

人
そ

こ
ひ
し
き
▼
鳳
嵯

02
81–

06
〔
清
慎
公
〕–

〔
北
宮
御
着
裳
屛
風
哥
　
清
慎
公
〕城
関
雲
葦
下
▼
久–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
北
宮
御
着
裳
屛
風
哥
〕里–

〔
清
慎
公
　
北
宮
御
着
裳

屛
風
歌
〕▼
鳳

30
00–

14
萩

02
82–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
新
撰
万

葉
】

02
82–

01
暁
露
鹿
鳴
花
始
発–

暁
露
鹿
鳴
華
始
発
、
嘉
▼
嵯–

暁
露
鹿
鳴
花
初
発
、

下

02
82–

02
百
般
攀
折
一
時
情–

百
般
攀
挿
一
時
情
、
伊–

百
般
攀
一
時
情
、
公–

百

般
挙
折
一
時
情
、
★
京

02
82–

03
〔
ナ
シ
〕–

〔
新
万
葉
集
〕城
関
雲
里–

〔
新
撰
万
葉
集
〕葦
下
戊
▼
久
鳳–

〔
菅
〕嘉–

〔
新
撰
万
葉
集
　
作
者
可
尋
〕﹇
京
ハ
別
筆
﹈
京
▼
正〔
新
撰

万
葉
集–

ナ
シ
▼
正
〕–

〔
菅
　
新
撰
万
葉
集
〕▼
嵯

02
83–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
尊
下
里
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈【
拾

遺
八
一
二
、
躬
恒
】

02
83–

01
あ
き
の
ゝ
に

02
83–

02
は
き
か
る
を
の
こ–

は
き
か
る
を
の
城

02
83–
03
な
は
を
な
み–

な
を
な
み
城–

花
を
な
み
寂–

は
な
を
な
み
里

02
83–

04
ね
る
や
ね
り
そ
の–

ね
り
や
ね
り
そ
の
嘉
戊
▼
嵯

02
83–

05
く
た
け
て
そ
お
も
ふ–

く
た
け
て
そ
お
ん
ふ
関
雲–

み
た
れ
て
そ
思
、

葦
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02
83–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
躬
恒
〕﹇
城
ハ
別
筆
﹈
城
弘–

〔
元
輔
〕尹–

〔
人
丸
〕嘉
戊

▼
嵯–

〔
人
丸
　
躬
恒
〕﹇
人
丸
ハ
後
補
カ
﹈
▼
正

02
84–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
拾
遺
一

八
三
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
、
伊
勢
】

02
84–

01
う
つ
ろ
は
む

02
84–

02
こ
と
た
に
を
し
き

02
84–

03
あ
き
は
き
に–
あ
き
は
き
の
（
そ
）﹇
左
旁
ニ
に
ト
別
筆
﹈
城–

あ
き
は

き
を
﹇
公
ハ
秋
萩
遠
﹈
公
葦

02
84–

04
を
れ
ぬ
は
か
り
も–
を
れ
ぬ
は
か
り
ん
関
雲–

お
れ
る
は
か
り
に
弘

嘉–

を
れ
る
は
か
り
も
尹–
お
れ
ぬ
は
か
り
に
戊

02
84–

05
お
け
る
つ
ゆ
か
な–

を
け
る
し
ら
つ
ゆ
京
下–

お
け
る
し
ら
つ
ゆ
か
な

里

02
84–

06
〔
い
せ
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
伊
勢
　
亭
子
院
御
屛
風
〕▼
鳳

02
85–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈【
麗

花
、
元
輔
】

02
85–

01
あ
き
の
ゝ
の–

あ
き
の
ゝ
｛
の
｝
城–

あ
き
の
ゝ
に
尹
里–

あ
き
の

ゝ
戊

02
85–

02
は
き
の
に
し
き
を–

は
き
の
・に
（
に
）
し
き
を
﹇
本
行
に
ノ
字
母
ガ
児

ユ
エ
ノ
傍
記
カ
﹈
★
城

02
85–

03
ふ
る
さ
と
に–

わ
か
や
と
に
弘
尹
嘉
尊–

〈
ふ
る
さ
と
に
〉
▼
嵯

02
85–

04
し
か
の
ね
な
か
ら–

し
か
の
ね
な｛
か
｝ら
城–

し
か
ね
な
か
ら
に
関–
し

か
ね
な
か
ら
ん
﹇
ん
ハ
も
ノ
意
カ
﹈
雲

02
85–

05
う
つ
し
て
し
か
な

02
85–

06
〔
元
輔
〕–

〔
ナ
シ
〕公
里
尊
▼
鳳–

〔
元
輔
或
本
入
道
〕嘉

30
00–

15
蘭

02
86–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

02
86–

01
前
頭
更
有
蕭
条
物–

前
頭
更
有
簫
条
物
、
城

02
86–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕﹇
雲
ハ
後
補
デ
白
ヲ
書
ク
﹈
雲
公
尊–

〔
白
　
抄
秋
独

夜
〕﹇
正
ハ
詩
題
ガ
先
﹈
京
▼
鳳
正〔
独
夜–

独
夜〔
七
七
〕▼
鳳
〕

02
87–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

02
87–

01
扶
桑
豈
無
影
乎

02
87–

02
浮
雲
掩
而
忽
昏–

浮
雲
掩
而
忽
暗
▼
嵯

02
87–

03
叢
蘭
豈
不
芳
乎–

叢
蘭
豈
不
芳
哉
、
葦

02
87–

04
秋
風
吹
而
先
敗–

秋
風
｛
吹
｝
而
先
敗
、
寂

02
87–

05
〔
菟
裘
賦
　
中
書
王
〕–

〔
兎
裘
賦
　
中
書
王
〕﹇
弘
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈

城
関
雲
弘–

〔
中
書
王
〕伊–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊–

〔
兎
裘
賦
　
前
中
書
王
〕

﹇
葦
ノ
他
モ
「
前
」
カ
、
京
▼
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
★
葦
嘉
京
里
▼
鳳

正
嵯–

〔
後
中
書
王
〕寂–

〔
前
中
書
王
〕戊

02
88–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
88–

01
凝
如
鳳
女
顔
施
粉–

凝
如
漢
女
顔
施
粉
、
城
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京

尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

凝
如
・鳳
（
漢
イ
）
女
顔
施
粉
、
★
伊–

凝
如
・漢
（
鳳
）

女
顔
施
粉
▼
鳳

02
88–

02
滴
似
鮫
人
眼
泣
珠

02
88–

03
〔
都
〕–

〔
紅
蘭
受
露
　
都
〕﹇
城
ノ
露
ハ
推
読
、雲
ハ
後
補
デ
良
香
ヲ
書

ク
﹈
城
関
雲
里
▼
久–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
良
香
〕寂–

〔
都
良
香
〕弘
戊–

〔
紅
蘭
受
露
〕尹–

〔
紅
葉
受
露
　
都
良
香
〕嘉–

〔
都
良
香
　
紅
蘭
愛

露
〕﹇
正
ハ
詩
題
ガ
先
﹈
京
▼
正〔
愛–

・愛
（
受
イ
）
京
〕–

〔
紅
蘭
受
露

　
都
良
香
〕﹇
▼
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
▼
鳳
嵯

02
89–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
天
徳
三
年

闘
詩
行
事
略
記
】

02
89–
01
曲
驚
楚
客
秋
絃
馥

02
89–

02
夢
断
燕
姫
暁
枕
薫

02
89–

03
〔
直
幹
〕–
〔
蘭
気
入
軽
風
　
直
幹
〕﹇
城
ノ
軽
ハ
推
読
、京
▼
嵯
ハ
作
者
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名
ガ
先
﹈
城
関
京
▼
久
鳳
正
嵯–

﹇
後
筆
デ
蘭
気
入
軽
風
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕公
葦
尹
尊–

〔
直
誇
〕嘉–

〔
蘭
菊
人
軽
風
　
都
直
幹
〕里

02
90–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
古
今
二
四

一
、
六
帖
、
素
性
】

02
90–

01
ぬ
し
ゝ
ら
ぬ

02
90–

02
か
こ
そ
に
ほ
へ
れ–

か
は
に
ほ
ひ
つ
ゝ
城
関
雲
公
葦
弘
尹
里
尊
戊
▼

久–

か
は
に
を
ひ
つ
ゝ
﹇
を
ニ
削
訂
カ
﹈
弘–

か
・こ
・そ
・に
・ほ
・へ
・れ
（
ハ

ニ
ホ
ヒ
ツ
ヽ
）
▼
鳳

02
90–

03
あ
き
の
ゝ
に

02
90–

04
た
か
ぬ
き
か
け
し

02
90–

05
ふ
ち
は
か
ま
そ
も

02
90–

06
〔
素
性
〕–

〔
ナ
シ
〕公
葦
尹
尊–
〔
素
性
法
師
〕▼
正

30
00–

16
槿

02
91–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
延
ハ
二

七
四
カ
ラ
二
九
一
題
「
槿
」
マ
デ
落
丁
﹈【
文
集
】

02
91–

01
松
樹
千
年
終
是
朽–

﹇
校
本
ハ
年
ノ
校
異
ヲ
採
ル
ガ
異
体
字
ユ
エ
削
除
﹈

★
葦

02
91–

02
槿
花
一
日
自
為
栄–

槿
籬
一
日
為
栄
、
公–

槿
華
一
日
自
為
栄
▼
嵯

02
91–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
彩
言
詩
　
白
〕延–

〔
白
　
放
言
詩
〕﹇
正
ハ

後
補
カ
﹈
▼
鳳
正

02
92–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
延
ハ
二

九
一
題
「
槿
」
マ
デ
落
丁
﹈【
文
粋
】

02
92–

01
来
而
不
留

02
92–

02
薤
壠
有
払
晨
之
露–

〓（
菲
＋
し
ん
に
ゅ
う
）壠
隴
有
払
晨
之
露
、城–

薤

隴
有
払
晨
之
露
、
関
雲
公
延
尊
▼
嵯–

薤
壠
有
払
農
之
露
、
葦

02
92–

03
去
而
不
返

02
92–

04
槿
籬
無
投
暮
之
花–

槿
籬
無
後
暮
之
花
、伊–

槿
籬
無
捉
暮
之
花
、嘉–

槿

籬
無
投
暮
之
華
、
京

02
92–

05
〔
願
文
　
中
書
王
〕–

〔
願
文
　
前
中
書
王
〕﹇
▼
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈

城
葦
▼
嵯–

〔
ナ
シ
〕公
尹
里
尊–

〔
前
中
書
王
〕寂
弘
戊–

〔
修
善
願
文

　
前
中
書
王
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
、
▼
鳳
ノ
修
善
ハ
補
入
﹈
延
京
▼
鳳

正–

〔
自
筆
法
花
経
供
養
願
文
　
前
中
書
王
〕嘉

02
93–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
延
尹

ハ
二
九
四
ノ
次
﹈【
六
帖
、
新
勅
撰
二
五
一
】

02
93–

01
お
ほ
つ
か
な

02
93–

02
た
れ
と
か
し
ら
む–

た
れ
そ
か
し
ら
ん
延

02
93–

03
あ
さ
き
り
の–

あ
き
き
り
の
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳

正–

秋
き
り
に
延

02
93–

04
た
え
ま
に
み
ゆ
る–

な
は
（
た
え
）
ま
に
見
ゆ
る
城–

□
□
﹇
二
字
不
明
﹈

ま
に
み
ゆ
る
寂–

た
え
ま
と
見
ゆ
る
里

02
93–

05
あ
さ
か
ほ
の
は
な

02
93–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
順
〕弘
▼
久–

〔
前
中
書
王
〕延
京–

〔
言
正
中
将
〕▼

嵯

02
94–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈【
拾

遺
一
二
八
三
、
道
信
】

02
94–

01
あ
さ
か
ほ
を

02
94–

02
な
に
は
か
な
し
と

02
94–

03
お
も
ひ
け
む–

お
ん
ひ
け
む
関
▼
久–

思
ら
む
、
寂
▼
鳳

02
94–

04
ひ
と
を
ん
花
は–

人
を
も
は
な
は
城
伊
公
葦
弘
延
尊
戊
▼
鳳
正
嵯

02
94–

05
い
か
ゝ
み
る
ら
む–

・い
・か
・ゝ
・見
・る
・ら
・ん
（
さ
こ
そ
見
る
ら
め
）
城–

さ
こ

そ
み
る
ら
め
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
尊
戊
▼
鳳
正
嵯–

・い
・か
・ゝ
（
さ
こ
そ
）
み

る
ら
ん
▼
久

02
94–

06
〔
道
信
少
将
〕–

〔
道
信
中
将
〕城
関
雲
葦
弘
延
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

〔
ナ

シ
〕公
尹
里
尊–

〔
道
信
〕寂
嘉

30
00–

17
前
栽–
前
裁
、
城
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02
95–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
95–

01
多
見
栽
花
悦
目
儔–

多
見
裁
花
悦
目
儔
、
城
尹–

多
見
栽
花
悦
目
伝
、

公–

多
見
・裁
（
栽
）
花
悦
目
儔
、
尹–

多
見
栽
華
悦
目
儔
▼
嵯

02
95–
02
先
時
予
養
待
開
遊–

・光
（
先
）
時
予
待
同
遊
、
公

02
95–

03
〔
ナ
シ
〕–

〔
菅
三
品
〕弘
嘉
里–

〔
栽
秋
花
　
菅
三
品
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ

後
﹈
延
京
▼
鳳
正–

〔
菅
〕▼
嵯

02
96–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
96–

01
自
吾
閑
寂
家
僮
倦–
自
吾
閑
寞
家
僮
倦
、
城–

自
吾
寂
寞
家
僮
倦
、
関

雲–

自
吾
閑
寂
家
僮
惓
、
葦
京–

【
三
木
】
閑
寞
・
閑
寂

02
96–

02
春
樹
春
栽
秋
草
秋–
春
樹
春
・裁
（
栽
）
秋
草
秋
、
尹

02
96–

03
〔
菅
三
品
〕–

〔
菅
三
〕関
雲
里–
〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
同
〕弘
延
▼
鳳
嵯–

〔
文
時
イ
　
同
前
題
同
人
〕★
京–
〔
同
　
已
上
絶
句
〕嘉–

〔
同
前
〕▼

正

02
97–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

02
97–

01
閑
思
看
汝
花
紅
日–

思
閑
看
汝
花
紅
日
﹇
閑
ニ
反
転
符
号
有
﹈
雲–

閑
思

看
汝
華
紅
日
▼
嵯

02
97–

02
正
是
当
吾
鬢
白
時–

正
是
当
吾
鬚
白
時
、
城–

正
是
当
吾
鬢
白
年
、
関

雲
葦
寂
弘
尹
里
尊
▼
鳳
嵯–

正
是
当
我
鬢
白
時
、
公–
正
是
当
吾
鬢
白
・年

（
時
）﹇
▼
鳳
ノ
傍
記
ハ
「
時
　
南
」﹈
里
▼
鳳–

【
三
木
】
年
・
時

02
97–

03
〔
保
胤
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
移
栽
桜
樹
　
保
胤
〕﹇
鳳
ハ
詩
題
ガ
後
﹈延

▼
鳳–

〔
保
胤
　
新
栽
楼
樹
〕嘉–

〔
保
胤
　
初
殖
花
樹
〕﹇
詩
題
ハ
別
筆
﹈

★
京–

〔
移
樹
桜
樹
　
慶
保
胤
〕▼
正

02
98–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
後
集
】

02
98–

01
曽
非
種
処
思
元
亮–

曽
非
種
処
思
元
高
、
★
公–

【
三
木
】
未
曽
・
曽

非

02
98–

02
為
是
花
時
供
世
尊–

為
是
華
時
供
世
尊
▼
嵯

02
98–

03
〔
菅
〕–

〔
種
菊
　
菅
〕城
伊
葦
延–

﹇
後
補
デ
種
菊
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
ナ

シ
〕公
尊–

〔
菅
丞
相
〕弘–

〔
栽
菊
　
菅
〕嘉–

〔
菅
三
品
　
種
菊
〕里
京–

〔
｛
栽
｝
種
菊
　
菅
〕▼
鳳–

〔
種
菊
　
菅
丞
相
〕▼
正

02
99–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
里
ナ
シ
﹈【
古

今
一
六
七
、
六
帖
、
躬
恒
】

02
99–

01
ち
り
を
た
に

02
99–

02
す
ゑ
し
と
そ
お
も
ふ–

・す
（
う
）
ゑ
し
と
そ
お
も
ふ
城–

す
ゑ
し
と
そ
お

ん
ふ
関
雲–

す
へ
し
｛
と
｝
そ
お
も
ふ
▼
嵯

02
99–

03
う
へ
し
よ
り–

・う
・ゑ
・し
・よ
・り
（
あ
さ
ゆ
ふ
に
）
雲–

朝
夕
に
葦
▼
嵯–

さ

き
し
よ
り
寂
尊
戊
▼
鳳
正

02
99–

04
い
も
と
わ
か
ぬ
る–

｛
い
｝
も
と
わ
か
ね
し
﹇
同
筆
﹈
城–

与
妹
我
寝
、

公–

い
も
と
我
を
る
葦
▼
久–

い
も
か
わ
か
ぬ
る
京–

い
も
と
わ
か
・を
・る

（
ね
る
）﹇
ね
カ
﹈
▼
久–

い
も
と
わ
か
み
る
▼
嵯

02
99–

05
と
こ
な
つ
の
は
な

02
99–

06
〔
躬
恒
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
三
常
〕葦

03
00–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
里
京
ナ
シ
﹈【
】

03
00–

01
は
な
に
よ
り–

は
な
よ
り
も
嘉–

は
な
を
（
に
）
よ
り
﹇
ミ
セ
ケ
チ
カ
﹈

▼
鳳

03
00–

02
も
の
を
そ
お
も
ふ–

も
の
を
そ
お
ん
ふ
関
雲

03
00–

03
し
ら
つ
ゆ
の

03
00–

04
お
く
に
も
い
か
ゝ–

お
く
に
ん
い
か
ゝ
関
雲

03
00–

05
な
ら
む
と
す
ら
む–

な
ら
ん
と
お
も
へ
ば
城
関
雲–

な
ら
む
と
お
ん
へ
は

雲–

可
欲
成
良
牟
、
公–

あ
ら
ん
と
す
ら
ん
延
尊
▼
鳳

03
00–
06
〔
ナ
シ
〕–

〔
高
氏
〕城
葦
弘
延
嘉
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

〔
高
氏
　
江
本
無
作

者
〕▼
鳳

30
00–

18
紅
葉–
紅
葉〔
付
落
葉
〕葦
嘉
里
尊
▼
久
鳳
嵯
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03
01–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校

本
「
大
」
ヲ
採
用
ス
ル
ガ
『
古
筆
学
大
成
』
ニ
未
収
﹈【
文
集
、
佳
句
】

03
01–
01
不
堪
紅
葉
青
苔
地

03
01–

02
又
是
涼
風
暮
雨
天

03
01–

03
〔
白
〕–
〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
秋
雨
中
贈
元
九
〕為
京
▼
鳳〔
元
九–

元

九〔
二
三
〕▼
鳳
〕–

〔
秋
雨
中
贈
元
九
〕延–

〔
白
　
林
雨
中
贈
元
八
〕

嘉

03
02–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校

本
「
大
」
ヲ
採
用
ス
ル
ガ
『
古
筆
学
大
成
』
ニ
未
収
﹈【
文
集
、
佳
句
】

03
02–

01
黄
纐
纈
林
寒
有
葉–

黄
〓
﹇
糸
＋
夾
﹈
纈
林
寒
有
葉
、
城
関
雲–

黄
〓

﹇
糸
＋
頼
﹈
林
寒
有
葉
、
公–

黄
〓
﹇
糸
＋
頼
﹈
纈
林
寒
有
葉
、
葦
★
延

里–

黄
纐
纈
林
寒
有
・葉
（
火
）
▼
鳳

03
02–

02
碧
瑠
璃
水
浄
無
風–

碧
瑠
璃
水
浄
無
塵
、
城
関
雲
為
弘
尹
嘉
京
尊
戊
▼

嵯〔
塵–

・塵
（
風
）﹇
嵯
ノ
傍
記
ハ
「
風
イ
」﹈
雲
▼
嵯
〕–

碧
瑠
璃
水
浄
無

・風
（
塵
イ
）﹇
延
▼
鳳
ハ
「
イ
」
無
﹈
★
伊
延
▼
鳳

03
02–

03
〔
白
〕–

〔
同
〕城
関
雲
葦–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
泛
大
湖
書
事
　
白
〕﹇
京
ハ

詩
題
ガ
後
﹈為
延
京〔
泛–

〓（
水
＋
走
）﹇「
泛
イ
」ヲ
傍
記
﹈京
〕〔
書–

即
、

京
〕–

〔
本
集
東
韻
　
白
　
泛
大
湖
書
事
寄
微
之〔
六
四
〕〕▼
鳳

03
03–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校

本
「
大
」
ヲ
採
用
ス
ル
ガ
『
古
筆
学
大
成
』
ニ
未
収
﹈【
】

03
03–

01
洞
中
清
浅
瑠
璃
水–

洞
中
清
浅
琉
璃
水
、城–

洞
中
清
残
瑠
璃
水
、嘉

03
03–

02
庭
上
蕭
条
錦
繡
林–

庭
上
蕭
疎
錦
繡
林
﹇
延
ハ
上
部
余
白
ニ
「
条
」
ア

リ
﹈、関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
尊
大
▼
久
鳳
正–

庭
上
蕭
・疎（
条
イ
）錦
繡
林

﹇
▼
鳳
ノ
傍
記
ハ
「
イ
」
無
﹈
為
▼
鳳–

庭
上
簫
条
錦
繡
林
、
★
京

03
03–

03
〔
保
胤
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
保
胤
　
翫
池
頭
紅
葉
〕﹇
延
ハ
作
者
名
ガ

後
﹈
為
延
▼
鳳–

〔
保
胤
　
・故
（
翫
イ
）
池
頭
紅
葉
〕﹇
旁
書
ハ
別
筆
﹈

京–

〔
保
胤
　
翫
池
辺
葉
〕嘉–

〔
翫
池
頭
紅
葉
　
慶
保
胤
〕▼
正

03
04–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
為

ハ
三
〇
七
ノ
次
、
コ
ノ
位
置
ノ
所
ニ
小
字
ニ
テ
行
間
ニ
補
写
﹈﹇
校
本

「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
】

03
04–

01
外
物
独
醒
松
澗
色–

外
物
独
醒
松
洞
色
、
葦

03
04–

02
余
波
合
力
錦
江
声–

余
波
合
力
錦
紅
声
、
城
延〔
紅–

・紅
（
江
）
延
〕

03
04–

03
〔
以
言
〕–

〔
山
水
唯
紅
葉
　
以
言
〕城
雲
大
▼
久
鳳–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
江
以
言
　
山
水
唯
紅
葉
〕﹇
延
▼
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
▼
正〔
山

水–

山
中
、
延–

出
水
▼
正
〕–

〔
以
言
　
山
水
皆
紅
葉
〕嘉
京–

〔
山
水
只

紅
葉
〕里

03
05–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校

本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
古
今
二
六
〇
、
六

帖
、
貫
之
】

03
05–

01
し
ら
つ
ゆ
も–

し
ら
つ
ゆ
ん
雲

03
05–

02
し
く
れ
も
い
た
く–

し
く
れ
ん
い
た
く
関–

し
つ
く
も
い
た
く
嘉

03
05–

03
も
る
や
ま
は

03
05–

04
し
た
は
の
こ
ら
す–

し
た
は
の
ら
す
延

03
05–

05
い
ろ
つ
き
に
け
り–

も
み
ち
し
に
け
り
寂
嘉
里
京
尊
大
戊

03
05–

06
〔
貫
之
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
里
尊

03
06–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校
本

「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈﹇
京
ナ
シ
﹈【
】

03
06–

01
む
ら
〳
〵
の

03
06–

02
に
し
き
と
そ
み
る

03
06–
03
さ
ほ
や
ま
の–

さ
を
や
ま
の
戊
▼
正

03
06–

04
は
ゝ
そ
の
も
み
ち–

は
ゝ
そ
の
も
｛
み
｝
ち
﹇
同
筆
﹈
城

03
06–

05
き
り
た
ゝ
ぬ
ま
は

03
06–

06
〔
清
正
〕–
〔
ナ
シ
〕公
尹
里
尊
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z0
17–

00
《
逸
能
》【
】

z0
17–

01
と
き
は
や
ま

z0
17–
02
あ
ら
し
の
か
せ
も

z0
17–
03
さ
む
か
ら
す

z0
17–

04
に
し
き
の
も
み
ち

z0
17–

05
み
に
し
き
た
れ
は

30
00–

19
落
葉–
﹇
行
間
補
入
﹈
▼
久

03
07–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
里

ハ
コ
ノ
後
ニ
三
一
三
ア
リ
﹈【
】

03
07–

01
﹇
校
本
誤
リ
カ
﹈三
秋
而
宮
漏
正
長–

三
五
而
宮
漏
正
長
、﹇
欄
外
ニ「
秋
」

ト
ア
リ
﹈
為

03
07–

02
空
階
雨
滴–

空
階
雨
灑
、
葦–
空
階
而
雨
滴
▼
久

03
07–

03
万
里
而
郷
何
在–

万
里
而
郷
園
何
在
、
城
伊
関
雲
公
寂
為
弘
延
尹
嘉
里

京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯–

万
里
而
郷
円
何
在
、
葦

03
07–

04
落
葉
窓
深–

前
（
落
）
葉
窓
深
▼
嵯

03
07–

05
〔
愁
賦
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
愁
賦
　
張
読
〕﹇
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
為

延
京
▼
鳳
正
嵯〔
愁–

秋
▼
嵯
〕–

〔
愁
賦
　
長
読
〕嘉

03
08–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
城

関
雲
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
ハ
三
〇
九
ノ
次
、
公
ハ
三

一
〇
ノ
次
﹈【
文
集
、
佳
句
】

03
08–

01
城
柳
宮
槐
漫
揺
落–

柳
城
宮
槐
漫
揺
落
、
関–

城
析
宮
槐
漫
揺
落
、
★

延–

城
柳
宮
槐
漫
猺
落
、
里
京

03
08–

02
愁
悲
不
到
貴
人
心–

秋
悲
不
到
貴
人
心
、
城
伊
雲
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里

京
尊
阪
▼
久
鳳
正
嵯–

秋
悲
不
到
貴
人
情
、
公

03
08–

03
〔
白
〕–

〔
同
〕関
葦–

﹇
同
ヲ
白
ニ
直
ス
カ
﹈雲–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊–

〔
白

　
早
入
皇
城
〕﹇
延
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
京
▼
正–

〔
白
　
早
入
皇

城
贈
王
留
守
僕
射〔
六
〕〕▼
鳳

03
09–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
城

関
雲
公
葦
寂
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
阪
ハ
三
〇
八
ノ
前
﹈【
文
集
、
佳
句
】

03
09–

01
秋
庭
不
掃
携
藤
杖–

秋
庭
不
帰
携
藤
杖
、
公–

秋
庭
不
払
携
藤
杖
、
為
京

▼
嵯–

秋
庭
不
払
携
藤
・枝
（
杖
）
里

03
09–

02
閑
踏
梧
桐
黄
葉
行

03
09–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊–

〔
白
　
晩
秋
閑
居
〕﹇
延
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈

為
延
嘉
▼
正–

〔
白
　
晩
秋
閑
居〔
二
三
〕〕▼
鳳

03
10–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
公

ハ
三
〇
八
ノ
前
﹈【
文
粋
】

03
10–

01
梧
楸
影
中

03
10–

02
一
声
之
雨
空
灑–

一
声
之
雨
空
・灑
（
洒
）、﹇
朱
書
﹈
為

03
10–

03
鷓
胡
背
上–

鷓
鴣
背
上
﹇
★
延
ハ
異
同
無
、
下
部
余
白
ニ
「
鴣
」
ヲ
書

ク
﹈
城
伊
関
雲
公
寂
為
嘉
里
尊
戊
阪
▼
鳳–

鷓
鶘
背
上
、
弘
尹
京
▼
久

正

03
10–

04
数
片
之
紅
纔
残

03
10–

05
〔
順
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
源
順
　
葉
下
風
枝
踈
序
〕為–

〔
葉
下
風
散
踈

序
　
源
順
〕延–

〔
順
　
葉
下
風
枝
踈
序
〕嘉
京–

〔
葉
・落
（
下
）
風
枝
疎

　
順
〕▼
鳳–

〔
葉
下
風
枝
踈
序
〕▼
正

03
11–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

03
11–

01
樵
蘇
往
反

03
11–

02
杖
穿
朱
買
臣
之
衣–

﹇
臣
ハ
宮
カ
﹈
関

03
11–
03
隠
逸
優
遊–

・陰
（
隠
）
逸
優
遊
、
嘉

03
11–

04
履
踏
葛
稚
仙
之
薬–

屐
踏
葛
稚
仙
之
薬
、
尹
▼
鳳
正–

履
踏
蔦
（
葛
）
稚

仙
之
薬
、
★
京–

・屐
（
履
）
踏
葛
稚
・仙
（
川
）
之
薬
﹇
履
ハ
左
側
傍
記
﹈

▼
鳳
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03
11–

05
〔
落
葉
山
中
踏
　
相
如
〕–

〔
落
葉
山
中
路
　
相
如
〕城
雲
葦
▼
久
鳳–

〔
相
如
〕伊
関
寂
弘
戊–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊–

〔
落
葉
山
中
路
　
高
相
如
〕

﹇
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈為
延
嘉
▼
正
嵯〔
路–

疎
序
、延–

路
序
▼
正
〕–

〔
相

如
　
於
長
楽
寺
落
葉
山
中
・路
（
深
）
序
〕★
京–

〔
落
葉
山
中
路
　
相
規
〕

里

03
12–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
雲
葦

尹
尊
▼
鳳
ハ
三
一
三
ノ
次
﹈【
】

03
12–

01
逐
夜
光
多
呉
苑
月–
・逐
（
遂
）
夜
光
多
呉
苑
月
▼
鳳

03
12–

02
毎
朝
声
少
漢
林
風

03
12–

03
〔
後
中
書
王
〕–

〔
落
葉
随
日
尽
　
後
中
安
王
〕城–

〔
落
葉
随
日
尽
　
後

中
書
王
〕雲
延
嘉
京
▼
鳳–
〔
ナ
シ
〕公
尹
里
尊–

〔
秋
葉
随
日
落
　
後
中

書
王
〕為
▼
正〔
落–

尽
▼
正
〕–
〔
・落
（
秋
イ
）
葉
随
日
・尽
（
落
イ
）
　

後
中
書
王
〕京–

〔
落
葉
随
日
尽
　
中
書
王
〕▼
久

03
13–

00
《
粘
城
伊
雲
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
関
公
ナ
シ
。

雲
葦
尹
尊
ハ
三
一
二
ノ
前
﹈【
天
徳
三
年
闘
詩
行
事
略
記
、
類
聚
句
題

抄
】

03
13–

01
随
嵐
落
葉
含
蕭
瑟–

﹇
校
本
、
簫
ノ
校
異
ト
ラ
ズ
﹈
城–
随
風
落
葉
含
蕭

瑟
、
里

03
13–

02
濺
石
飛
泉
弄
雅
琴

03
13–

03
〔
順
〕–

〔
秋
光
変
山
水
　
順
〕﹇
城
ノ
変
ト
順
ハ
推
読
、
京
ハ
詩
題
ガ

後
、
▼
正
ノ
水
ハ
推
読
﹈
城
延
嘉
京
▼
鳳
正〔
山
水–

山
色
、
嘉
〕–
〔
源

順
　
秋
先
変
山
水
〕為–

〔
ナ
シ
〕尊

03
14–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
万
葉
、

六
帖
、
新
古
今
五
四
一
】

03
14–

01
あ
す
か
ゝ
は–

あ
す
か
ら
は
城
里

03
14–

02
も
み
ち
は
な
か
る–

も
み
ち
は
な
か
す
葦
▼
鳳

03
14–

03
か
つ
ら
き
の

03
14–

04
や
ま
の
あ
き
か
せ

03
14–

05
ふ
き
そ
し
く
ら
し–

ふ
き
そ
し
ぬ
ら
し
寂
戊
▼
鳳
正–

ふ
き
そ
し
ぬ
ら
ん

為
延
尹–

ふ
き
や
し
ぬ
ら
ん
弘–

ふ
き
そ
し
に
け
る
嘉–

﹇
異
同
無
﹈
★

尊–

ふ
き
そ
し
つ
ら
ん
里–

ふ
き
そ
し
・く
（
ぬ
）
ら
し
▼
久

03
14–

06
〔
人
丸
〕–

〔
ナ
シ
〕公
寂
尊

03
15–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
尊
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ

シ
﹈【
後
撰
四
五
一
、
新
撰
和
歌
、
秋
萩
】

03
15–

01
か
み
な
つ
き–

無
神
月
、
公–

十
月
、
葦–

神
な
月
、
弘
延
尊
戊
▼
鳳
正

嵯

03
15–

02
し
く
れ
と
ゝ
も
に–

し
く
れ
と
ゝ
ん
に
関

03
15–

03
か
み
な
ひ
の–

か
み
な
み
の
尹

03
15–

04
も
り
の
こ
の
は
ゝ–

も
り
こ
の
は
ゝ
城–

・紅
・葉
・者
（
社
乃
木
）
乃
葉
波
、

公

03
15–

05
ふ
り
に
こ
そ
ふ
れ–

も
り
に
こ
そ
も
れ
▼
嵯

03
15–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
貫
之
〕為
延
嘉
▼
正
嵯–

〔
源
順
〕里

03
16–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
唐
戊
阪
▼
久
鳳
正
嵯
》【
古

今
二
九
七
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
】

03
16–

01
み
る
ひ
と
も–

み
る
ひ
と
ん
関
雲

03
16–

02
な
く
て
ち
り
ぬ
る–

な
く
て
や
み
ぬ
る
延
嘉
京

03
16–

03
お
く
や
ま
の

03
16–

04
も
み
ち
は
よ
る
の–

も
み
ち
は
よ
そ
の
延

03
16–

05
に
し
き
な
り
け
り–

に
し
き
な
り
け
る
伊

03
16–

06
〔
貫
之
〕–

﹇
之
ハ
推
読
﹈
城–

〔
ナ
シ
〕公
延
里
尊–

〔
同
〕嘉
▼
正

30
00–

20
雁〔
付
帰
雁
〕–

雁
、
関
公
為

03
17–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
唐
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校

本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈﹇
唐
ハ
与
以
下
不
明
﹈

【
文
苑
英
華
】

03
17–

01
万
里
人
南
去



和漢朗詠集校異集成　 200715 60

03
17–

02
三
秋
雁
北
飛–

三
春
雁
北
飛
、
城
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大

唐
戊
▼
久
鳳
正–

三
・秋
（
春
イ
）
雁
北
飛
、
★
伊–

【
三
木
】
三
春
・
三

秋

03
17–
03
不
知
何
歳
月–

不
知
何
処
月
、
大

03
17–

04
得
与
汝
同
帰

03
17–

05
﹇
校
本
誤
リ
カ
﹈〔
文
選
〕–

〔
頼
劉
　
白
〕城–

〔
ナ
シ
〕関
雲
公
葦
寂

弘
尹
尊
大
▼
久–

〔
南
中
詠
雁
絶
句
　
事
万
慶
〕為
延
▼
正〔
ナ
シ–

白
、

延
〕〔
絶
句–
ナ
シ
▼
正
〕〔
事
万
慶–

事
承
慶
▼
正
〕–

〔
李
陵
　
文
選
〕京–

〔
白
　
賦
李
陵
五
言
絶
句
〕嘉–

〔
文
選
　
韋
承
慶
〕﹇
嵯
ハ
作
者
名
ガ

先
﹈
里
▼
嵯–

〔
白
〕戊–
〔
南
中
詠
雁
　
李
陵
〕▼
鳳

03
18–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校

本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
劉
夢
得
文
集
外
、

佳
句
】

03
18–

01
尋
陽
江
色
潮
添
満–

尋
陽
江
色
湖
添
満
﹇
★
雲
ハ
潮
デ
ヨ
イ
﹈
城
関
公

弘
大
▼
久–

尋
陽
江
色
潮
添
｛
満
｝
尹

03
18–

02
彭
蠡
秋
声
雁
引
来–

彭
蠡
秋
磬
雁
引
来
、
葦–
【
三
木
】
送
・
引

03
18–

03
〔
劉
禹
錫
〕–

﹇
錫
ハ
推
読
﹈
城–

〔
ナ
シ
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
劉
禹
錫
ヲ
書

ク
﹈雲
公
弘
尹
尊
▼
嵯–

〔
劉
禹
〕葦–

〔
劉
禹
錫
　
登
江
州
清
輝
楼
〕﹇
正

ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
嘉
▼
鳳
正〔
州–

洲
、
嘉
〕–

〔
劉
〕★
大

03
19–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
葦
ハ

三
二
〇
ノ
次
﹈﹇
校
本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈

【
佳
句
、
全
唐
詩
】

03
19–

01
四
五
朶
山
粧
雨
色–

四
五
朶
粧
山
雨
色
、
葦–

四
五
〈
枝
〉
朶
山
粧
雨
色

▼
鳳

03
19–

02
両
三
行
雁
点
雲
秋–

両
三
行
雁
点
雲
声
、
公
延
戊–

両
三
行
雁
点
雲
・秋

（
声
）﹇
為
ハ
朱
、京
ハ
「
声
イ
」、▼
鳳
ハ「
声〔
江
〕」﹈為
京
▼
鳳
嵯–

両

三
行
雁
点
雲
・声（
秋
）延–

両
三
声
雁
点
雲
秋
、大–

【
三
木
】帖
・
点

03
19–

03
〔
杜
筍
鶴
〕–

〔
杜
葛
鶴
〕城–

〔
ナ
シ
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
杜
筍
鶴
ヲ
書
ク
﹈

雲
公
葦
弘
尹
尊
▼
嵯–

〔
雋
陽
道
中
　
杜
筍
鶴
〕﹇
鳳
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
★

延
▼
鳳

03
20–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
葦
ハ

三
一
九
ノ
前
﹈﹇
校
本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈

【
文
粋
】

03
20–

01
虚
弓
難
避

03
20–

02
未
抛
疑
於
上
弦
之
月
懸–

未
抛
疑
於
上
絃
之
月
懸
、
城
関
雲
公
尹
京
里

大
▼
嵯

03
20–

03
奔
箭
易
迷–

奔
泉
易
迷
、
公–

奔
前
易
迷
、
延

03
20–

04
猶
成
誤
於
下
流
之
水
急–

猶
成
誤
於
下
流
之
水
・忽
（
急
）
京

03
20–

05
〔
江
相
公
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
後
江
相
公
　
寒
雁
識
秋
天
〕﹇
延
正
ハ

作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
京
▼
正〔
秋
天–

秋
天
序
、
嘉
〕–

〔
後
江
相
公
〕戊–

〔
寒
雁
識
秋
天
　
江
相
公
〕﹇
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
▼
鳳
嵯–

〔
天–

天

序
▼
嵯
〕

03
21–

00
《
粘
城
伊
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
関
雲
ナ
シ
﹈

﹇
校
本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
田
氏
家
】

03
21–

01
雁
飛
碧
落
書
青
紙–

雁
飛
勢
（
碧
）
落
書
青
紙
、
里

03
21–

02
隼
撃
霜
林
破
錦
機–

隼
撃
紅
林
破
錦
機
、城–

隼
撃
霜
林
破
綿
機
、京–

隼

撃
双
林
破
錦
機
▼
久

03
21–

03
〔
菅
〕–

〔
白
　
或
本
田
〕﹇
田
ハ
推
読
﹈
城–

〔
ナ
シ
〕公
葦
弘
尊–

〔
田

達
音
　
秋
暮
傍
山
行
〕﹇
延
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
▼
鳳
正〔
秋
暮–

暮

秋
、
▼
鳳
〕–

〔
白
〕尹
里–

〔
田
達
音
　
望
秋
山
〕嘉–

〔
秋
暮
傍
山
行
　

白
　
田
達
音
〕★
京–

〔
田
〕大–

〔
田
達
音
〕戊
▼
久
嵯

03
22–
00
《
城
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
粘
伊
ナ
シ
﹈

﹇
校
本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
文
草
】

03
22–

01
碧
玉
装
筝
斜
立
柱–

碧
玉
装
筝
叙
（
斜
）
立
柱
、
城–

碧
玉
筝
装
斜
立
柱
、

﹇
返
り
符
ア
リ
﹈
里–

碧
玉
粧
筝
斜
立
柱
▼
正
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03
22–

02
青
苔
色
紙
数
行
書–

青
告
色
紙
数
行
書
、
里

03
22–

03
〔
菅
〕–

〔
天
浄
識
賓
鴻
　
菅
〕﹇
校
本
ハ
大
「
織
」
ト
ス
ル
ガ
「
識
」
デ

可
、
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
城
為
延
里
京
★
大
▼
鳳–

﹇
後
筆
デ
天
浄
識
賓

鴻
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
天
浄
識
賓
雁
　
菅
三
品
〕嘉–

〔
天

浄
識
賓
雁
　
菅
〕﹇
雁
ハ
切
断
ニ
ヨ
リ
推
読
﹈
▼
久–

〔
天
清
識
賓
□
　

菅
丞
相
〕﹇
切
断
﹈
▼
正

03
23–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
★

京
ハ
行
間
書
入
、
本
文
ト
同
筆
カ
、
校
本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学

大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
】

03
23–

01
雲
衣
范
叔
羈
中
贈

03
23–

02
風
櫓
瀟
湘
浪
上
舟–

風
櫓
繍
湘
浪
上
舟
、
里

03
23–

03
〔
後
中
書
王
〕–

〔
秋
雁
似
故
人
　
後
中
書
王
〕﹇
城
ノ
人
ハ
推
読
﹈
城

関
雲
多–

〔
ナ
シ
〕﹇
京
ハ
別
筆
デ
「
・秋
（
賓
イ
）
鴻
似
故
人
」
ヲ
書
ク
﹈

公
尹
京
尊–

〔
賓
鴻
是
故
人
　
後
中
書
王
〕﹇
正
ハ
切
断
ニ
ヨ
リ
人
ハ
不

明
﹈
為
延
大
▼
久
鳳
正–

〔
秋
鴻
如
破
　
後
中
書
王
〕里–

〔
賓
鴻
・是（
似

〔
南
〕）
故
人
　
後
中
書
王
〕▼
鳳

z0
18–

00
《
城
》【
】

z0
18–

01
朝
隠
山
雲
緗
祑
巻

z0
18–

02
暮
過
林
雀
注
文
加

03
24–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
★

弘
里
ハ
三
二
五
ノ
次
﹈﹇
校
本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ

採
用
﹈【
古
今
二
〇
七
、
新
撰
万
葉
、
六
帖
、
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
、
友

則
】

03
24–

01
あ
き
か
せ
に

03
24–

02
は
つ
か
り
か
ね
そ–

は
つ
か
り
の
ね
そ
大

03
24–

03
き
こ
ゆ
な
る–

き
こ
え
け
る
尹

03
24–

04
た
か
た
ま
つ
さ
を

03
24–

05
か
け
て
き
つ
ら
む–

か
を
て
・ま
（
き
）
つ
ら
ん
城

03
24–

06
〔
友
則
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
里
尊
多

03
25–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
帰
雁

ノ
題
有
、
城
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
、
久
ハ
行
間
補
入
﹈﹇
校

本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
】

03
25–

01
山
腰
帰
雁
斜
牽
帯

03
25–

02
水
面
新
虹
未
展
巾

03
25–

03
〔
都
在
中
〕–

〔
在
中
〕関
雲
葦
尹
大–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
春
暁
閑
出
　

都
在
中
〕﹇
為
ハ
「
出
」
ヲ
朱
ニ
テ
「
花
」
ト
ス
ル
、
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈

為
延
京
▼
鳳
正〔
都
在
中–

都
・在
（
良
イ
）
中
、
★
京
〕–

〔
都
｛
良
｝
香
〕

▼
嵯

03
26–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校
本

「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
古
今
三
一
、
新
撰
和

歌
、
六
帖
、
伊
勢
】

03
26–

01
は
る
か
す
み

03
26–

02
た
つ
を
み
す
て
ゝ

03
26–

03
ゆ
く
か
り
は–

ゆ
く
か
り
の
延
大

03
26–

04
ゝ
な
ゝ
き
さ
と
に

03
26–

05
す
み
や
な
ら
へ
る–

す
み
や
な
ら｛
へ
｝る
城–

す
み
や
な
く
ら
ん
嘉

03
26–

06
〔
伊
勢
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊

z0
19–

00
《
逸
能
》【
】

z0
19–

01
春
か
す
み

z0
19–

02
た
つ
を
み
す
て
ゝ

z0
19–
03
行
か
り
の

z0
19–
04
い
ま
そ
な
く
な
る

z0
19–

05
秋
き
り
の
う
へ

30
00–

21
虫
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03
27–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
】

03
27–
01
切
々
暗
窓
下

03
27–
02
喓
々
深
草
中–

喓
々
深
草
裏
、
城
関
雲
葦
為
弘
延
尹
里
京
尊
戊
▼
久
鳳

正
嵯–
要
々
深
草
裏
、
公–

喓
々
深
草
・中
（
裏
イ
）
嘉

03
27–

03
秋
天
思
婦
心–

秋
天
思
帰
心
、
★
公–

秋
天
思
嫦
心
、
里

03
27–

04
雨
夜
愁
人
耳–
雨
夜
・愁
（
幽
イ
）
人
耳
﹇
戊
ハ
「
イ
」
ナ
シ
﹈
★
伊
戊–

雨

夜
幽
人
耳
、
為
弘
延
尹
嘉
京
、
雨
夜
・幽
（
愁
イ
）
人
耳
﹇
朱
﹈
為–

・雨
・夜

（
夜
雨〔
江
〕）
・愁
（
幽
）
人
耳
▼
鳳

03
27–

05
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕城
公
尊–
〔
白
　
秋
蟲
十
四
〕為–

〔
秋
虫
　
白
〕﹇
京

ハ
詩
題
ガ
後
﹈
延
京
▼
鳳–
〔
秋
虫〔
十
四
〕　
白
〕▼
鳳

03
28–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

03
28–

01
霜
草
欲
枯
虫
思
苦–

霜
草
欲
枯
虫
思
急
、
関
雲
里–

霜
草
欲
枯
虫
思
・急

（
苦
）
里

03
28–

02
風
枝
未
定
鳥
棲
難–

風
枝
未
定
鳥
難
棲
、
城
関
雲–
風
枝
未
定
鳥
・栖
（
棲

イ
）
難
﹇
朱
﹈
為–

風
枝
未
定
鳥
〓
（
人
＋
妻
）
難
、
戊

03
28–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
答
夢
得
秋
庭
独
坐
見
贈
　
白
〕為
延–

〔
白
　

答
夢
得
秋
庭
独
坐
見
贈〔
七
六
〕〕▼
鳳

03
29–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

03
29–

01
床
嫌
短
脚
蛬
声
鬧–

床
頭
短
脚
蛬
声
鬧
、関–

﹇
□
ヲ
削
ッ
テ
嫌
ヲ
書
ク
、

頭
カ
﹈
雲–

床
嫌
短
脚
蛬
声
閭
﹇
閭
ハ
誤
写
カ
、
推
読
﹈
▼
嵯

03
29–

02
壁
厭
空
心
鼠
孔
穿

03
29–

03
〔
野
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊–

〔
秋
夜
　
野
相
公
〕為
延
▼
正–

〔
野
相
公
〕

弘
嘉
戊–

〔
野
　
秋
夜
〕京–

〔
秋
夜
　
野
〕▼
鳳

03
30–

00
《
粘
城
伊
関
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
雲
ナ
シ
﹈【
天

徳
三
年
闘
詩
行
事
略
記
】

03
30–

01
山
館
雨
時
鳴
自
暗–

山
館
雨
時
鳴
自
晴
、
★
葦

03
30–

02
野
亭
風
処
織
猶
寒

03
30–

03
〔
直
幹
〕–

〔
蛬
声
人
夜
催
　
直
幹
〕﹇
夜
ト
幹
ハ
推
読
﹈
城–

〔
蛬
声
入

夜
催
　
直
幹
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
デ
別
筆
、
▼
正
ノ
催
ハ
切
断
ニ
ヨ
リ

不
明
﹈
関
為
延
嘉
京
▼
久
鳳
正〔
直
幹–

橘
直
幹
▼
正
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹

里
尊–

〔
直
幹
　
巷
广
入
夜
催
〕▼
嵯

03
31–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
天
徳
三

年
闘
詩
行
事
略
記
】

03
31–

01
叢
辺
怨
遠
風
聞
暗

03
31–

02
壁
底
吟
幽
月
色
寒

03
31–

03
〔
順
〕–

〔
同
前
　
順
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈城
関
葦
為
延
嘉
京
里
▼
久
鳳

正〔
同
前–

〈
題
〉同
前
、★
京
〕〔
順–

源
順
▼
正
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊–

〔
順

　
同
〕▼
嵯

03
32–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
保
明
親

王
帯
刀
陣
歌
合
】

03
32–

01
い
ま
こ
む
と

03
32–

02
た
れ
た
の
め
け
む

03
32–

03
あ
き
の
よ
を–

あ
き
の
よ
の
尹

03
32–

04
あ
か
し
か
ね
つ
ゝ–

あ
か
し
か
ね
つ
も
嘉

03
32–

05
ま
つ
む
し
の
な
く–

松
む
し
の
こ
ゑ
延
尹–

ま
つ
む
し
そ
な
く
▼
嵯

03
32–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
素
性
〕城–

〔
秀
守
〕為–

〔
橘
正
通
〕延–

〔
人
丸
　
能
宣

イ
〕嘉–

〔
橘
安
輔
〕京–

〔
季
守
〕里–

〔
能
宣
〕▼
鳳

03
33–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
弘
延
尹
嘉
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈【
古

今
一
九
六
、
六
帖
】

03
33–
01
き
り
ゝ
ゝ
す

03
33–

02
い
た
く
な
ゝ
き
そ–

い
た
く
な
き
そ
延

03
33–

03
あ
き
の
よ
の–

あ
き
の
よ
・を
（
の
）
雲
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03
33–

04
な
か
き
お
も
ひ
は–

﹇
に
ノ
補
入
ア
ル
カ
﹈
城–

な
か
き
お
ん
ひ
は
﹇
雲

ハ
推
読
﹈
関
雲

03
33–
05
わ
れ
そ
ま
さ
れ
る

03
33–
06
〔
素
性
〕–

〔
ナ
シ
〕城
公
尹
尊–

〔
そ
せ
い
〕★
関–

〔
藤
忠
房
〕戊–

〔
素

性
法
師
〕▼
正–

〔
藤
原
忠
房
　
素
性
〕▼
嵯

30
00–

22
鹿

03
34–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校
本「
大
」

ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
温
庭
筠
詩
集
別
、
佳
句
】

03
34–

01
蒼
苔
路
滑
僧
帰
寺–
蒼
苔
路
熟
僧
帰
寺
、
葦–

蒼
苔
路
・滑
（
熟
）
僧
帰
寺

▼
鳳

03
34–

02
紅
葉
声
乾
鹿
在
林

03
34–

03
〔
温
庭
筠
〕–

〔
温
庭
均
〕★
伊
嘉–
〔
ナ
シ
〕公
葦
弘
尹
尊–

〔
宿
雲
隆
寺

　
温
庭
筠
〕延
▼
正–

〔
白
〕﹇
別
筆
デ
「
温
庭
筠
　
宿
香
隆
寺
」
ヲ
書

ク
﹈
京–

〔
温
庭
筠
　
宿
雲
際
寺
〕▼
鳳

03
35–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校
本「
大
」

ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
】

03
35–

01
暗
遣
食
苹
身
色
変–

暗
遣
食
萍
身
色
変
、
弘
里
▼
嵯–
﹇
上
部
余
白
ニ

「
萍
」
ヲ
書
ク
﹈
延–

暗
遣
食
苹
茸
色
変
、
大

03
35–

02
更
随
加
草
徳
風
来

03
35–

03
〔
白
鹿
　
紀
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
紀
〕葦
戊–

〔
紀
納
言
〕弘
▼
正–
〔
観

鎮
西
府
献
白
鹿
　
紀
〕延–

〔
白
鹿
　
紀
納
言
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
、
嵯

ハ
作
者
名
ガ
先
、「
納
言
」
以
下
ハ
後
補
カ
﹈
嘉
京
▼
嵯〔
白
鹿–

｛
自

鎮
西
献
｝
白
鹿
｛
詩
｝
京
〕–

〔
鎮
西
府
献
白
鹿
　
紀
〕▼
鳳

03
36–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校
本「
大
」

ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
拾
遺
抄
一
〇
二
、
拾
遺
一
九

〇
】

03
36–

01
も
み
ち
せ
ぬ

03
36–

02
と
き
は
の
や
ま
に

03
36–

03
す
ん
し
か
は–

す
む
し
か
は
城
伊
関
葦
弘
延
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

・な

・く
（
す
む
）
し
か
は
雲–

棲
鹿
者
鹿
者
、
公

03
36–

04
お
の
れ
な
き
て
や–

お
の
れ
な
き
し
や
﹇
し
ハ
て
ト
ヨ
ミ
ガ
タ
イ
﹈
★

大

03
36–

05
あ
き
を
し
る
ら
ん

03
36–

06
〔
能
宣
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊
大

03
37–

00
《
粘
城
伊
関
雲
葦
弘
延
尹
嘉
里
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
公
京
ナ
シ
﹈﹇
校

本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
古
今
三
一
二
、
新

撰
和
歌
、
六
帖
】

03
37–

01
ゆ
ふ
つ
く
よ–

ふ
ゆ
つ
く
よ
城

03
37–

02
を
く
ら
の
や
ま
に

03
37–

03
な
く
し
か
の–

な
く
し
か
は
嘉

03
37–

04
こ
ゑ
の
う
ち
に
や

03
37–

05
あ
き
は
く
る
ら
む–

あ
き
は
つ
く
ら
ん
城–

あ
き
は
し
る
ら
ん
葦
尹–

あ

き
は
き
ぬ
ら
ん
弘
嘉
▼
正–

あ
き
を
し
る
ら
ん
延
里–

あ
き
は
た
つ
ら
ん

戊

03
37–

06
〔
貫
之
〕–

〔
ナ
シ
〕尹
尊

30
00–

23
露

03
38–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

03
38–

01
可
憐
九
月
初
三
夜–

可
憐
九
月
初
三
・日
（
夜
）
▼
鳳

03
38–

02
露
似
真
珠
月
似
弓

03
38–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
里
尊
▼
嵯–

〔
暮
吟
　
白
〕延–

〔
白
　
草
秋
吟
〕嘉–

〔
白
　
暮
行
吟
〕京–

〔
白
　
暮
江
吟〔
二
九
〕〕▼
鳳–

〔
暮
江
吟
　
白
〕

▼
正

03
39–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
類
聚
句
題

抄
】



和漢朗詠集校異集成　 200715 64

03
39–

01
露
滴
蘭
叢
寒
玉
白

03
39–

02
風
銜
松
葉
雅
琴
清–

風
〓
﹇
行
＋
含
﹈
松
葉
雅
琴
清
﹇
雲
ハ
□
ヲ
削
ッ

テ
含
ヲ
書
ク
﹈
伊
雲
嘉
京
里
▼
久
嵯–

風
銜
松
葉
雅
琴
晴
、
★
公–

風
衝

松
葉
雅
琴
清
、
弘
★
延
尹
▼
鳳
正〔
風–

〈
風
〉﹇
後
補
﹈
▼
正
〕

03
39–

03
〔
英
明
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
里
尊–

〔
秋
風
颯
然
新
　
源
英
明
〕延
▼
正〔
秋

風–
秋
気
▼
正
〕–

〔
英
明
　
秋
気
颯
然
新
〕嘉–

〔
英
明
　
秋
気
・風
（
颯

イ
）
・愁
・別
（
然
新
）
〕京–

〔
秋
風
颯
然
新
　
英
明
〕▼
鳳

z0
20–

00
《
東
経
》【
】

z0
20–

01
我
な
ら
む

z0
20–

02
く
さ
葉
も
物
は

z0
20–

03
お
も
ひ
け
り

z0
20–

04
袖
よ
り
ほ
か
に

z0
20–

05
を
け
る
し
ら
つ
ゆ

03
40–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
万
葉
、
新

撰
和
歌
、
六
帖
、
新
古
今
三
三
四
】

03
40–

01
さ
を
し
か
の

03
40–

02
あ
さ
た
つ
を
の
ゝ

03
40–

03
あ
き
は
き
に–

秋
は
き
を
延

03
40–

04
た
ま
と
み
る
ま
て–

た
も
と
み
る
ま
て
京–

・た
・ま
・と
・見
・る
・ま
・て
（
お
れ
ぬ

は
か
り
も
）﹇
傍
記
ニ
合
点
有
﹈
▼
久–

お
れ
ぬ
は
か
り
も
▼
嵯

03
40–

05
お
け
る
し
ら
つ
ゆ

03
40–

06
〔
家
持
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
家
持
中
納
言
〕延
尹
里
戊
▼
嵯–

〔
大
伴
家

持
〕﹇
持
ノ
下
ノ
「
中
□
」
ハ
後
補
﹈
▼
正

30
00–

24
霧

03
41–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

03
41–

01
竹
霧
暁
籠
銜
嶺
月–

竹
霧
暁
籠
〓
﹇
行
＋
含
﹈
嶺
月
﹇
延
ノ
含
ハ
合
カ
﹈

城
★
伊
弘
★
延
京
★
尊
戊
▼
久
正
嵯

03
41–

02
蘋
風
緩
送
過
江
春–

蘋
風
暗
送
過
江
春
、
城
嘉–

蘋
風
暖
送
過
江
春
、
関

雲
公
葦
弘
延
尹
里
京
尊
▼
久
鳳
正
嵯–

蘋
風
・暖（
晩
）送
過
江
春
、雲–

蘋

風
・暖
（
暗
　
晩
イ
）
送
過
江
春
﹇「
暗
」
ハ
左
側
、「
晩
イ
」
ハ
右
側
傍

記
﹈
延–

蘋
風
・暖
（
暗
）
送
過
江
春
﹇
嵯
ノ
傍
記
ハ
同
筆
デ
「
暗
イ
」﹈

尹
里
▼
鳳
嵯–

蘋
風
晩
送
過
江
春
、
戊

03
41–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
廋
楼
暁
望
　
白
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
延
京

▼
正–

〔
白
　
廋
楼
暁
望〔
二
六
〕〕▼
鳳

03
42–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

03
42–

01
雖
愁
夕
霧
埋
人
枕–

雖
然
夕
霧
埋
人
枕
、
関
雲

03
42–

02
猶
愛
朝
雲
出
馬
鞍

03
42–

03
〔
江
相
公
〕–

〔
江
〕城
関
雲
尹
里–

〔
ナ
シ
〕公
葦
尊–

〔
後
江
相
公
〕弘–

〔
山
居
秋
暁
　
後
江
相
公
〕延
▼
正〔
暁–

晩
▼
正
〕–

〔
江
松
公
　
山
居

秋
晩
〕嘉–

〔
白
　
山
居
秋
暁
　
後
江
相
公
〕京–

〔
山
庄
秋
・望
（
晩
）
　

江
相
公
〕▼
鳳

03
43–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
弘
延
尹
嘉
里
京
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
尊
ナ
シ
、
▼

鳳
ハ
頭
部
余
白
ニ
朱
デ
「
証
本
無
之
」
ト
有
﹈【
拾
遺
二
〇
二
、
寛
平

御
時
后
宮
歌
合
、
六
帖
、
金
玉
、
深
養
父
】

03
43–

01
か
は
き
り
の–

秋
き
り
の
京

03
43–

02
ふ
も
と
を
こ
め
て–

ふ
も
と
を
と
め
て
城

03
43–

03
た
ち
ぬ
れ
は

03
43–

04
そ
ら
に
そ
あ
き
の

03
43–

05
や
ま
は
み
え
け
る–

や
ま
は
す
え
け
る﹇
す
ハ
み
ノ
誤
写
カ
﹈▼
久

03
43–

06
〔
深
養
父
〕–

〔
源
養
父
〕城–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尹
京

03
44–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
弘
延
尹
嘉
里
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈【
古

今
二
六
五
、
新
撰
和
歌
、
友
則
】

03
44–

01
た
か
た
め
の

03
44–

02
に
し
き
な
れ
は
か–

に
し
き
な
る
ら
ん
尹
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03
44–

03
あ
き
ゝ
り
の

03
44–

04
さ
ほ
の
や
ま
へ
を–

さ
ほ
や
ま
人
を
城–

棹
の
山
辺
に
公–

さ
を
の
や
ま

へ
を
弘
戊–

さ
ほ
の
や
ま
へ
の
尊

03
44–
05
た
ち
か
く
す
ら
む–

た
ち
へ
た
つ
覧
城

03
44–

06
〔
友
則
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
貫
之
〕▼
正

30
00–

25
擣
衣

03
45–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
】

03
45–

01
八
月
九
月
正
長
夜

03
45–

02
千
声
万
声
無
了
時–
千
声
万
声
無
止
時
、
城
里
京–

千
声
万
声
無
畢
時
、

弘
▼
正–

千
声
万
声
無
已
時
、
延–

千
歳
万
歳
無
了
時
、
尹

03
45–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
聞
夜
砧
　
白
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
延
京
▼

正–

〔
白
　
聞
夜
砧〔
二
九
〕〕▼
鳳

z0
21–

00
《
▼
建
正
嵯
》【
】﹇
正
ハ
三
四
六
ノ
次
ニ
後
補
行
間
細
字
書
入
、
嵯
ハ

「
イ
本
」
ト
シ
テ
後
補
行
間
細
字
書
入
﹈

z0
21–

01
誰
家
思
婦
秋
擣
帛

z0
21–

02
月
苦
風
凄
砧
杵
悲

z0
21–

03
〔
同
〕–

〔
白
〕正

03
46–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
里
、
コ

ノ
句
ノ
前
ニ
一
句
、
行
間
ニ
小
字
ニ
テ
書
入
ル
﹈【
文
苑
英
華
、
佳
句
】

03
46–

01
北
斗
星
前
横
旅
雁

03
46–

02
南
楼
月
下
擣
寒
衣–

南
楼
月
前
（
下
）
擣
寒
衣
、
京

03
46–

03
﹇
嘉
重
出
、
不
審
﹈〔
ナ
シ
〕–

〔
同
〕城
関
雲
葦–

〔
薄
命
篇
　
劉
元
叔
〕

為
延
▼
正〔
叔–

淑
▼
正
〕–

〔
白
〕尹
嘉
里
京
戊
▼
久
嵯–

〔
劉
禹
錫
〕嘉–

〔
白
　
劉
元
叔
イ
本
〕京–

〔
白
　
薄
命
篇
　
劉
元
叔
〕▼
鳳

03
47–

00
《
粘
城
伊
関
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
雲
ナ
シ
﹈【
】

03
47–

01
擣
処
暁
愁
閨
月
冷–

擣
処
暁
愁
閏
月
冷
、
★
葦–

擣
処
暁
愁
囲
月
冷
、
京

戊

03
47–

02
裁
将
秋
寄
塞
雲
寒–

裁
将
秋
寄
寒
雲
寒
﹇
弘
ハ
全
体
ニ
寒
ト
塞
ノ
区
別

難
﹈
公
★
葦
★
弘–

裁
・将
（
持
）
秋
寄
塞
雲
寒
、
嘉–

裁
・持
（
将
）
秋
寄

塞
雲
寒
﹇
左
側
傍
記
﹈
▼
鳳

03
47–

03
〔
篤
茂
〕–

〔
尊
敬
〕城–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊–

〔
篤
茂
　
風
疎
砧
杵
鳴
〕為

▼
鳳–

〔
風
疎
砧
杵
鳴
　
藤
篤
茂
〕延
▼
正–

〔
篤
茂
　
風
疎
砧
堪
鳴
〕

京–

〔
風
疎
砧
杵
鳴
　
篤
茂
〕▼
久

03
48–

00
《
粘
城
伊
関
雲
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
公
ナ
シ
﹈【
】

03
48–

01
裁
出
還
迷
長
短
製

03
48–

02
辺
愁
定
不
昔
腰
囲–

辺
愁
定
不
昔
腰
薗
、弘–

辺
愁
定
不
昔
腰
・園（
囲
イ
）

京

03
48–

03
〔
直
幹
〕–

〔
橘
直
幹
〕延–

〔
ナ
シ
〕尹
尊–

〔
直
誇
〕嘉–

〔
題
可
尋
　
橘

直
幹
〕▼
正

03
49–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

03
49–

01
風
底
香
飛
双
袖
挙

03
49–

02
月
前
杵
怨
両
眉
低

03
49–

03
〔
後
中
書
王
〕–

〔
ナ
シ
〕関
雲
公
★
葦
尹
里
尊–

〔
後
中
書
王
　
檮
衣

詩
〕﹇
延
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
▼
鳳
正–

〔
直
幹
イ
旡
　
後
中
書
王

　
檮
衣
詩
〕京

03
50–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

03
50–

01
年
々
別
思
驚
秋
雁

03
50–
02
夜
々
幽
声
到
暁
鶏–

夜
々
幽
声
至
暁
鶏
、
嘉
京–

〔
至–

・至
（
到
イ
）

嘉
〕

03
50–

03
〔
上
同
〕–

〔
同
〕城
延
嘉
京
戊
▼
久
鳳
嵯–

〔
後
中
書
王
〕関
雲
葦
為
里–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尹
尊–

〔
同
前
〕▼
正
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03
51–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
六
帖
、
新

勅
撰
三
二
三
、
貫
之
】

03
51–
01
か
ら
こ
ろ
も–

か
ら
こ
ろ
ん
関
雲

03
51–
02
う
つ
こ
ゑ
き
け
は

03
51–

03
つ
き
ゝ
よ
み–

月
よ
ゝ
み
城
関
雲
公
葦
▼
久–

月
よ
に
て
里

03
51–

04
ま
た
ね
ぬ
人
を–

ま
た
ね
ぬ
こ
ひ
を
京

03
51–

05
そ
ら
に
し
る
か
な–

そ
ら
｛
に
｝
し
る
か
な
﹇
に
ハ
磨
滅
カ
﹈
延

03
51–

06
〔
貫
之
〕–
〔
ナ
シ
〕公
弘
尹
里
尊

40
00–

01
冬

40
00–

02
初
冬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

03
52–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
内
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
】

03
52–

01
十
月
江
南
天
気
好

03
52–

02
可
隣
冬
景
似
春
華–

可
隣
冬
景
似
春
花
、城
延
尹
嘉
京
里
戊
▼
正
嵯

03
52–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
早
冬
〕﹇
延
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延

京
▼
正–

〔
早
冬〔
二
十
〕　
白
〕▼
鳳

03
53–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
内
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

03
53–

01
四
時
牢
落
三
分
減–

四
時
零
落
三
分
減
、
嘉
京〔
零–
・零
（
牢
イ
）
京
〕–

﹇
異
同
無
﹈
★
尊

03
53–

02
万
物
蹉
跎
過
半
凋–

万
物
蹉
跎
過
半
彫
▼
鳳

03
53–

03
〔
醍
醐
御
製
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
里
尊–

〔
醍
醐
御
製
　
初
冬
即
事
〕﹇
延
正

ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
京
▼
鳳
正–

〔
醍
醐–

酉
酉
、
延
〕〔
御
製–

御
々
、

京
〕–

〔
延
喜
御
製
〕嘉–

〔
酉
酉
御
製
〕▼
嵯

03
54–

00
《
粘
城
伊
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
内
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
関
雲
公
葦
ナ
シ
﹈

【
文
草
】

03
54–

01
床
上
巻
収
青
竹
簟–

床
｛
上
｝
巻
収
青
竹
簟
▼
久

03
54–

02
匣
中
開
出
白
綿
衣–

筪
中
開
出
白
綿
衣
、
嘉–

篋
中
開
出
白
綿
衣
、
京

尊–

匣
中
開
出
白
錦
衣
、
里

03
54–

03
〔
菅
〕–

〔
菅
　
驚
冬
〕﹇
延
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延
▼
鳳–

〔
菅
丞
相
〕

弘–

〔
菅
丞
相
　
驚
冬
〕﹇
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
尹
京
▼
正–

〔
菅
三
品
〕

嘉–

〔
ナ
シ
〕尊

03
55–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
内
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
後
撰

四
四
五
、
六
帖
】

03
55–

01
か
み
な
つ
き–

無
神
月
、
公–

十
月
、
葦–

神
な
つ
き
弘
延
京
尊
▼
鳳
正

嵯

03
55–

02
ふ
り
み
ふ
ら
す
み–

ふ
り
｛
み
｝
ふ
ら
す
城

03
55–

03
さ
た
め
な
き

03
55–

04
し
く
れ
そ
ふ
ゆ
の–

し
く
れ
そ
ふ
ゆ
・そ
（
の
）
為

03
55–

05
は
し
め
な
り
け
る

03
55–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
貫
之
〕﹇
城
ハ
別
筆
﹈城
為
延
京–

〔
素
性
貫
之
イ
〕嘉–

〔
読

人
不
知
〕▼
鳳–

〔
貫
之
イ
　
読
人
不
知
〕﹇「
イ
」
以
下
ハ
後
補
カ
、「
読

人
不
知
」
ハ
紙
継
ニ
ヨ
リ
推
読
﹈
▼
嵯

40
00–

03
冬
夜

03
56–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
内
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文

集
、
佳
句
】

03
56–

01
一
盞
寒
灯
雲
外
夜–

一
盞
寒
灯
雲
外
尽
、
葦

03
56–

02
数
盃
温
酎
雪
中
春–

数
盃
温
酎
雲
中
春
、
内

03
56–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
和
李
中
丞
山
居
雪
夜
作
〕為
延
尹

〔
李–

季
、
★
延
〕–

〔
白
　
山
居
雪
夜
〕﹇
京
ノ
詩
題
ハ
別
筆
﹈
嘉
京–

〔
〈
和
李
中
丞
　
イ
有
〉
山
居
雪
夜
作〔
七
八
〕　
白
〕▼
鳳

03
57–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
内
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

03
57–

01
年
光
自
向
灯
前
尽–

年
先
自
向
灯
前
尽
、
公–

﹇
校
本
校
異
ヲ
採
ル
ガ
、

年
ノ
異
体
字
ユ
エ
削
除
﹈
葦
為

03
57–

02
客
思
唯
従
枕
上
生



67 和漢朗詠集校異集成　 200715

03
57–

03
〔
尊
敬
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
橘
在
列
　
秋
夜
独
起
〕﹇
正
ハ
作
者
名
ガ

後
﹈
為
尹
▼
正–

〔
冬
夜
　
尊
敬
〕﹇
嵯
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
延
▼
嵯–

〔
尊

敬
　
在
列
イ
　
冬
夜
独
起
〕京–

〔
秋
夜
独
遊
　
尊
敬
〕▼
鳳

03
58–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
内
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
拾

遺
二
二
四
、
六
帖
、
和
歌
体
十
種
、
貫
之
、
三
十
六
人
撰
】

03
58–

01
お
も
ひ
か
ね–

お
ん
ひ
か
ね
関

03
58–

02
い
も
か
り
ゆ
け
は–

い
も
か
り
ゆ
け
り
嘉

03
58–

03
ふ
ゆ
の
よ
の

03
58–

04
か
は
か
せ
さ
む
み–
か
は
か
せ
さ
む
し
里

03
58–

05
ち
と
り
な
く
な
り–
ち
と
り
な
く
□
□
﹇
摩
損
不
明
﹈
内

03
58–

06
〔
貫
之
〕–

〔
ナ
シ
〕公
寂
尹
京
尊

40
00–

04
歳
暮

03
59–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、

佳
句
】

03
59–

01
寒
流
帯
月
澄
如
鏡

03
59–

02
夕
吹
和
霜
利
似
刀

03
59–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
葦
尊–

〔
白
　
江
楼
宴
別
〕﹇
延
正
ハ
作
者
名
ガ
後
、

京
ノ
詩
題
ハ
別
筆
﹈
為
延
京
▼
鳳
正–

〔
白
　
江
楼
宴
〕嘉

03
60–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

03
60–

01
風
雲
易
向
人
前
暮

03
60–

02
歳
月
難
従
老
底
還

03
60–

03
〔
良
春
道
〕–

〔
花
下
春
　
良
春
道
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
城
関
雲
為
延

京
里
▼
久
鳳
正–

〔
ナ
シ
〕公
葦
寂
尹
尊

03
61–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
古
今

三
四
二
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
、
貫
之
】

03
61–

01
ゆ
く
と
し
の

03
61–

02
を
し
く
も
あ
る
か
な–

を
し
く
ん
あ
る
か
な
関
雲–

惜
ま
る
か
な
公–

を

し
ま
る
ゝ
か
な
弘
延
正

03
61–

03
ま
す
か
ゝ
み

03
61–

04
ゝ
る
か
け
さ
へ
に–

ゝ
な
（
る
）
か
け
さ
ゑ
に
城–

み
る
か
け
こ
と
に
▼

正

03
61–

05
く
れ
ぬ
と
お
も
へ
は–

く
れ
ぬ
と
お
ん
へ
は
関
雲
▼
久

03
61–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
貫
之
〕為
弘
延
里
戊
▼
鳳
正
嵯–

〔
順
貫
之
〕嘉

40
00–

05
炉
火–

鑪
火
、
公

03
62–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文

集
、
佳
句
】

03
62–

01
黄
醅
緑
醑
迎
冬
熟–

黄
醅
緑
醑
迎
・春
（
冬
イ
）
熟
、
★
伊–

黄
醅
緑
〓

﹇
酉
＋
首
﹈
迎
冬
熟
﹇
〓
ニ
醑
ヲ
傍
記
﹈
里

03
62–

02
絳
帳
紅
炉
逐
夜
開–

絳
帳
紅
鑪
逐
・花
（
夜
）
開
、
公–

絳
帳
紅
炉
遂
夜
開
、

下

03
62–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊–

〔
白
　
戯
招
諸
客
〕﹇
延
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈

為
延
京
▼
正
嵯〔
招–

松
▼
嵯
〕–

〔
白
　
感
招
諸
客
〕▼
鳳

03
63–

00
《
粘
城
伊
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
関
ナ

シ
﹈【
】

03
63–

01
看
無
野
馬
聴
無
鶯–

看
無
野
馬
聞
無
鶯
▼
久

03
63–

02
臘
裏
風
光
被
火
迎–

□
﹇
月
＋
■
﹈
裏
風
光
被
火
迎
、
嘉
下

03
63–

03
〔
菅
三
品
〕–

〔
ナ
シ
〕雲
公
葦
尹
尊
▼
久–

〔
白
〕寂–

〔
火
是
臘
天
春
　

菅
三
品
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
、
正
ノ
春
ハ
推
読
﹈
為
延
京
▼
鳳
正–

〔
菅

　
火
是
臘
天
春
〕里
▼
嵯

03
64–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

03
64–
01
此
火
応
鑽
花
樹
取–

此
火
応
鑽
花
樹
把
、
下

03
64–

02
対
来
終
夜
有
春
情–

対
来
終
日
有
春
情
、
城
関
雲
葦
尊
下
▼
久
鳳〔
終

日–

終
・日
（
夜
）
城
▼
鳳
〕–

対
来
終
・夜
（
日
）
有
春
情
、
★
延–

対
来
終
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日
（
夜
）
有
春
情
、
里–

対
来
終
夜
月
（
有
）
春
情
、
京–

【
三
木
】
終

日
・
終
夜

03
64–
03
〔
同
上
〕–

〔
火
是
臘
天
春
　
菅
三
品
〕﹇
城
ノ
天
ト
品
ハ
推
読
﹈
城
▼

久–

〔
菅
三
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
火
是
臘
天
春
ヲ
書
ク
﹈関
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊

戊–
〔
菅
三
品
〕葦
寂
里–

〔
同
前
　
菅
三
品
〕為–

〔
同
〕弘
▼
鳳–

〔
同

前
〕延
▼
正–

〔
菅
〕尹–

〔
同
　
絶
句
　
菅
三
品
〕嘉–

〔
同
　
菅
〕京
▼

嵯–

〔
火
是
臘
天
春
　
菅
〕下

03
65–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

03
65–

01
多
時
縦
酔
鶯
花
下–
多
日
縦
酔
鶯
花
下
、
公–

他
時
縦
酔
鶯
花
下
、
弘
尊

▼
嵯–

〔
花–

華
▼
嵯
〕–
・多
（
他
）
時
縦
酔
鶯
花
下
▼
鳳

03
65–

02
近
日
那
離
獣
炭
辺

03
65–

03
〔
輔
昭
〕–

〔
同
前
　
輔
昭
〕★
伊
★
延
▼
鳳–

〔
ナ
シ
〕公
寂
里
尊–

〔
輔

照
〕葦
京–

〔
同
前
〕為
▼
嵯–

〔
〈
菅
〉
輔
照
〕﹇
別
筆
﹈
京–

〔
同
前
　

菅
輔
昭
〕▼
正

03
66–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
下
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
▼

正
ハ
片
仮
名
細
字
書
入
、
サ
ラ
ニ
平
仮
名
細
字
書
入
有
﹈【
】

03
66–

01
う
つ
み
ひ
の

03
66–

02
し
た
に
こ
か
れ
し–

し
た
に
こ
か
る
ゝ
尹

03
66–

03
と
き
よ
り
も–

と
き
よ
り
ん
関
雲–

ト
キ
・タ
・ニ
・モ
（
ヨ
リ
モ
）
▼
正–
と

き
・た
・に
・も
（
よ
り
も
）
▼
正

03
66–

04
か
く
に
く
ま
る
ゝ–

か
く
に
く
ま
る
〳
〵
城–

駕
久
被
恋
る
ゝ
公–

か
く

に
へ
ま
る
ゝ
﹇
へ
ニ
ミ
セ
ケ
チ
、
修
正
ア
ル
カ
﹈
弘–

か
く
い
と
わ
る

ゝ
嘉
▼
正–

か
く
・い
・と
・は
・る
・ゝ
（
に
く
ま
る
ゝ
）
▼
正

03
66–

05
を
り
そ
わ
ひ
し
き–

を
り
そ
か
な
し
き
城
関
雲
弘
延
尹
里–

お
り
そ
・わ
・ひ

・し
・き
（
か
な
し
き
）
▼
正

03
66–

06
〔
業
平
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
里
尊–

〔
業
平
中
将
〕為
戊
▼
嵯

40
00–

06
霜

03
67–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
粘
以

外
ノ
ス
ベ
テ
（
★
伊
ヲ
含
ム
）
三
六
八
ノ
次
﹈【
文
集
、
佳
句
】

03
67–

01
万
物
秋
霜
能
壊
色–

万
物
林
霜
能
壊
色
、
寂

03
67–

02
四
時
冬
日
最
凋
年–

﹇
校
本
校
異
ヲ
採
ル
ガ
異
体
字
ノ
タ
メ
削
除
﹈葦–

四

時
冬
日
最
凋
・事
（
年
イ
本
）
寂

03
67–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
葦
尹
尊–

〔
白
　
歳
晩
旅
望
〕﹇
延
正
ハ
作
者
名
ガ

後
﹈
為
延
▼
鳳
正–

〔
白
　
歳
晩
独
望
〕京

03
68–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
城
関

雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
ハ
三
六
七
ノ
前
﹈【
文
苑
英
華
、
佳
句
】

03
68–

01
三
秋
岸
雪
花
初
白–

三
秋
岸
雪
花
初
日
、
★
尊–

三
秋
岸
華
花
初
白
▼

嵯

03
68–

02
一
夜
林
霜
葉
尽
紅

03
68–

03
〔
温
庭
筠
〕–

〔
温
庭
均
〕★
伊
嘉
京–

〔
ナ
シ
〕﹇
★
校
本
ハ
雲
ノ
温
庭

筠
ヲ
後
筆
ト
ス
ル
﹈
公
葦
弘
尹
尊–

〔
温
庭
筠
　
般
若
寺
別
成
公
〕﹇
延

正
ハ
作
者
名
ガ
後
、
延
ノ
「
公
」
ハ
「
土
」
カ
﹈
為
延
▼
鳳
正

03
69–

00
《
粘
城
伊
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
関
ナ
シ
﹈

【
】

03
69–

01
閨
寒
夢
驚–

閏
寒
夢
驚
、
葦–

囲
寒
夢
驚
﹇
ヨ
イ
カ
﹈
戊

03
69–

02
或
添
孤
婦
之
砧
上–

或
添
狐
婦
之
砧
上
、
里

03
69–

03
山
深
感
動

03
69–

04
先
侵
四
皓
之
鬢
辺

03
69–

05
〔
青
女
司
霜
　
紀
〕–

〔
青
女
司
霜
賦
　
紀
〕城
雲
里
▼
久
鳳–

〔
ナ
シ
〕

公
尹
尊–

〔
紀
〕葦
寂
戊–

〔
青
女
司
霜
賦
　
紀
納
言
〕﹇
京
嵯
ハ
作
者
名

ガ
先
﹈
為
延
嘉
京
▼
正
嵯–

〔
紀
納
言
〕弘

03
70–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
草
】
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03
70–

01
君
子
夜
深
音
不
警–

君
子
夜
深
声
不
警
、
城
関
雲
尹
里
尊
▼
鳳–

君
子
夜

深
音
不
驚
、
葦
為

03
70–
02
老
翁
年
晩
鬢
相
驚–

老
翁
年
晩
鬢
相
驚
、﹇「
暁
」
ノ
上
ヲ
「
晩
」
ニ
訂

ス
﹈
里

03
70–

03
〔
菅
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
菅
　
早
霜
〕﹇
延
京
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈
為
延

京
▼
鳳–
〔
菅
丞
相
〕弘–

〔
早
霜
　
菅
丞
相
〕▼
正

03
71–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ハ

三
七
二
ノ
次
﹈【
後
集
】

03
71–

01
声
々
已
断
華
亭
鶴–
声
々
已
断
花
亭
鶴
、
城
公
為
延
嘉
京
里
戊
▼
久
正–

【
三
木
】
警
・
鶴

03
71–

02
歩
々
初
驚
葛
屨
人–

歩
々
初
驚
葛
屢
人
、
★
伊–

歩
々
初
驚
葛
履
人
★
関

★
雲
京
戊–

歩
々
初
知
葛
屨
濡
、
★
公–

歩
々
初
・驚
（
知
菅
）
葛
履
人
、

京–

歩
々
初
驚
葛
□
人﹇
屨
ガ
月
＋
婁
ヘ
変
化
ス
ル
中
途
カ
﹈▼
久–

﹇
屨

ニ
履
ヲ
傍
記
﹈
▼
鳳–

歩
々
初
驚
葛
〓
﹇
月
＋
婁
﹈
儒
▼
嵯–

【
三
木
】

濡
・
人

03
71–

03
〔
菅
〕–

〔
寒
露
凝
　
菅
〕﹇
城
ノ
露
凝
ハ
推
読
﹈城
為
延
▼
久
正〔
菅–

菅

丞
相
▼
正
〕–

〔
同
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
寒
露
凝
ヲ
書
ク
﹈
雲
葦
弘–

〔
ナ
シ
〕

公
尊–

〔
菅
三
品
〕寂–

〔
寒
露
凝
　
菅
三
品
〕嘉–

〔
寒
露
凝
・霜
・成
（
二

字
イ
本
）
　
菅
〕﹇
傍
記
ハ
別
筆
﹈
京–

〔
寒
□
霜
□
　
菅
〕里–
〔
寒
霜

凝
　
菅
〕▼
鳳

03
72–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ハ

三
七
一
ノ
前
﹈【
】

03
72–

01
晨
積
瓦
溝
鴛
変
色

03
72–

02
夜
零
華
表
鶴
呑
声–

夜
雲
華
表
鶴
呑
声
﹇
雲
ハ
□
ヲ
削
ッ
テ
令
ヲ
書
ク
﹈

関–

夜
零
花
表
鶴
呑
声
、
公
為
延
嘉
京
里
戊
▼
久
正
嵯

03
72–

03
〔
紀
〕–

〔
同
前
　
紀
〕城
伊
延
▼
久
鳳–

﹇
後
筆
デ
同
ヲ
書
ク
﹈雲–

〔
ナ

シ
〕公
尹
尊–

〔
同
前
　
紀
納
言
〕﹇
京
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
為
京
▼
正

嵯–

〔
紀
納
言
〕弘–

〔
同
題
　
紀
納
言
〕嘉–

〔
寒
□
□
　
紀
〕里

03
73–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
寂
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
後
撰

四
七
八
、
拾
遺
二
二
八
、
六
帖
、
金
玉
】

03
73–

01
よ
を
さ
む
み–

よ
｛
を
｝
さ
む
み
城–

夜
を
さ
ふ
み
延–

冬
の
よ
に
▼

正

03
73–

02
ね
さ
め
て
き
け
は

03
73–

03
を
し
そ
な
く

03
73–

04
は
ら
ひ
も
あ
へ
す–

は
ら
ひ
ん
あ
へ
す
関–

｛
は
｝
ら
ひ
も
あ
へ
す
▼

久–

は
ら
ひ
も
あ
え
ぬ
▼
嵯

03
73–

05
し
も
や
お
く
ら
む

03
73–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
公
任
大
納
言
〕弘–

〔
貫
之
〕嘉–

〔
読
人
不
知
〕▼
鳳

40
00–

07
雪

03
74–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

03
74–

01
暁
入
梁
王
之
苑

03
74–

02
雪
満
群
山

03
74–

03
夜
登
庾
公
之
楼–

夜
登
庾
亮
之
楼
、
城
公
葦–

夜
登
庚
公
之
楼
、
里

03
74–

04
月
明
千
里

03
74–

05
〔
白
賦
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尹
尊–

〔
白
賦
　
謝
観
〕﹇
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈

為
延
嘉
▼
鳳
正
嵯〔
観–

視
﹇
ア
ル
イ
ハ
祝
﹈
▼
嵯
〕–

〔
賈
嵩
　
白
賦
〕

京–

〔
白
〕戊

03
75–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

03
75–

01
銀
河
沙
漲
三
千
里–

銀
河
沙
漲
三
千
・里（
界
）城
里–

銀
河
沙
漲
三
千
界
、

公
為
弘
★
延
尹
嘉
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯–

〔
沙–

砂
▼
嵯
〕–

銀
河
沙
漲
三
千

眼
、
葦–

銀
河
沙
漲
三
千
・界
（
里
）﹇
朱
、
左
側
傍
記
﹈
▼
鳳

03
75–

02
梅
嶺
花
排
一
万
株–

梅
嶺
花
排
｛
一
｝
万
株
、
関–

梅
嶺
花
排
一
・萬
（
万
）

株
、
雲–
梅
嶺
花
開
一
万
株
、
公
葦
嘉
京
尊
戊
▼
久
正
嵯–

〔
花–

華
▼

嵯
〕
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03
75–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
雲
中
即
事
〕﹇
雲
ハ
雪
ノ
誤
リ
カ
﹈
為–

〔
雪
中
即
事
　
白
〕﹇
京
嵯
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
★
延
京
▼
正
嵯–

〔
白
　
雪

中
即
事
寄
微
之〔
六
三
〕〕▼
鳳

03
76–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
集
、
佳

句
】

03
76–

01
雪
似
鵞
毛
飛
散
乱

03
76–

02
人
披
鶴
氅
立
俳
佪–

人
排
鶴
鼈
立
俳
佪
、★
関
雲–

人
・排（
披
）鶴
・鼈（
氅
）

立
俳
佪
、
雲–
人
披
鶴
〓
﹇
火
火
＋
冖
＋
毛
﹈
立
俳
佪
、
公

03
76–

03
〔
白
〕–

〔
同
〕城
関
雲–
〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
白
　
詶
令
公
雪
中
見
贈
〕

為
▼
鳳
正〔
白–

ナ
シ
▼
正
〕〔
贈–

賜
之
▼
正
〕–

〔
詶
令
二
雪
中
見
贈
　

白
〕﹇
令
ハ
人
カ
﹈
延

z0
22–

00
《
城
里
▼
正
》﹇
里
ハ
三
七
六
ノ
前
ニ
来
ル
ベ
キ
符
号
有
、
▼
正
ハ
三

七
七
ノ
次
ニ
細
字
行
間
書
入
﹈

z0
22–

01
暗
夜
猶
行
明
月
地

z0
22–

02
人
間
還
踏
白
雲
天

z0
22–

03
〔
良
〕–

〔
白
〕里

03
77–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》【
文
粋
】

03
77–

01
或
逐
風
不
返

03
77–

02
如
振
群
鶴
之
毛

03
77–

03
亦
当
晴
猶
残–

・亦
（
亦
）
当
晴
猶
残
▼
久–

亦
当
暗
猶
残
▼
嵯

03
77–

04
疑
綴
衆
狐
之
腋–

疑
綴
衆
孤
之
腋
、★
延
京
尹
嘉–

疑
綴
衆
孤
之
・腰（
腋
）

里

03
77–

05
〔
春
雪
賦
　
紀
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊–

〔
紀
〕葦
戊–

〔
春
雪
賦
　
紀
納

言
〕﹇
京
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
為
嘉
京
▼
正
嵯–

〔
紀
納
言
〕弘–

〔
春
雪

　
紀
〕里

03
78–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
雅
▼
久
鳳
正
嵯
》【
】

03
78–

01
翅
似
得
群
棲
浦
鶴

03
78–

02
心
応
乗
興
棹
舟
人

03
78–

03
〔
邑
上
御
製
〕–

〔
池
上
初
雪
　
邑
上
御
製
〕﹇
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
城

関
▼
久
正
嵯–

〔
池
上
雪
　
邑
上
御
製
〕雲–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
池
上
初

雪
　
村
上
御
製
〕為
延
雅
▼
鳳–

〔
村
上
御
製
〕弘
尹
戊–

〔
池
上
初
冬
　

村
上
御
製
〕嘉–

〔
・村
（
邑
イ
）
上
御
々
　
池
辺
初
雪
〕﹇
三
五
三
参
照
﹈

京–

〔
池
上
初
雪
　
付
邑
上
御
製
〕里

03
79–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
雅
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
嘉
ハ

三
八
〇
ノ
次
﹈【
文
草
】

03
79–

01
立
於
庭
上
頭
為
鶴

03
79–

02
坐
在
炉
辺
手
不
亀–

生
在
炉
辺
手
不
亀
、
公–

・坐
（
座
イ
）
在
炉
辺
手
不

亀
、
京–

居
在
炉
辺
手
不
亀
▼
久
正

03
79–

03
〔
菅
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
菅
　
客
舎
対
雪
〕為
延
京
﹇
延
正
ハ
作
者
名

ガ
後
﹈
▼
鳳
正〔
菅–

菅
丞
相
▼
正
〕–

〔
菅
丞
相
〕弘

03
80–

00
《
粘
城
伊
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
雅
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
関
雲
ナ
シ
。

嘉
ハ
三
七
九
ノ
前
﹈【
】

03
80–

01
班
女
閨
中
秋
扇
色–

斑
女
閨
中
秋
扇
色
、
弘
延
京
▼
正
嵯–

斑
女
囲
中
秋

扇
色
﹇
ヨ
イ
カ
﹈
戊

03
80–

02
楚
王
台
上
夜
琴
声–

楚
王
台
｛
上
｝
夜
琴
声
、﹇
朱
﹈
雅

03
80–

03
〔
尊
敬
〕–

〔
ナ
シ
〕公
弘
尊–

〔
橘
在
列
　
題
雪
〕﹇
正
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈

為
▼
正–

〔
題
雪
　
尊
敬
〕延
▼
鳳

03
81–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
雅
▼
久
鳳
正
嵯
》【
拾
遺

抄
一
四
七
、
拾
遺
二
四
三
】

03
81–

01
み
や
こ
に
は–

こ
ゝ
に
わ
か
城
関
雲
為
弘
延
嘉
京
尊
雅
▼
久
鳳
正–

爰
我

★
公–

こ
ゝ
に
我
、
葦–

こ
ゝ
に
た
に
里

03
81–

02
め
つ
ら
し
と
み
る–

め
つ
ら
し
く
み
ゆ
る
城–

め
つ
ら
し
く
み
る
関
雲
公

葦
為
弘
延
尹
京
里
戊
▼
久
正〔
み
る–

見
ゆ
（
る
）
京
〕–

め
つ
ら
し
と
お

も
ふ
嘉
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03
81–

03
は
つ
ゆ
き
を–

は
つ
ゆ
き
の
為
弘
里
戊–

は
つ
｛
ゆ
｝
き
を
▼
久

03
81–

04
よ
し
の
ゝ
や
ま
に–

吉
野
山
は
公–

よ
し
の
ゝ
や
ま
は
尊–

よ
し
の
や
ま

に
里

03
81–
05
ふ
り
や
し
ぬ
ら
む

03
81–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
源
景
明
　
詠
初
雪
〕為–

〔
貫
之
〕弘–

〔
景
明
〕延
▼
正–

〔
為
範
〕尹–

〔
英
明
忠
峰
〕嘉–

〔
源
景
明
〕京
戊
▼
鳳–

〔
源
景
明
　
是

則
イ
〕京–
〔
惟
明
〕里–

〔
・景
（
惟
）
明
〕﹇
傍
記
同
筆
カ
﹈
▼
正–

〔
是

則
〕▼
嵯

03
82–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈

﹇
校
本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
古
今
三
二
五
、

六
帖
、
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
、
平
貞
文
家
歌
合
、
是
則
】

03
82–

01
み
よ
し
の
ゝ

03
82–

02
山
の
し
ら
ゆ
き

03
82–

03
つ
も
る
ら
し–

つ
・む
（
も
）
る
ら
し
城

03
82–

04
ふ
る
さ
と
さ
む
く

03
82–

05
な
り
ま
さ
る
な
り–

な
り
ま
さ
る
か
な
城
尹
里–
な
り
ま
さ
る
ら
ん
延–

﹇
□
□
ノ
上
カ
ラ
な
り
ヲ
書
ク
﹈
▼
正

03
82–

06
〔
是
則
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
友
則
〕延–

〔
同
人
〕▼
嵯

03
83–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
京
ナ
シ
﹈

﹇
校
本
「
大
」
ヲ
採
用
ス
ル
ガ
『
古
筆
学
大
成
』
ニ
未
収
﹈【
古
今
三
三

七
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
、
継
色
紙
、
友
則
】

03
83–

01
ゆ
き
ふ
れ
は

03
83–

02
き
こ
と
に
は
な
そ

03
83–

03
さ
き
に
け
る

03
83–

04
い
つ
れ
を
む
め
と–

い
つ
れ
の
む
め
と
城–

い
つ
れ
を
ん
め
と
関–

い
つ

れ
を
む
め
を
▼
鳳

03
83–

05
わ
き
て
を
ら
ま
し

03
83–

06
〔
友
則
〕–

〔
ナ
シ
〕﹇
雲
ハ
磨
滅
カ
﹈
★
雲
公
葦
尹
尊–

〔
同
〕延

40
00–

08
氷〔
付
春
氷
〕–

氷﹇
雲
ハ
後
筆
デ
付
春
氷
ヲ
書
ク
﹈雲
公
弘
尹
雅–

氷〔
付

春
水
〕葦
大

03
84–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
雅
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校

本
「
大
」
ヲ
採
用
ス
ル
ガ
『
古
筆
学
大
成
』
ニ
未
収
﹈【
文
草
】

03
84–

01
氷
封
水
面
聞
無
浪–

氷
封
水
面
無
浪
、城–

氷
封
水
面｛
聞
｝無
浪
、公

03
84–

02
雪
点
林
頭
見
有
花–

雪
点
林
頭
見
有
華
▼
嵯

03
84–

03
〔
菅
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
菅
　
臘
月
独
与
〕為–

〔
菅
丞
相
〕弘–

〔
臘
月

独
興
　
菅
〕﹇
京
鳳
ハ
詩
題
ガ
後
、
興
カ
與
カ
﹈
★
延
京
▼
鳳
正〔
菅–

菅

丞
相
▼
正
〕–

〔
菅
三
品
〕戊

03
85–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
雅
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校

本
「
大
」
ヲ
採
用
ス
ル
ガ
『
古
筆
学
大
成
』
ニ
未
収
﹈【
】

03
85–

01
霜
妨
鶴
唳
寒
無
露–

霜
嫌
鶴
唳
寒
無
露
、
城
大–

・雪
（
霜
）
妨
鶴
唳
寒
無

露
、
雅

03
85–

02
水
結
狐
疑
薄
有
氷–

水
結
狐
疑
薄
有
水
、
公–

水
結
孤
疑
薄
有
氷
、
★
延

尹
京
里–

水
結
狐
疑
□
□
氷
﹇
破
損
不
明
﹈
大

03
85–

03
〔
相
如
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
相
如
　
星
源
否
才
兄
〕為–

〔
呈
源
杏
才
九

　
相
如
〕★
延–

〔
相
女
　
冬
夜
鶴
詠
〕尹–

〔
相
公
〕嘉–

〔
相
如
　
呈
源

秀
才
先
〕▼
鳳–

〔
呈
源
杏
才
兄
　
高
相
如
〕▼
正

03
86–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
雅
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校

本
「
大
」
ヲ
採
用
ス
ル
ガ
『
古
筆
学
大
成
』
ニ
未
収
﹈【
古
今
三
一
六
、

新
撰
万
葉
、
継
色
紙
、
六
帖
】

03
86–

01
お
ほ
そ
ら
の–

□
□
□
﹇
破
損
不
明
﹈
ら
の
大–

お
ほ
そ
ら
に
嘉

03
86–
02
つ
き
の
ひ
か
り
の–

月
の
ひ
か
り
し
城
関
雲
公
葦
尊
大
戊
雅
▼
鳳

嵯

03
86–

03
さ
む
け
れ
は–

あ
か
け
れ
は
葦–

さ
ふ
け
れ
は
延

03
86–

04
か
け
み
し
み
つ
そ–

か
け
み
つ
そ
大–

か
け
み
し
み
つ
の
▼
正
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03
86–

05
ま
つ
こ
ほ
り
け
る–

ま
つ
は
こ
ほ
れ
る
為
▼
嵯–

ま
つ
ま
さ
り
け
る

延–

ま
つ
は
こ
ほ
り
け
る
里

03
86–
06
〔
ナ
シ
〕–

〔
文
時
〕為
尹–

〔
貫
之
〕嘉–

〔
読
人
不
知
〕▼
鳳

03
87–
00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
校
本

「
大
」
ヲ
採
用
ス
ル
ガ
『
古
筆
学
大
成
』
ニ
未
収
﹈【
文
集
、
佳
句
】、

ナ
シ–
春
氷
﹇
久
ハ
行
間
書
入
﹈
城
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正

嵯

03
87–

01
氷
消
見
水
多
於
地–
氷
・消
（
清
イ
）
見
水
多
於
地
、﹇
旁
書
「
清
イ
」
ハ

朱
書
﹈
為–

・凍
（
氷
イ
）
消
見
水
多
於
地
、
京

03
87–

02
雪
霽
望
山
尽
入
楼–
雪
霽
・看
（
望
）
山
尽
入
楼
、
弘–

雪
・尽
（
霽
）
望
山

尽
入
楼
▼
久

03
87–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
白
　
早
春
憶
遊
黔
南
居
〕為–

〔
早
春
憶
遊
黔

南
庄
　
白
〕延
▼
正〔
遊–

ナ
シ
▼
正
〕–
〔
白
　
早
春
〕京–

〔
白
　
早
春

憶
遊
思
黔
南
庄
因
寄
長
句〔
七
七
〕〕▼
鳳

03
88–

00
《
粘
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
コ
コ
カ
ラ

三
九
五
上
句
マ
デ
、
城
ハ
一
丁
分
脱
。
大
ナ
シ
﹈【
】

03
88–

01
氷
消
漢
主
応
疑
覇–

氷
消
漢
主
応
疑
・覇（
覇
）★
雲–
氷
消
漢
臣
応
疑
覇
、

公
葦–

氷
消
漢
主
応
疑
〓
﹇
西
＋
翔
﹈
京

03
88–

02
雪
尽
梁
王
不
召
枚–

・雪
（
霜
イ
）
尽
梁
王
不
召
枚
、
京–

雪
尽
梁
王
不
召

牧
、
戊

03
88–

03
〔
尊
敬
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
早
春
　
橘
在
列
〕為
延
▼
正–

〔
橘
在
列
〕

弘–

〔
尊
敬
　
同
前
〕京–

〔
早
春
　
尊
敬
〕▼
鳳

03
89–

00
《
粘
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
城
ハ
欠
、

校
本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
】

03
89–

01
胡
塞
誰
能
全
使
節–

胡
寒
誰
能
全
使
節
、
公
葦
弘

03
89–

02
呼
池
還
恐
失
臣
忠–

呼
池
還
恐
失
宮
忠
、
★
関
★
雲–

虖
池
還
恐
失
臣
忠

﹇
虖
ニ
呼
ヲ
朱
傍
記
﹈
為–

呼
〓
﹇
施
ヲ
足
（
糸
カ
）
偏
ニ
ス
ル
﹈
還
恐
失

臣
忠
、延–

呼
他
還
恐
失
臣
忠
、尹
嘉
里〔
呼
他–

呼
・他（
池
イ
）里
〕

03
89–

03
〔
相
規
〕–

〔
雪
中
氷
亦
釈
　
相
如
〕関–

〔
相
如
〕﹇
後
筆
デ
雪
尽
氷
亦

釈
ヲ
書
ク
﹈
雲–

〔
ナ
シ
〕公
尹
尊–

〔
雪
消
氷
亦
釈
　
源
相
規
〕為
延
▼

正–

〔
源
相
規
〕弘–

〔
雪
満
□
□
釈
　
相
如
〕里–

〔
雪
尽
氷
亦
振
　
相

規
〕★
京–

〔
雪
尽
氷
亦
釈
　
相
規
〕大
▼
久–

〔
雪
消
氷
亦
釈
　
相
規
〕

﹇
鳳
ノ
氷
ハ
水
カ
、
嵯
ハ
水
、
嵯
ハ
作
者
名
ガ
先
﹈
▼
鳳
嵯

03
90–

00
《
粘
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
城
ハ
欠
、

校
本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
麗
景
殿
女
御
歌

合
】

03
90–

01
や
ま
か
は
の–

や
ま
か
は
に
弘

03
90–

02
み
き
は
ま
さ
れ
り–

み
き
は
ま
さ
れ
る
★
延
尹
尊
大
▼
鳳
正–

み
つ
は
ま

さ
れ
り
里–

み
き
は
ま
さ
れ
は
戊–

み
き
は
ま
さ
れ
・る
（
り
）
▼
鳳

03
90–

03
は
る
か
せ
に

03
90–

04
た
に
の
こ
ほ
り
は–

谷
の
こ
ほ
り
や
公
京–

谷
の
こ
ほ
り
・や（
は
）公

03
90–

05
け
ふ
や
と
く
ら
む–

と
け
や
し
ぬ
ら
ん
▼
鳳

03
90–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
惟
忠
〕為
★
延
尹
▼
鳳
正–

〔
躬
恒
〕嘉

40
00–

09
霰
﹇
城
ハ
欠
﹈

03
91–

00
《
粘
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
大
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
城
ハ
欠
、

校
本
「
大
」
ヲ
採
用
、『
古
筆
学
大
成
』
ニ
モ
採
用
﹈【
後
集
】

03
91–

01
麞
牙
米
簸
声
々
脆–

麞
牙
朱
簸
声
々
脆
、
葦

03
91–

02
竜
頷
珠
投
顆
々
寒–

竜
領
珠
投
顆
々
寒
、弘–

竜
顔
珠
投
顆
々
寒
、里

03
91–

03
〔
菅
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–

〔
菅
　
白
微
散
〕為–

〔
菅
丞
相
〕弘–

〔
白
微
霰

　
菅
〕﹇
京
ハ
詩
題
ガ
後
﹈
延
京
▼
鳳
正〔
菅–

菅
丞
相
▼
正
〕

03
92–

00
《
粘
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
里
京
尊
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
城
ハ
欠
﹈【
古

今
一
〇
七
七
、
新
撰
和
歌
、
六
帖
、
神
楽
歌
、
和
歌
体
十
種
】

03
92–
01
み
や
ま
に
は

03
92–

02
あ
ら
れ
ふ
る
ら
し

03
92–

03
と
や
ま
な
る
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03
92–

04
ま
さ
き
の
か
つ
ら–

真
木
の
葛
★
公

03
92–

05
い
ろ
つ
き
に
け
り

03
92–
06
〔
ナ
シ
〕–

〔
伊
勢
〕京–

〔
人
丸
〕﹇
▼
正
ノ
「
人
丸
」
ハ
後
補
カ
﹈
▼

久

40
00–

10
仏
名–
﹇
城
ハ
欠
﹈–

仏
名〔
付
除
夜
〕多

03
93–

00
《
粘
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
城
ハ
欠
﹈【
文

集
】

03
93–

01
香
火
一
炉
灯
一
盞–
香
火
一
鑪
灯
一
盞
、
関
雲
嘉
尊–

﹇
校
本
校
異
ニ
里

ア
リ
、
不
審
﹈

03
93–

02
白
頭
夜
礼
仏
名
経

03
93–

03
〔
白
〕–

〔
ナ
シ
〕公
尊–
〔
白
　
献
贈
礼
経
老
僧
〕﹇
京
ハ
作
者
名
ガ
後
﹈

為
延
京
多
▼
鳳〔
白–

ナ
シ
延
〕〔
献–
・献
（
戯
イ
）
京
〕–

〔
戯
贈
礼
経
老

僧
　
白
〕▼
正

03
94–

00
《
粘
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
城
ハ
欠
﹈【
文

草
】

03
94–

01
香
自
禅
心
無
用
火–

【
三
木
】
出
善
心
・
自
禅
心

03
94–

02
花
開
合
掌
不
因
春–

花
開
合
・堂
（
掌
）
不
因
春
、
公–
華
開
合
掌
不
因
春
、

戊
▼
嵯–

【
三
木
】
開
・
因

03
94–

03
﹇
里
ノ
本
文
存
ス
ル
カ
、
校
本
誤
リ
カ
﹈〔
菅
〕–

□
﹇
破
損
カ
﹈
伊–
〔
ナ

シ
〕公
尊–

〔
菅
　
懺
悔
会
作
〕﹇
▼
鳳
ノ
懺
悔
ハ
略
字
、
延
▼
正
ハ
作

者
名
ガ
後
、
正
ノ
作
ハ
切
断
ニ
ヨ
リ
不
明
﹈
為
延
京
多
▼
鳳
正〔
菅–
菅

丞
相
﹇
丞
相
ハ
後
補
カ
﹈
▼
正
〕–

〔
菅
丞
相
〕弘

03
95–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
上
句
城

ハ
欠
﹈【
】

03
95–

01
あ
ら
た
ま
の

03
95–

02
と
し
も
く
る
れ
は–

と
し
も
つ
く
れ
は
﹇
久
ハ
も
つ
ニ
削
訂
カ
﹈
関
雲

公
為
延
京
▼
久
正–

と
し
ん
つ
く
れ
は
関–

と
し
も
つ
も
れ
は
葦
嘉–

と

し
も
つ
き
な
は
弘
尹–

と
し
も
く
れ
る
は
﹇
る
ハ
な
カ
﹈
戊–

年
｛
も
｝

く
｛
る
｝
れ
は
▼
嵯–

﹇
校
本
校
異
ニ
里
ア
リ
、
不
審
﹈

03
95–

03
つ
く
り
け
む–

つ
も
り
け
む
▼
正

03
95–

04
つ
み
も
の
こ
ら
す–

つ
み
ん
の
こ
ら
す
関
雲

03
95–

05
な
り
や
し
ぬ
ら
む–

な
り
や
し
・り
・け
（
ぬ
ら
）
む
﹇
後
筆
﹈
雲

03
95–

06
〔
兼
盛
〕–

〔
ナ
シ
〕﹇
雲
ハ
後
筆
デ
兼
盛
ヲ
書
ク
﹈
雲
公
里
尊

03
96–

00
《
粘
城
伊
関
雲
公
葦
為
弘
延
尹
嘉
京
尊
大
多
戊
▼
久
鳳
正
嵯
》﹇
弘
為

延
尹
ハ
コ
ノ
哥
ノ
次
ニ
一
首
ア
リ
。
嘉
ハ
別
筆
ニ
テ
追
記
ス
、『
古
筆

学
大
成
』「
大
」
採
用
﹈【
拾
遺
抄
一
六
二
、
拾
遺
二
六
一
、
兼
盛
、
金

玉
】

03
96–

01
か
そ
ふ
れ
は

03
96–

02
わ
か
み
に
つ
も
る–

わ
か
み
に
と
ま
る
関
雲
公
大

03
96–

03
と
し
つ
き
を

03
96–

04
お
く
り
む
か
ふ
と

03
96–

05
な
に
い
そ
く
ら
む

03
96–

06
﹇
校
本
誤
リ
カ
﹈〔
ナ
シ
〕–

〔
同
〕城
為
弘
延
尹
嘉
▼
久
鳳
嵯–

〔
同
人
〕

伊
京
戊–

〔
兼
盛
〕★
葦
大–

〔
同
上
〕多–

〔
同
前
〕▼
正

z0
23–

00
《
為
弘
延
尹
嘉
▼
貞
鳳
正
嵯
》﹇
尹
ハ
「
本
無
」
ト
ア
リ
、
嘉
ハ
別
筆

後
補
、
▼
鳳
ハ
細
字
片
仮
名
書
入
、
頭
部
余
白
ニ
「
証
本
無
之
」
ト
有
、

弘
デ
入
力
﹈【
】

z0
23–

01
と
し
の
う
ち
に

z0
23–

02
つ
く
れ
る
つ
み
は–

つ
く
れ
る
つ
み
も
▼
正

z0
23–

03
か
き
く
ら
し

z0
23–

04
ふ
る
し
ら
ゆ
き
と–

ふ
る
し
ら
雪
の
延

z0
23–
05
ゝ
も
に
き
え
な
む–

と
も
に
き
ゑ
ぬ
る
延–

ゝ
も
に
き
ゆ
ら
ん
▼
嵯

z0
23–

06
〔
ナ
シ
〕–

〔
同
〕為–

〔
江
本
有
此
哥
〕鳳

50
00–

01
倭
漢
抄
巻
上–

和
漢
朗
詠
集
上
、
城
★
弘
戊
▼
鳳–

ナ
シ
﹇
▼
正
ハ
後
補

「
和
漢
朗
詠
〈
抄
〉
集
｛
巻
｝
上
」
有
﹈
伊
関
延
里
▼
久
正–

和
漢
朗
詠
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巻
上
、
雲–

朗
詠
抄
上
、
公
葦
多–

和
漢
朗
詠
抄
巻
上
、
為–

和
漢
朗
詠

集
巻
上
、
京
尊–

倭
漢
朗
詠
集
上
▼
嵯


